



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女は、天使に見えた。

　少女は、悪魔にも見えた。

　背中に生えた翼の根元は、鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろのよう。だが翼の先に進むにつれて、翼は雪のような純白に染まっていた。

　黒と白のグラデーション。

　少女の背には、悪魔と天使どちらもの特徴をそなえた翼がある。

　その少女が叫んだ。

「シド、もうダメ！　後ろから追いかけてきてる！」

「ここは、あの化け物の住処すみかか……！」

　無限につづく虹色の雲海──

　その雲に浮かぶ石の通路が延々と続いている。何百メートル走っても終わりのない道を、私は、不可思議な少女とともに逃げ続けていた。

　──リンネと名付けた少女。

　まばゆい金髪は光を反射して輝いているのではなく、髪そのものが透けて内部から光を生みだし続けている。

　額ひたいや二の腕にうっすらと光る紋様は、聖霊族のものだろう。

　翼に映えた羽毛は、蛮神族の天使でありながら幻獣族のようでもある。

　いったい何なのだ？

　この少女は、いったい何の種族だというのだ？

　疑問は尽きないが考える時間はない。逃げる私と少女めがけ、恐るべき追跡者が迫りつつある。




〝運命特異体■■■が覚醒。新世界への干渉危険性『最悪』と判断〟

〝許されざるものシドが無座標界ゼロに侵入〟

〝切除器官ラスタライザによる封印を開始する────〟




　異様な怪物が、石の通路を追いかけてくる。

　床を這はうように進んでいるのに、その速度は全力で走っている私とリンネの二人よりもはるかに速い。

「あ、あっち行って！　あっち行ってってば！」

　リンネの放った雷の法術が、切除器官ラスタライザを後方へと吹き飛ばす。

　だが雷で焼けた負傷はすぐに「無かったこと」にされ、完全蘇そ生せいした怪物が起き上がるや再び追いかけてくる。

「どういうことだ預言神たちよ！」

　身の毛もよだつその光景に。

　私は、奥歯を噛かみつぶしてそう漏らした。

「其方そなたらの加護をうけて私は大戦を戦いぬいた。この世界は争いなき人の世界になると、そう言っていたではないか……！」

　五種族大戦は終わった。

　四種族を墓所に封印し、地上はヒトの楽園となったはずだったのに。

　何だこの状況は？

　この『無座標界ゼロ』という奇妙な空間に迷いこみ──

　いま私は、ここで出会った混血種の少女リンネと一緒に走っている。そして後方には、私たちを追いかけてくる異形の怪物。

「ここにあるもの全てを其方らから何一つ聞いていない！　黙っていたのか……!?」

　大戦を終えた世界に生まれたものは平穏ではなく、人類がいまだかつて遭遇したことのない「未知」だった。

「シド、あそこ！」

　リンネが指さす先には光の亀裂があった。

　外の世界に繋つながる扉？　外に脱出できるかもしれない。だが、それこそが罠わなだった。私たちの心に一瞬の緩みが生じたその瞬間。

　リンネの頭上を、黒い影が覆いつくしたのはその時だった。

「──リンネ！　上だ！」

「え？」

　宙に生まれる黒い渦。

　そこから怪物の触手がリンネめがけて襲いかかってきた。リンネが反応する間もなく、全身を絡めとられて拘束される。

『運命特異体■■■を捕獲』

　少女の悲鳴が、こだました。

『無座標化ゼロコードを開始する』

　無数の黒渦が何百何千と顕現し、リンネの全身にまとわりついていく。

　そして消去。

　リンネの全身が、消しゴムで消すかのように削けずり取られていくではないか。

「あ……あ？……い、いや……いやぁぁぁぁっっ！」

　リンネが私に向かって手を伸ばした。

　救いを求めるように。だが、その手さえも黒渦に覆われて削り取られてしまう。少女の身体からだが消えていくのを目まの当たりにして。

「────────そこまでだっ！」

　衝動が、恐怖を凌りよう駕がした。

　……この何もかも理不尽みたいな世界で。

　……目の前にとんでもない怪物がいて……だから何だというのだ！

　私には世界座標の[image: ]コードホルダーがある。

　五種族大戦下で、あの強大な四英雄たちにも通じた剣がある。陽光色の剣を握りしめ、私は、リンネを捕らえた怪物めがけて振り下ろした。

「その娘を、離せ！」




『運命の改かい竄ざんは終了した。人間。お前の役目は既に終わっている』




「なっ!?」

　声は頭上から。

　見あげた虚空に、私は、切除器官ラスタライザをも超える怪物を見た。

『我、大だい始し祖そ』

　リンネと同じく天魔の翼を生やした巨大怪物。

　聖霊族のように光り輝き。

　悪魔族のように邪悪な瘴しよう気きをまとっている。

　腹部から下は蛇のようだが、そこには無数の『眼め』がついていて眼下の私を睨にらんでいるではないか。

『我が写し身を逃すわけにはいかない』

「お前はっ!?」

『知る必要はない』

　怪物の、天魔の翼が羽ばたいた。

　どす黒い瘴気と膨大な法力が渦巻く嵐に呑のみこまれ、私は、全身の骨が砕かれたような衝撃に襲われた。

　息さえできず、意識さえ消えて──

「シド、シド!?」

「……リン…………ネ……ッ」

　リンネが黒い渦に消し潰されていく。

　彼女の叫び声を最後に、私は、意識を失いながらこの空間から排斥された。
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〝……さようならシド〟

〝せめて安寧を甘受なさい。何もかもが壊れる未来を、あなたが見る必要はない〟
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　　　　１






　シュルツ連邦・東部──

　鉄てつ屑くずの町アギトは廃はい墟きよさながらに静まり返っていた。機き鋼こう種しゆの襲撃を受けて、すべての住民がシュルツ人類反旗軍レジストの拠点に避難済み。

　町に残ったのはわずか四人。

　カイと三人の少女たちだけが、町の機械工房で身体からだを休めている。

　その工房の休憩室で。

「……むにゃ……ふふ、カイみーつけたー」

「んー。カイあなた、夢魔サキユバスの私のことそんな気に入った？　いけない子ねぇ」

「……すやぁ……むぅ、カイ、そんな情熱的に見つめてくるのは……い、いかんぞ。主ぬしとワシとは異種族同士で…………」

　ささやくような少女たちの甘い寝言。それを口にする本人たちは実に幸せそうな表情で、ぐっすりと眠りこけている。

　七なな単ひとえの衣装を羽織ったエルフのレーレーンが真ん中。

　その左には愛らしい面立ちをした金髪の少女リンネがいて、その右には、背中に黒い翼のある夢魔姫サキユバスロードハインマリルが寝転んでいる。

　蛮神族レーレーン、混血種リンネ、悪魔族ハインマリル。

　人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちが見れば唖あ然ぜんとするに違いない。

　なにしろ人間の休憩室で、三つの敵対種族がこんなにも無警戒で寝ているのだから。

　──起きる気配はない。

　この鉱山に隠されていた五番目の墓所で、機き鋼こう種しゆマザー・Ｂとの死闘を終えたばかり。その傷が三人とも癒えていないのだ。

　……ギリギリの戦いだったもんな。

　……機鋼種の巣で危うく全滅するところだった。

　夢見る少女たちの傍かたわらで。

　カイは、床に置かれた機械人形オートマタを食い入るように見つめていた。

　強化プラスチックの外装は外してある。その内部に埋めこまれていたＩＣアイシーチップの点滅から目が離せない。

「それで、何だって……」

　カラカラに渇いた喉のどで、カイは絞りだすように口にした。

「いまアンタ何て言った……！」

　嘘うそだ。本当は聞き返す必要などない。

　この回路が発したものを、自分は一言一句違たがわずに復唱できる。




〝……預言者シド、そう呼ばれたこともあった〟

〝世界の運命を歪ゆがめた大罪人の名だ。覚えてほしいとは思わない〟




「預言者ってまさか……冗談だろ……」

　この世界にいるシドではない。

　預言者と呼ばれるシドは、カイの知るかぎり一人しかいないのだから。

「アンタなのか!?　正史の……たった一人で大戦を終わらせたアンタなのか！」

　返事はない。

　もともと一方的な録音だ。それにＩＣチップも劣化しすぎている。跪ひざまずいて機械人形オートマタに耳を近づけても、ジジッという雑音ノイズが聞こえてくるだけ。

　……コイツは、この山の中にあった白の墓所で見つけたものだ。

　……六番目の機鋼種が塒ねぐらにしてた墓所の、最深部で。

　預言者シドは正史の人物だ。

　この別史の世界にいるサキやアシュラン、ジャンヌは彼のことを覚えていない。なのに、なぜ預言者シドの肉声だけが残っている？

「……もしかして。この機械人形オートマタが墓所に隠されたから、なのか……？」

　世界輪りん廻ねにおける唯一の例外だ。

　理由はわからないが、種族を封印する「墓所」だけはこの別史の世界にも残っている。

「シドの世界座標の[image: ]コードホルダーも悪魔の墓所に残ってた。それと同じ理由で？」

　悪魔の墓所に、シドの剣が残っていたように。

　白の墓所に置き捨てられていたこの機械人形オートマタは、世界輪廻によっても消滅しなかった。だからＩＣチップも無事だったのだ。




〝ここはヒトの墓所〟

〝大始祖が隠していた五番目の封印領域だ〟




　ぞっ、と寒気が戻ってくる。

　聞き逃してはならない。本物の預言者シドはいったい何を言い残そうとしていたのか。

「おい動け！　まだあるんだろ、頼む、動いてくれ……！」

　仰あお向むけの機械人形オートマタを抱き起こす。

　リンネたちを起こさないようギリギリに抑えた声で、壊れた機械に訴えかけた。

　あと少しだけ動いてくれ。

　預言者シドが、何かを伝えようとしてきているのだから。

「そもそも五番目の墓所だなんて……そんなのが正史にあったのか!?」

　疑いもしなかった。

　四連邦に一つずつある四つの墓所。その噛かみあわせが良すぎて、五番目の存在なんて考えたこともなかった。

『ご──────しゅ──────』

　激しい雑音ノイズに混じって、微かすかな声が聞こえたのはその時だ。

　嗄しわがれた老人の声が。

『……大戦を終えた私は、世界各地での人間文明の復興を目にしてきた。だが……』

　歯切れのいい口調ではない。

　後悔と自責の念にまみれた険しい口ぶりだった。

『ある日を境に、私は得体の知れない怪物たちに襲われはじめた。後に、切除器官ラスタライザという総称がついていたことを知るが』

「切除器官ラスタライザだって!?」

『私には何が何だかわからなかった。今まで見たこともなかった怪物が、突如として私を狙って襲いかかってきたのだ』

「────」

『私は、奴やつらとの戦いで奇妙な空間に紛まぎれこんだ。奴らが無座標界ゼロと呼ぶその空間で、私は切除器官ラスタライザ以上に不可思議なものを見つけた。正確には少女だが……』

「少女？」

　切除器官ラスタライザのいる異空間。

　そこで見つけた不可思議な少女であるもの。その特徴は、カイの後ろに寝ている金髪の少女に酷似している。

『私が見つけたのは、五種族大戦で戦ったすべての因子をもった少女だった』

「リンネか!?　だけど、リンネはシドと出会ったことがあったのか……？」

　預言者シドについて。

　リンネ本人はこう言っていた。人間の英雄が現れたのは知っているが会ったことはない、知っているのは存在だけだと。

「……二人の記憶に食い違いが？」

『やがて、切除器官ラスタライザから狙われる理由に見当がついてきた。奴らは私を「運命の改かい竄ざん者」と憎んでいた。そしてリンネと名付けた少女が五種族すべての因子を持っていたこと──こと──そ────考え──────────────────」

　雑音ノイズが激しくなる。

　あたかも底知れぬ「何者か」の妨害であるかのように。シドの録音を聞かせまいとする怨念のように、だ。

「っ!?　こんな時に、あと少しなんだ、頼む……！」

　そして。




『五種族が争わずにすむ未来が本当はあったのではないか？』

『五種族の混血である彼女リンネは、そんな未来をしめす象徴なのではないか？』




　ＩＣチップからの声に、カイは言葉を失った。

　息さえできずに、瞬まばたきも忘れて。

『私は預言神の導きのまま戦って四種族を封印した。だとしたら「人間の勝利した結果」が、リンネが生まれる未来を壊してしまうことになる』

「…………」

『切除器官ラスタライザの面影は、どこかリンネに似ているように見えた……あれは本来ならリンネと同じ種族だったものが、私が未来を壊してしまったせいで歪ゆがんだしまったものなのでは？　そう考えるようになった』

　五種族の共存する未来の象徴が、リンネ。

　だがその未来は、預言者シドによる「ヒトだけが勝利した正史」によって消え去った。結果、リンネの同種族たちは誕生前から変貌していった。

　その成れの果てが、切除器官ラスタライザ。

「……そんな……いや、じゃあ待ってくれ」

　自分が暮らしてきた正史は？

　預言者シドによる「人間の勝利した世界」は、それさえも誤りだと？

　そう聞こえてしまうではないか。

　……別史の世界は不自然だらけで、だから俺もリンネも正史に戻りたいって思ってた。

　……その正史さえ、本当の歴史じゃないっていうのか!?

「シド！」

　機械人形オートマタの肩を全力で握りつかんだ。

　目の前にあるのは機械だ。あの人間の英雄と呼ばれた男ではない。そうわかっていても、カイはその衝動を止められなかった。

「俺は、アンタのことをずっと追いかけてきた……」

　唇くちびるを噛かみしめる。

「悪魔の墓所で、アンタの剣に命を助けられてからずっとだ。アンタが命をかけて戦って、その結果の人間の勝利を誇りに思ってた……」

　脳裏にうかびあがるのは、正史でのジャンヌとの他た愛あいもないやりとりだ。




〝カイは、墓所を見張るのが俺の義務だっていつも言ってるもんね〟

〝もう何年も前よね。カイがいきなり『シドの剣を見た』って言いだしたの。まだ私たちが十歳くらいの頃からかしら〟




　信じていた。あの生き方が正しいことなのだ、と。

　それが偽りだったというのか

『私は、私が戦った結果の世界が間違っているとは思わない。多くの人間の命が救われた。人間が、人間の平和を受け入れて何が悪い。そう思っている』

「……俺のいた正史は間違ってないと？」

『間違ってはいない。だが理想と言えるかはわからない』

「っ！」

　ゾクッと、刃やいばで胸を刺されたような痛みが走った。

　そう。そうなのだ。

　人間だけの平和を甘受してきた正史のカイが、この別史で四種族と出会って薄々と感じてきた違和感。

　それがシドの言葉に集約されていた。

「……ああ……わかるよ」

　唇くちびるを噛かみしめる。

　正史の人類庇ひ護ご庁で、自分は、五種族が血で血を争う大戦を続けてきたと学んだ。

　それは一つの事実だろう。

　だが。

　出会い方や接し方の一つで、運命は分岐したかもしれないとも思う。

「だってそうさ。アンタには見えないだろうけど、俺の後ろにはリンネと一緒に蛮神族と悪魔族が仲良く寝てるんだよ……」

　愛らしく寝息を立てて寝入る三人の他種族たち。

　リンネも。レーレーンも。ハインマリルも。

　この安らかな寝顔を見て。

　彼女たちが敵だと誰が思えるだろう。

『これは私の懺ざん悔げでしかない。四種族を封印した男が、あのリンネという少女に出会ったことで生じた罪悪感を吐きだしただけ。価値あるものではない。……だが一つだけ。後の世に伝えることがある』

　そして。

『預言神は信じるな』

「──なっ!?」

『私はリンネを助けようとした。それを妨害したのは大だい始し祖そという怪物だった』

「大始祖……やっぱりアンタは大始祖を知ってたのか！」

　ラースイーエの語る言葉は真実だった。

　あの獣人は言っていた。五種族大戦は自然に生まれたものではなく、大始祖という歴史の支配者に扇動されたのだと。

『大始祖が、預言神の一体である可能性がある。預言神は知っていたのだ。リンネという少女を。そして彼女が解放されるのを妨害してきた』

「あの預言神が、リンネの救出を妨害した？」

　状況をよく思いだせ。

　シドはリンネを知っていた。かつて彼女を助けようとしたという。

　一方のリンネ自身が彼シドを覚えていないという矛盾も、何者かの妨害があったというなら辻つじ褄つまが合う。

　……おそらくシドが正しいんだ。シドはリンネと出会ってた。

　……リンネを救出しようとするのを大だい始し祖そに妨害された。だとすれば！

　リンネは『シド』を忘れてしまったのだ。

　いや、忘れさせられたのだろう。

　だからカイが再び助けだすまで、あの空間に囚とらわれたままだった。

『くり返す。私の築いたこの時代が間違っているとは言わない。だが預言神は信じるな。あれは偽りの神々だ』

　カイが真っ先に思いつくのが祈いのり子ごアスラソラカ。

　青の聖堂で、石像として佇たたずんでいる穏やかな女神だ。あの預言神が、五種族大戦を企てた元凶だと？

『────────』

「お、おい!?　まさか壊れ────」

　沈黙したＩＣチップに触れようと手を伸ばす。

　その矢先に。

　聞き慣れた男女の声が、建物の外から響いてきた。

「カイどこだ！」

「ちょっとカイ、いるなら返事なさいよ！　リンネもレーレーンも、ええとあの悪魔も、どっかの建物に入ってるなら出てきてってば！」

「っ!?　サキ、それにアシュラン！」

　人類反旗軍レジストの兵士二人だ。

　正史ではカイの親しい友人でもある仲だった。

「むぅ……うるさいのぉ」

「なーにぃ？　もう朝？　わたしまだ眠いよぅ……」

「あらら。ちょうど夢のいいところだったのに。誰が私の邪魔をしてくれたのかしら？」

　寝転んでいた三人の少女たちも、寝ぼけた表情で起き上がる。

　まだ眠そうに瞼まぶたをこするリンネが近づいてきて。

「あれ？　カイもう起きてたの？」

「……ああ。俺は見張りだっただろ。途中で交代したかったけど誰も起きてこなかったし」

　逆をいえば。

　三人が熟睡してくれていたからこそ、機械人形オートマタを調べる時間が十分にできたのだが。

　……どうすればいい。

　……いまのシドの録音、俺はどこまで話せばいいんだ。

　リンネという混血種がいつどこで生まれたのか。その起源を誰も知らない。

　カイも、他ならぬリンネ自身もだ。

　対してシドは、切除器官ラスタライザの姿と言動からリンネの秘密を推察していた。

　五種族の争わない未来があった。

　リンネはその可能性を象徴する子ではないか？　と。

　……でも、それはシドの推察だ。何もハッキリした根拠はない。

　……こんな大勢の前じゃ話せやしない。

　当のリンネは、まだ寝ぼけた顔つきで足下の機械人形オートマタを見下ろして。

「ねえカイ、この機械はどうだったの？」

「損傷が大きくて簡単には直せそうになかったよ。このＩＣチップを復元するのも時間がかかると思う────サキ、アシュラン」

　工房の外へ声をかける。

　広場へ向かおうとしていた二人が、カイの声に気づいてふり向いた。

「お？　カイそっちか！」

「よかった。アタシら心配したんだからね！　機き鋼こう種しゆの親玉みたいなのに襲われて、それでみんな負傷したって聞いて気が気でなかったのよ！」

「ああ、かろうじて無事だったよ」

　サキとアシュランは、町の住民を輸送してシュルツ人類反旗軍レジストに預ける役だ。

　それを終えて大急ぎで引き返してくれたのだろう。

「ところで早速二人に手伝ってほしいことがあるんだ。古い機械人形オートマタを車に載せたいんだけど、かなり重量があって」

「あん？　機械人形オートマタってか？」

「大事な機械なんだ。俺一人じゃ大変だから慎重に運びたくて」

「しょうがねぇな。さっさと積んでさっさと戻るぞ。お前も手伝えよサキ」

　後ろ頭をかきながら、アシュラン。

「こんな場所さっさと撤退だ。警備のない無人の町なんざ、いつ幻獣族がやってくるかわからねぇからな」
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　鉱山を駆け下りていく偵察戦闘車ガントラツク。

　運搬車トラツクに装甲を施して、機関砲を搭載した物々しい車両である。つい先まで、この荷室トランクには避難した住民が乗っていた。

「だーかーらーっ！　めちゃくちゃ焦あせったのよ。シュルツ人類反旗軍レジストの中継車と合流して、住民を乗りかえさせてたんだけど、そうしてる間に地平線に幻獣族っぽい黒い影が見えたのよ！　それが土煙をあげて近づいてきて！」

「無事だったか……？」

「大慌てよ！　アタシもアシュランも、何十人っていう町の人たちなんかあまりの怖さに泣きだしちゃって……ああ、間一髪で大丈夫だったわよ」

「それは何よりで」

　まくしたてるサキは、後部座席。

　サキの隣にはリンネとレーレーンとハインマリルがいるのだが、彼女たちは今も座席で熟睡中だ。

「おいサキ。カイの邪魔すんなって。ただでさえリンネちゃんたちが寝ちまって見張りが少ねぇんだから」

　運転席でハンドルを握るのはアシュランだ。

　窓ガラスの向こうに広がる草原を、険しいまなざしで見つめながら。

「この帰り道に襲われたら洒落しやれになんねぇぞ。機き鋼こう種しゆとかいう奴やつらだって、全部が全部、破壊できたってわけじゃねぇんだろ。カイ？」

「ああ。機能停止になってるだけだと思う」

　明確に破壊できたのはマザー・Ｂ一体。

　あとはすべて機能停止になっているのを見届けて、カイたちは白の墓所から脱出した。脱出するのが精一杯だったからだ。

「俺たちも脱出が限界だったんだ。後ろの三人を見てのとおりさ。あの場に留とどまってて、まだ動ける機鋼種がいたら全滅しかなかった」

「そりゃそうだわな」

　アシュランが溜ため息いき。

　会話はそれきり。偵察戦闘車ガントラツクが進むなか、カイとサキが地平線を見張り続ける作業が一時間ほど続いた頃──

　アシュランの通信機が、突然に鳴りだした。

「おっと？　シュルツ人類反旗軍レジストの本部かもな。手が離せないんでカイ頼む」

「ああ。──こちらウルザ人類反旗軍レジスト」

『私だ』

　力強い嗄声ハスキーボイスが、車内にこだました。

　指揮官ジャンヌの護衛を務める幹部の花琳フアリンだろう。その声を耳にしたサキとアシュランがぐっと表情を引き締めて。

「げ、花琳さまっ!?　カイ、アタシ外の見張りで忙しいから！」

「おいカイ。任せた！　俺も運転で忙しいから！」

『……叱るために連絡したわけではないが』

　花琳の溜息。

『まあいい。お前か、カイ』

「……ええ。二人が忙しいということなので」

『鉄屑の町アギトの住民は無事に避難できたと、シュルツ人類反旗軍レジストの本部から今しがた連絡があった。その件についてはご苦労だった』

「どうも。そちらの状況もサキから聞いてます」

　自カ分イたちは、本隊から切り離された別働隊だ。

　ジャンヌ率いるウルザ人類反旗軍レジストは、獅し子し王おうバルムンク率いるユールン人類反旗軍レジストと連合軍を結成して西へ向かっている。

　目的は、傭よう兵へい王おうアーカインとの合流だ。

　……傭兵王は、幻獣族の塒ねぐらを目指してる。

　……完全な単独行動でだ。

　幻獣族と戦うにあたって、傭兵王アーカインの部隊は貴重な戦力になる。

　ここで人類の戦力が分散してはいけない。そう言ったのは獅子王バルムンクで、カイもそこに異論はない。

　だが。

　……どうしても引っかかるんだ。この世界のシド。

　……俺は、あの男と心の底から共闘できるのか？

　シドは人間の英雄──

　五種族大戦を、人間の勝利に導かんとする者。それは正史と別史の共通点だろう。




〝この世界、人間以外すべての種族を根絶する〟




　カイの前で、あの男はそう宣言した。

　それは世界中の人類反旗軍レジストにとっての悲願である。実際に、正史はそうして作られたに違いない。

　だが。

　その戦いを終えた正史のシドが苦悩したことを、自カ分イは知ってしまった。




〝五種族の争わない未来が本当はあったのではないか？〟




　……預言者シドは悩んでたんだ。

　……預言神の導く未来のままに大戦を終えたことを……！

　だからこそ選びきれない。

　この世界のシドと手を組んで、正史と同じように大戦の終結を目指すのか。

　預言者シドの伝言をあらためて考え直すのか。

『傭兵王アーカインとは依然として合流できていない』

　カイの思考を断つように発せられた、嗄声ハスキーボイス。

「俺がサキから聞いたのは、彼が集合場所のキャンプ地にいなかったことまでです」

『その続きを告げるために連絡した……ジャンヌ様？』

　声が途切れた。

　わずかな物音を隔てて、聞こえてきたのは凜り々りしい指揮官の声だった。

『カイ、私だ。連絡が遅くなってすまない』

　花琳フアリンからジャンヌへ。

『まずこれだけは伝えておく。アーカイン殿の追跡は中止になった』

「？　何か不測のことがあったのか？」

『彼が向かったのは[image: ]皇ラースイーエのいる火山湖クレーターレイクだ。そこまでは判明したが、おそらくその山でとてつもない戦闘が起きる。危険すぎて我々は撤退せざるを得なくなった』

　ジャンヌの苦い口ぶり。

　その意味に、カイにも心当たりが一つだけあった。

「ジャンヌ、まさか冥帝ヴアネツサか？」

『っ！　知っていたのか？』

「俺もついさっきだ。アイツが生きてるっていうのを聞かされた」

『……夢魔姫サキユバスロードから？』

「ああ。でもハインマリルは寝てて話せない。寝てるっていうか、意識を保てないくらい負傷してる」

『……そうか。アイツめ、私たちにも隠していたな』

　ジャンヌの溜ため息いき。

『繰り返すが、私たちのいる死火山で三みつ巴どもえの戦いが起きるはずだ。無理を承知で頼むが、カイ、私たちに合流することはできるか』

「俺たちが？」

『そうだ。危険ではあるが、[image: ]皇ラースイーエを倒すのならこれ以上ない好機だと思う』

　三つ巴の戦いとは、三英雄のことだろう。

　[image: ]が皇おうラースイーエを狙って、冥めい帝ていヴァネッサと霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コが向かっている。

　……そこに俺たちも駆けつける。リンネや夢魔姫ハインマリルも。

　……ジャンヌなりの討伐の筋書きシナリオか。

　たしかに勝機がある。

　二体の英雄がこの地にいるのなら、そこに戦力を集中することで[image: ]皇ラースイーエを倒すことも可能かもしれない。

『我々は、私たちは死火山の麓ふもとで待機する』

「あ……ま、待ってくださいジャンヌ様、こっちの車がもちませんってば！」

　運転席から叫んだのはアシュランだ。

「シュルツ人類反旗軍レジストの本部に戻るだけで限界です。電池を交換しないで走り続けたら、間違いなく草原のど真ん中で遭難だ。タイヤの交換だって必要ですから！」

『……そうだったな。いや、賢明な判断だアシュラン上級兵』

「このまま行けば、俺らがシュルツ人類反旗軍レジストの本部につくのは夕方です。そっから車をもろもろ点検するとなると……」

『無理は強いない。貴官らの安全を最優先で進めてくれ』

　指揮官ジャンヌの口調には淀よどみがない。

『では──』

　通信が切れる。

　その寸前に、独り言のようなジャンヌの呟つぶやきが伝わってきた。

『この機を逃せない。我々の全力でラースイーエを撃破しなければ』
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　火山湖クレーターレイク。

　かつて標高二千メートルもの火山が噴火を起こし、その炎は三日三晩燃え続けた。

　大いなる神の怒り──

　古いにしえの人間は、吠ほえたける火山を見上げ、そう恐怖した。

　噴火後。やがて火山のまわりには雄大な原生林が育まれ、幻獣族の新たな塒ねぐらとなった。

　そんな「神の山」の頂上。

　真まっ青さおな火山湖クレーターレイクを眼下に望む地で。

「ははっ」

　ゆらゆらと尻尾しつぽを揺るがせて、紅ぐ蓮れんの獣人が愉快げに肩をふるわせた。

　──[image: ]が皇おうラースイーエ。

　幻獣族を率いるこの英雄は、炎の化身として知られる赤獅子マンテイコアである。

「やっぱり上う手まくいかないものだねぇ。あの憎きシドが語った予言、つなぎ合わせようにも最後の欠片かけらがないと埋まりそうもない」

　正史の五種族大戦後のこと。

　預言者シドは四つの墓所へと出向き、自らが封印したはずの四体の英雄それぞれに懺ざん悔げめいた予言を残した。

　四つに分割した予言を、四種族の英雄に一つずつ託したのだ。

　ここまでは疑いない。

　厄介なのは、今ここに英雄は三体しかいないということ。

『お前のせい』

　声を発したのは、透きとおった青い肉体が特徴の粘状生物スライムだ。

　聖霊族の英雄──霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

『背中に憑ついた切除器官ラスタライザで、主しゆ天てんアルフレイヤを消滅させたのはお前』

「我が？　それは誤解だよ六元鏡光」

　紅ぐ蓮れんの獣人が声を上げて笑い飛ばす。

「切除器官ラスタライザに命令なんて誰もできやしない。我が命じたのも天使の長アルフレイヤを見張るよう告げただけ。襲いかかれだなんて一言も。なあ冥帝ヴアネツサ？」

「────」

　夢魔サキユバスが、ピクッと片かた眉まゆをつり上げた。

「お前ならわかるはずだよ。切除器官ラスタライザに狙われて消えかけたお前なら。アレは英雄たちを監視して、隙あらば襲いかかる怪物だ。誰の制御も受けやしない」

「どうでもいい」

　夢魔サキユバスの冷笑。

　こぼれ落ちそうなほど豊満な胸を押し上げるように腕組みして、悪魔の英雄が艶あでやかな唇くちびるをかすかに動かした。

「消えた主天アルフレイヤを今さらどうこう言っても無駄であろう」

「へえ？　悪魔っていうのは冷めてるねぇ」

「余よが？　ははっ、そうだな。あまり辛抱強くはないが好奇心には自信がある。あと一つならばゆるりと解き明かせばいい」

　わずか数分前のこと。

　三体の英雄たちは、シドに語られた予言の欠片かけらを明かしあった。




〝シドは、鏡光に『起きる』と言った〟

〝シドは、余に『来る』と言った〟

〝シドは、我に『いる』と言った〟




　世界輪りん廻ねが『起きる』という警鐘。

　──その予言を語られた六元鏡光は、世界輪廻のなか記憶を保つことができた。

　切除器官ラスタライザが『来る』という未来。

　──その予言を語られた冥帝ヴアネツサは、対抗手段として世界座標の[image: ]コードホルダーを託された。

　大だい始し祖そが『いる』という真実。

　──その予言を語られた[image: ]皇ラースイーエは、五種族大戦の元凶を追い求めている。

　あと一つ。

　シドが主天アルフレイヤに語った予言だけがわからない。

「最後の予言を推測する時間はいくらでもある」

　冥めい帝ていヴァネッサの指先が、獣人に向けられた。

「お前を消し飛ばした後にな」

「ははっ、そういうことだね。三つが揃そろっている。あと一つの予言を推測するのは不可能じゃない。もっともこの場に残るのは貴様じゃないよ冥帝ヴアネツサ？」

　獣人の眼めに灯ともる、不敵な輝き。

　もしも人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちがこの場にいたら、息も詰まる禍まが々まがしい気にあてられて忽たちまち卒倒していただろう。

『鏡キヨウ光コも異存ない』

　そして対照的に──

　冬の凍いてついた湖畔のごとく。霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡光もまた無気配の圧を滲にじませて。




　三体の英雄は、激突した。





[image: ]




　炎の花が、咲いた。

　神なる山の山さん嶺れいに真まっ赤かな花が咲き乱れ、空をも焦がす無数の火ひの粉こが噴き上がる。

　──始まった。

　三体の英雄の激突。

　噴き上がる炎が冥帝ヴァネッサの法術か、赤獅子マンテイコアたるラースイーエの闘気か、あるいは六元鏡光の力かはわからない。

　いずれであっても凄すさまじく、そして神々しい。

　太古の噴火のごとく。世界中の人類反旗軍レジストの火器を結集したとしても、ああも猛たけ々だけしい炎の気流を生みだすことはできないだろう。

　しかし山頂のはるか下──

　無数の火の粉が降りそそぐ中腹で、「二人のシド」はそうした炎に一切臆することなく、互いに互いを睨にらみつけていた。

「嗅ぎつけてきたかテレジア」

　傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラル。

　彫りの深い顔立ちに、鋭い眉び目もく。発する声には王のごとき威厳がにじみ、他者を屈服させるに十分な凄すごみがある。

　その男が睨にらみつける先には、可か憐れんな少女が冷ややかな表情で佇たたずんでいた。

「嗅ぎつける？　そんな獣けもののような表現は嬉うれしくないわね。私は、預言神の言葉に応じて歩いてきただけ」

「テレジアよ、英雄三体やつらは俺が粛正する。俺と光こう帝ていイフでな」

「私に命令する気？　アーカイン、まだ勘違いしているのね」

　応じたのは黒のローブを羽織った少女だ。

　テレジア・シド・フェイク。

　愛らしい面影と少女らしい華きや奢しやな可憐さとは対照的に、預言神から与えられた神秘の力ゆえ『人間兵器』という異名で知られている。

「この世界のシドは私なの。私と運命竜ミスカルシェロが新たなヒトの時代を作る。そう、私が必要とされているのよ」

「運命竜ミスカルシエロから与えられただけの聖痕ちからでか？」

「挑発のつもり？　なら、もう少し気のきいた言葉を使うことを勧めるわ」

　険悪を通りこして敵対的。

　互いのまなざしも口ぶりも、そして全身に湛たたえた圧力も、すべてが両者の関係を物語っている。

　──この世界にシドは一人。

　二人は要いらない。どちらかが退ひく以外にないのだ、と。




『この時代のシドたちよ、機を焦あせる必要はない』

『そなたらの勝利は近い。ヒトの時代が幕を開けるだろう』




　浮かびあがる巨大な二つの気配。

　傭兵王アーカインの背後には、あたかも後光のごとく輝く老人の胸像が。

　人間兵器テレジアの足下からは、巨大な竜の影がみるみる膨れあがっていく。

　どちらも半透明。

　聖霊族の幽霊ゴーストのように具現化が不完全であり、その姿は透けて見える。

『アーカイン、そしてテレジアよ。そなたらに共存があり得ぬように、山さん嶺れいの英雄たちも共存はあり得ない。奴やつらは潰しあう』

『左さ様よう。そして力尽きるのを待てばいい。明け方には終わるだろう』

　時を待つ。

　夜明けとともに山さん嶺れいへ向かい、最後に残った英雄一体を仕留めればいい。それでヒトの時代が幕を開ける。

　正史の五種族大戦と同じ運命のとおりに──





[image: ]
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　連邦の南──

　シュルツ人類反旗軍レジストの拠点「クーレンマデル電波塔」。高さ五メートルにおよぶ重厚な壁に囲まれた敷地が見えてきた。

　草原を走り続けて四時間。

　運転席のアシュランは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいですっかり顔が土気色だ。

「もう無理だって！　さすがの俺も限界だ……早く降りてシャワーでも浴びたいし、水も飲みたい。っていうか仮眠とらないと倒れるぞ俺は！」

「なんじゃ情けないの」

　その運転席に、レーレーンが後ろから顔を覗のぞかせた。

　ぐっすり身体からだを休めたおかげで、このエルフはすっかり元気になったらしい。

「主ぬしはそのハンドルとやらを握ってるだけではないか。運転とやらの何が疲れるのかワシにはさっぱりわからん」

「そうねぇ。ずっと座ってるだけに見えるわ」

「わたしもそう思う。アシュランなんで疲れてるの？」

　次々と顔を覗のぞかせる他種族の少女たち。

　夢魔姫ハインマリルとリンネもちょうど起きてきて、どちらも顔色に生気が戻っている。むしろ、元気すぎるかもしれない程だ。

「アシュランよ、ワシが運転してやっても良いぞ」

「……それは俺の命が惜しいから却下だ。もう着くし、レーレーンちゃんたちは大人しくしててくれ」

　人類反旗軍レジストの敷地内へ。

　レーレーンたちが寝入った時には深い群ぐん青じよう色いろだった空も、いまは太陽が緑の大海原へと沈みかけ、強い茜あかね色いろが電波塔を染めている。

「よし。あとは整備場に偵察戦闘車ガントラツクを停めればおしまいだぜ」

「む？　もう着いたか。やはりすぐではないか」

「あっという間ねぇ。これくらいで弱音を上げるなんて、だから人間はダメなのよ」

「わたしも運転できそう」

「……三人揃そろってそう言うけどよ。この運転ってのも体力使うんだぜ。なにせいつ幻獣族が出やしないかハラハラで、俺はもうクタクタで──」

「ワシは元気じゃぞ」

「私も体調万全よ」

「わたしもー」

「全員さっきまで寝てたじゃねえか!?　そりゃ元気だろうよ!?」

　アシュランの悲鳴が爆発した。

「おいサキ、お前も何か言ってくれ！」

「……無理。アタシも疲れた」

「じゃあカイ！」

「アシュラン、整備場の入り口を通りすぎたけど」

「それを早く言え!?」

　急停車。

　危うく人類特区ヒユーマンシテイの民家に突っこみかけた車の運転席で、アシュランは大きく溜ため息いきをついたのだった。

「……よし休憩。そんでもって夜に再出発な。ジャンヌ様んとこの部隊と合流するぞ」
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　クーレンマデル電波塔、敷地内──

　人類特区ヒユーマンシテイゲンガ＝イ。

　電波塔二基を残し、それ以外をすべて民家に作りかえた居住区だ。

　幻獣族を迎撃するため高さ五メートルのコンクリート壁が用意され、壁に付けられた窓には機関砲がずらりと並んでいる。

「ふぅん？　人間の街にしてもウルザ連邦とは違うのねぇ。こっちの方が武装が派手だし、攻めこんだら楽しそう」

「暴あばれるなよ」

「はいはい。また今度にしてあげる」

　翼を隠したハインマリルが、人類特区ヒユーマンシテイの街中を堂々と歩いていく。

　見覚えのない少女。それも絶世の美少女に化けた夢魔姫サキユバスロードに微笑ほほえみかけられて、街の男たちが次々とふり返るのはまるで劇の一幕のようだ。

「あぁ正体をバラしたい。私が悪魔だって知ったら人間たち驚くわよねぇ。ねえ蛮神族エルフ？」

「言っとくがワシは知らんぷりするからの」

「わたしも」

　ハインマリルの両隣を歩くのがリンネとレーレーン。

　二人が目を光らせているので夢魔姫サキユバスロードも自由には動けない。ただし、それでもこの悪魔は人間の都に興味津しん々しんらしい。

「あら、向こうのはカノン砲かしら。ウルザの拠点でも見たことあるわ。ふぅん。空に向けられてるってことは空からの奇襲警戒ね。疾竜ワイバーンを警戒してかしら」

「好奇心旺盛だな」

「こういうのを後学のためって言うんでしょ？　この連く邦には大きいし、幻獣族を潰したら悪魔族わたしたちにも分け前はもらえるでしょうしねぇ」

　幻獣族を排除すればシュルツ連邦は広大な空き地となる。

　早くもその未来を妄想しているのは、何とも悪魔らしい欲望に正直な考え方だ。

「のう夢魔サキユバス」

「あら何かしら。お前から私に話しかけてくるなんて珍しい」

　ハインマリルがふり向いた。

　右隣を歩くレーレーンの顔からつま先までを、眺め回して。

「で、何かしら」

「主ぬしは気にならんのか？　その火山湖クレーターレイクとやらで悪魔の首魁ヴアネツサがラースイーエと戦になるかもしれんのじゃぞ。既に始まっとるかもしれん」

「ええ。ついでに聖霊族の六リク元ゲン鏡キヨウ光コもかしら。さぞ派手な激突でしょう」

「なぜそうも余裕がある？」

　カイがジャンヌとの合流を急ぐ以上に──

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルは冥帝ヴアネツサのもとに駆けつけて、そして幻獣族と戦わねばならない立場にあるはずなのに。

　……そうなんだ。俺も気になってた。

　……考えることは一緒だな。

　レーレーンが聞かなければカイが尋ねていただろう。

「はー……やっぱり蛮神族っておバカさん」

「なんじゃと!?」

「急いでも意味がないの。わかる？　今からヴァネッサお姉様が始めるのは戦いじゃなくて『削けずりあい』。奴アイツの体力を削るだけ削って、手札を片っ端から暴あばいていって、奥の手を引きずりだす。私たちが合流するのはその後よ」

「……む」

「そうねぇ、今夜一晩はかかるかしら。だからそれより先に着いても無駄だし、私たちが焦あせっても意味ないの」

　夢魔姫サキユバスロードが足を止めた。

　紅くれないに染まった空に向かって腕を伸ばして、柔軟体操のように身体からだを曲げる。

「だから今晩はゆっくりしたいわ。あの機き鋼こう種しゆとかいう奴やつのせいで珍しくケガしたし。私、自分の血が肌にくっついてるの不快なの。ねえカイ、水浴び場はないの？」

「一晩くらい我慢しろ」

「あ、そういう態度？　なんなら私、この場で水浴びしてもいいのよ？　いいの？　私がここで脱いだら街の人間ぜんぶ洗脳同然にしちゃうけど。なら早速──」

「って本当に脱ぐな!?　おい待て！」

　ハインマリルの手を全力でカイは押しとどめた。

　ウルザ人類反旗軍レジストの服を着せているのだが、その胸元のボタンを嬉き々きとして街中で外し始めたからだ。

　まさに夢魔サキユバスらしい。

　ここで止めたらむしろ逆効果で、さらに過激なことをし始めかねない。

「……わかった。俺の負けだ。人類反旗軍レジストの宿舎に浴場があるからそれを使え」

「あ、はいはい！　カイ！　わたしも行きたいな！」

　リンネが勢いよく手を上げる。

　その横ではレーレーンも同じようにうんうんと頷うなずいて。

「ワシもじゃ。エルフの巫み女こたるもの常に身体を清めておかねば」
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「俺としては不安しかないんだけどな……」

　悪魔族と蛮神族と混血種。

　いずれも人間ではない種族が人類反旗軍レジストの大浴場を使うのは、カイとしては不安極まりないのだが。

「念を押しておくぞ。頼むから正体は隠してくれ。浴場で大勢の傭よう兵へいに見られたら俺でも擁護のしようがない」

「そうじゃぞリンネ。主ぬしの翼が見られたら大おお事ごとじゃ」

「わたしじゃないよ。翼は悪魔もあるもん」

「はっ。私よりそこのエルフよ。長い耳を見られないといいわねぇ」

「……全員に言ってるんだよ」

　頭痛がしてきた。

　これは疲労か、それとも口くち喧げん嘩かし始めた三人のせいなのか。自分でもわからないまま、カイは大きく溜ため息いきをついたのだった。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]






　シュルツ人類反旗軍レジスト、宿舎。

　そびえたつ電波塔の放送基地であったものの一つを改築。西シユルツの傭兵たち、そして今は北ウルザと南ユールンの連合軍が寝泊まりしている。

　その一階──

　脱衣場の奥の浴室は、ふわりと白い湯気に包まれていた。

　もともとは野外浴場用の設備だ。青いビニールを金属骨で留めて四角い浴槽を作って、そこに水を張ってボイラーで湯を沸かす。

　あまりに質素な浴室ではあるが、そもそも水も電気も貴重な人類特区ヒユーマンシテイでは、傭よう兵へいたちの数少ない贅ぜい沢たくといえるだろう。

「いやーもう最高ねっ。生き返るわー」

　反射する自分の声を聞きながら、サキは浴槽のなかで両手両足をだらんと伸ばしていた。

　二十人以上が入れるお風呂をひとり占め。なんて居心地がいいのだろう。

　いまは夕刻になったばかり──

　鉄てつ錆さびの町アギトから帰還し、この後もすぐに再出発を控えているということで一人だけ早めの入浴を許された。

「あぁ……あと四時間後にはまた出発しなくちゃいけないし、仮眠も取っておきたいけど、やっぱりお風呂だけは外せないわ」

　サキとて年頃の少女である。

　汗をかけば気になるし、土つち埃ぼこりで顔が真っ黒になれば洗い落としたい。それがサキなりの、精神メンタルを一定に保つコツなのだ。

「あぁ……お風呂で一人っていいわぁ。たいていお風呂は花琳フアリン様と一緒だから気を使うし、アレコレ比べなくて済むしぃ」

　男の傭兵たちは知らないだろう。

　ジャンヌの護衛である花琳はいかにも戦士然とした風貌だが、あれで相当な「着痩せ派」なのだ。服を脱いだ姿を初めて見た時、サキが自分の目を疑ったほどである。

　ちなみにサキは「見たまま派」。

　どうにも女性らしい部分の成長が遅いらしい。

「ふ、ふふ……でもいいの。今はお風呂独り占めだもん。今だけはアタシが一番──」

「あらぁ？　何が一番なのかしらねぇ」

「いやぁぁぁ──────────っっ!?」

　浴室に響いた「敵」の声に、サキは心の底から悲鳴を上げていた。

　ぴちゃ、と。

　濡ぬれた床を「誰か」が歩いてくる。

　湯煙の向こうに──

　一糸まとわぬ夢魔姫サキユバスロードハインマリル。

　豊満な己の裸身を見せびらかすようにゆっくりと、浴槽に浸つかるサキを見下ろしながら近づいてくるではないか。

「や、やめてこないで！　アタシ、あなたとだけは一緒のお風呂に入りたくないの。いろんな意味で！」

「そう言わないでよサキちゃん？　私とあなたの仲じゃない」

　羨ましいほどに豊かな胸の膨らみ。それに華きや奢しやなお臍へそまわりからぐっと突きでたお尻のなんと艶なまめかしいことだろう。

　湯気の奥から透ける体型シルエツトだけで、サキがごくんと息を呑のむ美しさだ。

「あらら、サキちゃんってば可愛かわいい。何を怖がっているのかしらねぇ」

「こ、こないでぇ！」

　悪魔が浴槽に足を入れる。

　湯をかきわけて、胸元を隠すサキに近づいていきて。

「何を隠してるのかしら。むしろ隠すものなんて無いでしょうに」

「あ、あるわよ！　ちょっとはあるのよ！」

「可愛い。あなたホントにからかい甲が斐いがあるわねぇ。抱きしめちゃおうかしら」

「いやぁぁぁっ!?」

　逃げようとしたところを後ろから抱きつかれてしまう。

　背中に感じる二つの膨らみの圧力に、サキは今度こそ圧倒的な差を感じさせられた。

「……こ、これが夢魔サキユバスの肌なの……!?」

「こら夢魔サキユバス、何をしておる」

「あ、だめよ悪魔！　サキを離しなさい！」

　湯気の向こうから、レーレーンとリンネがやってくる。

　夢魔姫サキユバスロードに囚とらわれたサキを一目見て、真っ先に肩を怒らせたのはレーレーンだった。

「この夢魔サキユバスめが、まだわからぬか。貴様いつも自分の肉付きを自慢しておるが、単に無駄な肉の付きすぎじゃ」

「ふふん？　胸のないエルフは頭まで空っぽねぇ」

「胸がなくて何が悪い！　主ぬしのが成長しすぎで淫みだらなだけじゃ！」

　浴槽の前で、堂々と悪魔を指さすレーレーン。

　身体からだの曲線が控えめで雌し雄ゆうの差も小さいエルフには、人間や夢魔サキユバスのように膨らんだ胸やお尻こそが贅ぜい肉にくに映るらしい。

　そんなレーレーン本人も、人間でいうなら子供のような体型だ。

「ワシとサキの体型こそが至高であろう」

「アタシも一緒!?　アタシやっぱりエルフ体型なのね、それすっごく複雑よ！」

「わかったか悪魔め！」

　エルフの巫み女こが声を張り上げる。

　だが夢魔姫サキユバスロードはサキに抱きついたまま、余裕の笑みを崩さなかった。

「ふふん、そうかしら。エルフのお前が数にモノを言わせるつもりなら、リンネ、お前は私の味方よねぇ」

「へ？」

　悪魔に名指しされ、リンネ本人がぽかんと目を丸くした。

　その場のまなざしがリンネへ集中──

　もともと可か憐れんなリンネだが、いまは湯気に温められてほんのりと頬ほおが上気し、普段以上に愛らしい。さらに一糸まとわぬ裸身には、華きや奢しやな肢体に似つかぬほど豊かな胸の膨らみも備わっている。

「というわけで私とリンネは仲間ね」

「えー……」

「そんな嫌そうな顔しないでよ。カイだってきっとあなたの身体からだが好みに決まってるわ。なんならカイを夢中にさせるとっておきの秘策を教えてあげるわよ？」

「カイを夢中に!?　そ、それならわたしも仲間でいい！」

「待てぇぇ────────っ！」

　全力で割って入るレーレーン。

「聞き捨てならんぞ！　なぁにがカイを夢中にじゃ。そ、その……カイは人間じゃろう。胸のある方が好みとは限らんぞ！」

「ふふん、間違いなく私やリンネの方が好みに決まってるわ。ねえリンネ？」

「……う、うん！　わたしも、カイはわたしの身体の方が好きだと思う！　わたしが裸になるといつも顔真まっ赤かにしてたし！」

「結論を出すには早いと言っておる！」

　お風呂に肩までつかりながら、互いに牽けん制せいしあう三人の少女たち。

　その何とも可愛かわいらしい戦いを見守って──

「……あのぉ。アタシ、お先に上がるわね」

　サキは、こっそりとお風呂場から抜けだしたのだった。
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　日が落ちて。

　夜の帳とばりが、空を塗りつぶしていく。

　クーレンマデル電波塔の先端が灯台として強く輝き、あたりの草原を照らしだす。

　幻獣族には夜行性の獣けものがいる。

　いつ、この真夜中に襲撃してくるかわからない──

　夜十時。

　シュルツ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが見張りを交代するのに混じって、カイは一人で車の整備庫へと歩いていった。

「……さすがに、まだ頭が重たいな。本当はもうちょっと寝てたいけど」

　本来はあと一時間ほど仮眠の猶予がある。

　ずしりとのしかかる眠気を堪こらえ、カイは整備庫のシャッターを押し上げた。その先には整備を終えた偵察戦闘車ガントラツク。

　目的はその荷室トランク──

　そこに保管されている機械人形オートマタを抱え上げて、整備庫の明かりのもとへ。

「……整備士でもやっぱり修復は無理か」

　剥むきだしのＩＣチップは破損したまま。

　シュルツ人類反旗軍レジストの機械工も「お手上げ」と判断したのだろう。劣化がひどい上に、そもそもこの世界の機械ではないのだから。

「どうにかして直せないかな……」

　預言者シドの伝言。

　もう一度聞きたい。あの鉄てつ屑くずの町で聞いた時、自カ分イは間違いなく動転してしまっていた。正しくシドの言葉を聞き取れていたか自信がない。

　……それだけ大事な話だったんだ。

　……俺の聞き間違いでしたじゃ洒落しやれにならない。




〝私の築いた世界が間違っているとは言わない〟

〝だが預言神は信じるな。あれは偽りの神々だ……〟




　ＩＣチップに接続されたスイッチを切り替える。

　だが回路は錆さびついて動かない。

「一度動いたのが、むしろ奇き蹟せきか……」

　苦々しく頭をふる。

　そんなカイの後ろで、小さな足音が聞こえたのはその時だった。

「アシュラン？」

「ずいぶんと早起きじゃの。まだ出発の時刻には程遠いぞ」

「……レーレーンか」

　整備庫の明かりに照らされて、小柄なエルフの巫み女こが浮かびあがった。

　昼間にぐっすり眠って浴場で身を清め、いまのレーレーンは顔色を見るかぎりほぼ万全の体調に見える。

「ソイツ、機き鋼こう種しゆたちのおった墓所で見つけたガラクタじゃろう？」

「ああ。故障して動きそうもない」

　頷うなずきながら、ふと思う。

　人類庇ひ護ご庁の略式エルフ弾の上位版を一晩で造りあげた彼女なら、もしや機械人形オートマタも直せるのでは？

「そんな縋すがるような目で見るでない」

　ふっ、とレーレーンが苦笑い。

　冷たい倉庫の床にあぐら座りで腰を下ろして、エルフの巫み女こが機械人形オートマタに触れた。

「さすがのワシも埒らち外がいじゃ。こればかりは手が出せん」

「そうか……」

「直すのは、シドとやらが込めた伝言を聞くためか？」

　ああ──

　条件反射でそう頷きかけた矢先、カイは身震いするほどの衝撃に目をみひらいた。

　……シド。いまレーレーンがシドって言ったのか。

　……聞いていた？

　そうでなければＩＣチップの中身を言い当てられるはずがない。鉄てつ屑くずの町アギトで熟睡していたはずなのに。

「レーレーン、起きてたのか？」

「熟睡しておったよ。主ぬしが一度『シド』と口走ったじゃろ、あの声で目が覚めた。エルフは眠りが浅いからの。聞いてはまずかったか？」

「…………」

　しばしの無言を挟んで。

　カイは、つい先ほどのレーレーンと同じように苦笑してみせた。

「……いや。聞かれて困るような話じゃない。むしろありがたいかな。正直言って俺一人じゃ手にあまる内容だったし」

　一人で抱えこむには重すぎる。

　かといって迂う闊かつに相談できない。幻獣族との戦いに集中すべき状況では、とても誰かに話せないと悩んでいたところだ。

「そういえば主が何度も言っておったな。この世界とは別の運命を辿たどった世界があって、そこでは人間が五種族大戦に勝利していたと」

「ああ……」

「この機械に入っていた声が英雄シドとやらか。ワシにとっては、もしそうなら蛮神族にとって最悪の敵としか言い様もないが」

　動かぬ機械人形オートマタを見下ろすエルフ。

「その人間は苦悩しておったようにワシには聞こえた」

「……俺もだよ。俺もそう感じた」

　口を伝って零こぼれでたのは、安あん堵どの息だった。

　よかった。自分一人の聞き間違いじゃなかったという、安堵の感情──

「のうカイ」

「ん？」

「リンネの出自のこと、主ぬしはどう思う？」

「……いきなり難しいことを聞いてきたなぁ。俺だって答えが出てないし、まだリンネにどう話すのかも迷ってるよ」

　レーレーンの横に座りこむ。

　片かた膝ひざを立てて、その膝を抱えるように両手で抱きしめて。

「シドの言うことは仮説だ。でもそれが本当なら、俺はリンネの秘密がわかったのは良いことだと思う。だって本人も知らないんだから」

「…………」

「むしろその先だろ？　レーレーンが本当に気になってるのは」




〝五種族が争わずにすむ未来が本当はあったのではないか？〟

〝五種族の混血である彼女リンネが、そんな未来からやってきた存在ではないか？〟




　リンネという少女の存在は。

　いま繰り広げられている五種族大戦そのものを、否定する。

「……たとえば東のイオ連邦は、蛮神族と人類反旗軍レジストで一年きっかりの休戦協定が結ばれて、今のところそれは守られてる」

「そうじゃな」

「その一年を永久に延長することって、できると思うか？」

「不可能じゃな」

　エルフの返事は、迷いがなかった。

「カイ、主は、五世代前の祖先がどこで何をしたか知っておるか？　祖父の祖父の、そのまた父親がどんな人物か知っておるか？」

「いや全然」

「同じじゃよ。人間は代替わりが早い。二百年も経たたずに軽く裏切られる。『そんな協定、古い祖先が無責任にしでかしたカビの生えた戯たわ言ごとだ』とな」

「……確かにな」

「蛮神族にとっての二百年はそう古い昔ではない。悪魔族にとっても聖霊族にとっても。幻獣族は個体差があるらしいが。一番短いのは人間じゃ。ゆえに一番裏切りやすい」

　反論の余地もない。

　おそらく過去に実際起きたことなのだろう。長い休戦をどちらかの種族が提案し、それを人間が裏切ったのだ。

「せいぜい一年の休戦を十年に延ばす程度かの。それも相手が人間だからまだできるが、蛮神族ワシらと悪魔族でそんな協定ができると思うか？　そこに幻獣族も加えろというと」

「……難題だな」

「そういうことじゃ」

　会話が途切れる。

　二人きりの倉庫で、夜の空気に体温が奪われていくのを感じながら──

「と、以前のワシなら答えていたじゃろうな」

「……何かあるのか？」

「これはワシの持論じゃから他言無用じゃぞ。幻獣族はさておき、他の四種族については、少なくとも話し合いの場は設けられる気がする。条件が二つあるが」

　天井を見上げ続ける、エルフの巫み女こ。




　──条件一。カイ、主ぬしが人間代表であること。

　──条件二。お主が執り行い、蛮神族と悪魔族と聖霊族に呼びかけること。




　詩を詠よむように。

　エルフの巫女はすらすらと、そう吟じてみせた。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コは断るまい。悪魔族も、冥帝ヴアネツサは知らんが夢魔姫ハインマリルなら興味本位で出てくるじゃろ。蛮神族からはワシが出てやるのも吝やぶさかではない」

「……俺が呼びかける？」

「ほかに誰がいる」

　何をいまさら。

　そう言いたげにエルフの巫女が微苦笑。

「ワシが呼びかけても悪魔族は聞く耳持たん。六元鏡光が呼びかけても胡う散さん臭くさいだけじゃし、悪魔族がそんな面倒な役を請けおうわけがない」

「……それはわかるけど」

「やれと言っているわけではない。そもそも聞いてきたのは主の方じゃ。蛮神族ワシらとの休戦を延ばすことができるだろうか？　とな」

　レーレーンが立ち上がる。

　鮮やかな衣についた埃ほこりをさっと手で払い落とし、くるりと背を向けた。

「出発は深夜一時じゃったな。ワシはもう一眠りしてくる」

「……わかった」

「ああそうじゃ、いい機会じゃから一つ言っておく」

　小柄なエルフが立ち止まる。

　こちらに向けた横顔は端整で、そして美しかった。

「ワシが同行してるのは主しゆ天てんアルフレイヤ様の仇かたきである[image: ]皇ラースイーエを倒すため。それが終わればエルフの森に帰る。主ぬしとワシの関係もそれで終わりじゃが……」

「…………」

「それで終わりたくはない。この先、主と命をかけた争いをしたいとも思わんよ。主とも。それにジャンヌとも」

　返事はいらない──

　そうとばかりに颯さつ爽そうとエルフの巫み女こは歩きだした。

　冷たく暗い、夜の方へ──





　　　　４






　その夜が、消し飛んだ。




　薄墨色の空が一瞬にして、そして目まぐるしく移り変わっていく。

　すべてを凍いてつかせる極寒の水しぶき──

　溶岩のごとき紅ぐ蓮れんの火柱──

　天から降りそそぐ無数の雷光──

　はるか古いにしえに原住民から「神の怒り」と恐れられた大噴火。それに匹敵する天てん変ぺん地ち異いが、同時に三つ。

　天変地異と天変地異とが、互いを呑のみこむように激しく衝突。

　花火さながらに無数の光をまき散らす。

「ははっ！　六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、困るな。この火山湖クレーターレイクは気に入ってるのに。我の湖を空っぽに呑み干ほすつもりかい？」

『……雨が降れば元通り』

　ぴちゃり、と。

　火山湖クレーターレイクの湖面に吹き飛ばされた粘状生物スライムが、何事もなく岸に上がってきた。

　ラースイーエの炎を浴びて蒸発しかけた肉体は完全修復。この湖の豊富な水を吸収し、瞬時に組織を復元させる。

　火山湖クレーターレイクの水が尽きないかぎり、この最古の粘状生物スライムは不滅も同然。

『そして、お前の足下も鏡光の一部』

「ん？」

　岩石地帯の斜面に立つラースイーエの足下。

　岩であったはずの大地が粘土のように柔らかくなり、赤獅子マンテイコアの足首を掴つかみ上げる。

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『土』。

　土に化けた六リク元ゲン鏡キヨウ光コの一部。

　火山湖クレーターレイクに落下した本体とは別に、細胞の一部を切り分けて大地に張りつかせて「罠わな」を仕掛けておいたのだ。

『悪魔』

　空に向かって、聖霊族の英雄が呼びかけた。

『特別に許可をだす。鏡キヨウ光コの一部ごと焼きはらえ』

「許可？　愚案だな、そんなものを余よが欲すると思うか。聖霊族よ」

　顔を上げるラースイーエ。

　その頭上で、蝙こう蝠もりに似た翼を広げた夢魔サキユバスが両手を掲げて。

「あたりまえに無許可で撃つつもりだが？」

　稲光──

　極限にまで圧縮された法力が物理的に具現化していく。そして弾はじけた。

「冥唱グロリア『我が栄光に光あり』」

　雷鳴は聞こえない。

　音よりも速く、光速で降りそそぐ稲妻の奔流が空を切り裂いて落ちてくる。いかに超常の突然変異体シンギユラリテイといえど光だけは躱かわせない。

　──光の崩落。

　荒れ狂う雷が、ラースイーエごと山の斜面を消し飛ばした。

「獣人キサマの目とて捉えられまい？」

　大岩を跡形もなく粉砕し、その下の地面を焼き焦がす。獣人を捕まえていた六元鏡光の組織も一つ残らず消滅しただろう。

　が。

　飛ひ翔しようする冥めい帝ていヴァネッサは、闇夜のなか、爛らん々らんと光り輝く獣けものの眼光を捉えていた。

「ああ危ない。今のはちょっと本気で逃げたねぇ」

　宙を旋回する紅ぐ蓮れんの獣人ラースイーエ。

　冥帝ヴアネツサの雷が触れる寸前に、自分の足を掴む六元鏡光を強引に振りほどいたのだ。

　単純極まりない力業。

　まさしくそれこそが幻獣族の真骨頂だと言わんばかりに。

「ちっ……六元鏡光。貴様、外されたな」

『訂正を要求する。鏡光はちゃんと動きを止めた。お前の法術が遅かった』

「そうだねえ、即席にしては上等だった」

　ラースイーエが、えぐれた斜面に着地する。

　火山湖クレーターレイクから上がってきた粘状生物スライムと、そして宙を浮遊し続ける夢魔サキユバスを見比べて。

「だがお前たち？　それでも種族を代表する英雄かい。二体がかりで我を狙うだなんて。共闘。いつから人間みたいな真ま似ねをするようになったのかな」

「言える立場か？」

『最初に配下をけしかけてきたのは、お前の方』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの背後。そして冥めい帝ていヴァネッサの浮遊する真下にはそれぞれ黒い巨体がいくつも横たわっている。

　夜に紛まぎれて全身像は覗うかがえないが、どちらも紛れもなく幻獣族。

　つまりはラースイーエの配下だ。

「自身が囮おとりとなって戦い、その間に配下を忍ばせ、暗闇のなか背後から余よらを狙わせる。どちらが姑こ息そくかな？」

『獣けものらしい手口』

「いいじゃないか。我だけが戦って配下たちが見守るだけというのも味気ない。この我が戦ってるんだ。配下も働いてもらわないとねぇ」

　愉快そうに声を弾ませる深紅の獣人。

「付け加えるなら、我の相手はお前たちだけじゃないんだよ。シドの化身が二体。それとその背後に隠れてるのが残ってそうだし」

「つまらない気苦労だな、獣よ」

　冥帝ヴァネッサの黒髪が、ざわりと揺らぎだす。

　髪の毛先一つ一つが蛇のごとくうねり蠢うごめく。冥帝ヴアネツサ自身の全身から立ち上る法力の風に煽あおられて。

「宴うたげを終わらせる気はないぞ。まだまだ嫌というほど踊ってもらう」
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　　　　１






　深夜一時。

　無明の夜を切り裂いて、クーレンマデル電波塔から強力な明かりが発された。

　物々しい音を立てて市壁の扉が開いていく。

「こ……こんな真夜中に出発だなんて、あたしの知るかぎり前代未聞です！　ほ、本当に行かれるんですか!?」

　栗くり色いろの髪の少女が声を張り上げた。

　シュルツ人類反旗軍レジスト、指揮官ミンストラウム・シュルテン・ビスケッティ──

　まだ十代なかばという最年少の指揮官は、扉が開ききるのを待つカイたちを見上げて、顔を蒼そう白はくに染めていた。

「ジャンヌ殿とバルムンク殿が合流を求めているのはわかります。ですが……あの、もう一度考えなおすこともできますよ？」

　ここは幻獣族が闊かつ歩ぽする草原だ。

　昼間なら幻獣族の接近をいち早く見つけられるとしても、この真夜中では「忍び寄ってきてください」と言っているようなものだろう。

「指揮官、ご厚意は痛み入りますが、俺たちも承知の上です」

　エンジン音を立てる偵察戦闘車ガントラツク。

　その助手席の扉を開けたまま、カイは指揮官の前で姿勢を正した。

　……この時間に出発することは告げてあった。

　……わざわざ起きてきてくれたのか。俺たちを心配して。

　年下の少女に敬礼というのには慣れないが、この幼い指揮官は、そうさせるに足る人徳を備えている。

「指揮官の部下が、旧王都ラクガルシヤまでの安全な経路を提案してくれました。夜行性の幻獣族とぶつからないルートを──」

「ぶつからない、ではありません。ぶつかりにくい、です」

　少女の指揮官が首を横にふった。

「幻獣族は恐ろしく気まぐれです。部下に用意させたのは経験則的に遭遇率の低いルートですが、データはすべて昼間のものです」

「ええ」

「夜間は、どんな幻獣族が出るのか私たちも把握しきれていません……」

　大草原地帯サバンナでは──

　朝と夜とでは生態系がガラリと変わる。昼間のうちは我が物顔で草原を歩いていた獣けものが、夜になれば息を潜めて隠れるのも珍しくない。

「……それでも？」

「はい。俺たちはジャンヌ指揮官の待つ合流地点へ急ぎます」

　今まさに。

　はるか遠き火山湖クレーターレイクでは、三種族の英雄による戦いが始まっているはず。

　……[image: ]皇ラースイーエを倒す唯一無二の機。

　……蛮神族レーレーンも悪魔族ハインマリルも、ジャンヌもそう思ってるはず。

　もちろん自カ分イも。

　そう思っていた。[image: ]皇ラースイーエに挑むなら今こそが最大の好機だ、と。

　だが──




〝五種族が争わずにすむ未来が本当はあったのではないか？〟




　残響エコーのように繰り返される。

　シドの言葉が、記憶の泡あぶくとなって浮かびあがってくる。

「────────」

「あ、あのぉ？」

「いえ。失礼しました指揮官。無事に到着し次第、こちらから指揮官に連絡をいたします。明け方には到着するはずです」

「……わかりました」

　少女がぐっと口元を引き締めた。

「連絡をお待ちしています。どうかお気をつけて」

　敬礼で応じて、偵察戦闘車ガントラツクへ。

　助手席に飛び乗ったところで、ちょうど運転席のアシュランが錠剤を取りだしたところだった。

「アシュラン、安全運転で頼む」

「かつ迅速にだろ？　わかってるって。こうなりゃヤケさ」

　アシュランの手元にあるのは精神覚醒カフエイン剤。

　それを数錠まとめて口のなかに放りこみ、噛かみ砕くだく。

「サキ、お前もいるか？」

「まさか。アタシただでさえ緊張で心臓バクバクなのよ。精神覚醒カフエイン剤なんて取ったら心臓が破裂しちゃうわよ」

　大げさだな──

　などと言えるわけがない。

　縋すがるように機関銃を抱きしめるサキこそが正しいのだ。

「出発だ。必死に見張れよお前ら。草原のど真ん中で幻獣族の群れに囲まれましたなんて、洒落しやれにならねぇんだからよ！」

　運転手アシユランがアクセルを踏みこむ。

　シュルツ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちに見守られ、カイたちを乗せた偵察戦闘車ガントラツクは夜の大草原へと走りだす。

「み、右は異常なしっ！　こ、ここ……このまま見張りを続行するわ！」

「サキ、さすがに気合い入れすぎじゃないか？　どんなに急いでも到着は夜明けになる。バテるって」

「だ、だってカイ……いつ襲ってくるかわからないのよ！」

　車窓を覗のぞきこむサキが夜の地平線を指さした。車のヘッドライトだけが頼りだが、この明かりの範囲外はまったくの黒塗りも同然だ。

　闇の中に何が潜んでいても、人間の目で捉えるのは困難だろう。

　……予想してた以上に真っ暗だ。

　……暗視ゴーグルでもせいぜい二十メートルちょっとが限界か。

　いつ闇夜から巨大な獣けものが飛びだしてくるか。

　カイやサキの役目と矛盾するようだが、このゴーグルの視界に敵の姿が見えてからでは遅すぎる。

「どうじゃリンネ？」

「んー……見えない。でも臭においはしないから、そんな近くにはいないと思うの」

　後部座席のリンネとレーレーン。

　サキとは別の窓から草原を窺うかがっているが、何かを見つけた様子はない。

「頼むぜレーレーンちゃんよ。エルフの耳ってのは特別製なんだろ？」

「うむ。耳もそうじゃが目もいいぞ。エルフの森も夜は真っ暗になる。夜目の効かぬエルフなどおらんよ」

「おお。じゃあ安心していいんだな？」

「……よかったわ。さすが蛮神族ね」

　運転席のアシュランと、そしてサキが同時にほっと息を吐きだした。

　が。

「あらあらサキちゃん。そんな安心しきっていいのかしらぁ？」

　サキの隣。

　眠りこけていたはずの夢魔姫サキユバスロードが、薄目を開けて。

「知らないの？　幻獣族の中には地面に巣を作って獲物を待ち構えるのもいるのよねぇ。動かなかったら気配もないし、こんな真っ暗じゃ草に隠れて巣穴も見えにくいわ。万が一、この車のルートにそいつらが密集していたら……」

「いやぁぁぁ────────っっ!?」

　真夜中に響きわたる人サ間キの悲鳴。

「アタシ死にたくないわ！　っていうかなんで、あなただけ一人でぐっすり寝てたのよ。見張るの手伝ってってば！」

「えー」

「えーじゃなくて！　ほら双眼鏡でも何でも貸してあげるから！」

　ハインマリルに双眼鏡を突きつけるサキ。

　……サキ、忘れてないかな。

　……お前が怒鳴りつけてるの、そこらの幻獣族よりよっぽど危険なんだけど。

　ただ怒鳴られてる方の夢魔姫サキユバスロードはむしろ楽しげだ。慌てふためくサキがよほど気に入ったのか、ますます愉快そうに。

「あいにく私、人間の道具は使い方わからないのよねぇ」

「嘘うそよっ！」

「出会でくわしたら追い払えばいいのよ」

「出会さないのが一番でしょ!?」

　カイも、そしてリンネとレーレーンも無反応。

　単にサキを怖がらせて楽しんでいるだけだろう。夢魔姫サキユバスロードがさっきから笑いを堪こらえているのに、サキだけが気づいていない。

「サキ、悪いけどちょっと静かにしててくれ。ジャンヌに連絡をしたい」

　待つこと十数秒。

　カイの手元の通信機が、灯ともった。

『私だ。待たせてすまない……カイか？』

「ああ。こちら応援部隊。といっても俺とアシュランとサキ。それにリンネとレーレーンとハインマリルの六名きりだけど」

『いや、十分に心強い。ありがとう』

　最後の一言は。

　この通話に耳を傾ける全員に向けたものだろう。

「俺たちは三十分前くらいに電波塔を発たった。予定どおりかな……到着は明け方くらい。幻獣族の襲撃がなければだけど」

『承知した。常に、皆の安全を最優先でお願いしたい』

「ジャンヌ、それでそっちは？」

『…………』

　通信機の向こう側が、沈黙。

　その意味をカイが推しはかるより先に。

『三時間前に始まった。そして続いている』

「……戦いが？」

『ああ。私も自分の肉眼で見ているわけじゃない。なにしろこちらは山の麓ふもとで、向こうは山の頂上だ』

　ならば、なぜ「三時間前」と言いきることができたのか。

　その理由は、おそらく単純だ。

『山の頂上だけが真昼のような明るさだ。火ひの粉こがここまで降ってくるし、地面を揺るがす鳴動が響いて、天てん変ぺん地ち異いのような稲妻が落下して……この世の終わりか始まりか。そんな雰囲気がずっと続いている』

「そうだろうとは思ったよ」

　三種族の英雄の激突だ。戦いの場となっている山一つが夜明け前に消滅したとしても、不思議ではない。

　……リンネもレーレーンも、それにハインマリルもか。

　……みんな「当然でしょ」って感じの表情だしな。

　覚悟の上だ。

　自分たちは、そんな英雄三体の死闘に割って入るために向かうのだから。

『消耗を待つ作戦に切り替えて正解だった』

　ふっ、と苦笑の息が伝ってきた。

『奴やつらが疲弊するまで人類反旗軍レジストは近づきたくても近づけない。そういうわけだ。ここに来るのも慌てなくていい』

「ああ。こっちも安全第一でいくよ」

「────カイ、前！」

　息を呑のむ。

　叫んだリンネに聞きかえす必要さえなかった。その鬼気迫る声が、並々ならぬ状況を何より明確に教えてくれていた。

　すべてを影色に塗りつぶす闇夜。

　偵察戦闘車ガントラツクのヘッドライトに照らされた範囲には何も見えないが……

「な、何だよリンネちゃ──────っっっ!?」

　アシュランが恐怖に声を引ひき攣つらせた。

　闇夜の中から前触れなく、巨大な影がヘッドライトの光めがけ飛びこんできたのだ。

　偵察戦闘車ガントラツクのフロントガラスを覆いつくす巨体。

　巨大なイノシシに似たその猛獣は──

　幻獣族カトブレパス。

「ぶつかるっ!?　アシュラン！」

「な、何なんだよこいつはぁぁぁぁぁっっっっ！」

　ハンドルを右に大回転。

　車体がほぼ直角といえるほど大きく旋回し、その急激な進路変更でタイヤが悲鳴を上げる音が伝わってくる。

　──衝撃。

　重量六千キロ超の偵察戦闘車ガントラツクが、ゴム鞠まりのように地上で跳ねた。

　すれ違い。

　車とカトブレパスは擦かすっただけ。

　アシュランのハンドル捌さばきが一秒遅れていれば、車体はカトブレパスと衝突し、そして一方的に潰されていただろう。

「アシュラン飛ばせ！　全速でだ！」

「バカ言うんじゃねえ、この真夜中にか!?　今の速度だからギリギリ躱かわせたってのに、これより速度出してまた前からやってきたらどうすんだ！」

「カトブレパスが追ってきてる」

「くっそ……！」

　アクセルを踏みこむ。

　百二十キロに迫る速度で、一筋の光もない真夜中の草原を偵察戦闘車ガントラツクが走りだす。いや、逃げだした。

「ちょ、ちょっと!?　追いつかれるわ！」

「いいからさっさと撃てよサキ。お前の持ってる機関銃は何のためだ！」

「もうとっくに撃ちまくってるわよ！」

　サキが吠ほえる。

　窓から顔を覗のぞかせて、車に迫りつつある巨体めがけて発砲。だが分厚い毛皮に阻まれて銃弾がまるで傷をつけるに至らない。

「……ど、どうしろっていうの！」

「はーいサキちゃん。そこまで。もういいから窓を閉めなさい」

「え？」

　サキの肩に触れる夢魔姫サキユバスロード。

「あの獣けものの口をご覧なさい。ほら、泡みたいなのが出てるでしょ。あれ猛毒だから」

「……ど、毒!?」

「そそ。だからアイツが追ってきてるのは車に衝突したいからじゃなくて、中にいる人間あなたを毒ガスで仕留めようって狙い。だから窓を閉めなさい？」

　ぽかんとしたまま素直に従うサキ。

「いい子ねぇ。それじゃあ──」

「カイ、わたし外に出てくるから！　周りを見てて！」

　夢魔姫サキユバスロードの声を遮ったのはリンネだ。

　後部座席の天井にある天窓サンルーフを開いて飛び上がる。続くようにレーレーン。

「あ、あら？　ちょっと待ちなさいあなたたち。私の出番は？」

「悪魔にデカい顔をされるのも癪しやくじゃからの。なに、あの獣けものをどうにかすれば良いのなら造作もない」

　エルフの巫み女こが手にしているのは。

　小さな種子？

　それが何かをカイが確信する間もなく。車の屋根に立つエルフが、手にした種を地面に向かって投げつけた。

「芽生えよ、『[image: ]いばらのゆりかご』」

　草原を割って、地中から鞭むちのような蔓つるが飛びだした。

　後写鏡バツクミラーごしに背後を見つめるカイの前で、何十本という蔓が触手のように動いて巨獣カトブレパスの四肢に絡みついていく。

[image: ]

　茨いばらの拘束──

　鋼のような強度をもつ幻獣族の皮膚に突き刺さる。わずかに開いた天窓サンルーフごしに、全身を拘束されたカトブレパスの雄お叫たけびが伝ってきた。

「ど、どうなってんだレーレーンちゃん……！」

「なんじゃ知らんのかアシュラン。どうせカイなら知ってるじゃろ」

「いいや全然」

「ん？　エルフの森で最速の成長速度をもつ茨草じゃぞ。種子が土に触れた瞬間に、あのように爆発的に成長する。主ぬしが知らんのは意外じゃな」

「……俺は植物学者じゃないって」

　試すような口ぶりのエルフに、カイは苦笑まじりに首を振ってみせた。

　五種族大戦の記録は頭に叩たたきこんである。

　……蛮神族がヒト相手に使った法術なら記録もあるさ。だけど、これは違う。

　……蛮神族が幻獣族を相手にした時の対策か。

　エルフの森の植物。

　人間や悪魔なら炎で草を焼き払えるだろう。聖霊族はそもそも植物をすり抜ける。

　幻獣族を相手にした時にのみ有効な「生きている罠わな」というわけだ。

　さらに。

「カイ」

　同じく車の屋根に立つリンネが、ニコっと意味深に微笑ほほえんだ。

「光る弾ってない？」

「…………」

「わたしできるよ。お手伝い」

　とっておきのイタズラでも思いついたような、声を弾ませる笑み。

　ちょうだい？　と手を指しだしてくるリンネへ。

「ああ、頼む」

　手元から取りだした弾丸を投げ渡した。

　サキとアシュランに、それが略式ドレイク弾とは知られないように素早く。

「照明弾だ。車の屋根に投げつけてくれれば発光する」

「任せて！」

　リンネが勢いよく頷うなずいて。

　強烈な閃せん光こうが、偵察戦闘車ガントラツクの周囲一帯を照らしだした。目測でおよそ二百メートル四方。そこだけが真昼のように明るくなる。

「ちょ、ちょっとカイ!?　こんな便利な弾丸あったの？」

「おいカイ。こんなのあったらさっさと使ってくれよ！　俺が今どんだけ精神すり減らして運転してると思ってんだ」

「悪い、万が一のために温存してたんだ」

　夢魔姫ハインマリルだけは「また白々しいことを」という呆あきれた目つきだが、サキとアシュランは、これがカイの特殊弾丸だと信じてくれる。

　リンネの法術。

　熱を出さずに膨大な光だけを放出するのは、おそらく聖霊族の法術だろう。

　……そっか。リンネならできる。

　……聖霊族の因子がここで役に立つわけか。

　五種族の混血児。

　この五種族による大戦を回避する未来があると告げる、その象徴ゆえに──

「…………」

「カイ」

　一足先に屋根から降りてくるレーレーン。

　そのまなざしが意味するものは、自分の心境を汲くみとってのことだろう。

「一つ確認し損ねておったな。主ぬしはどうするつもりじゃ？」

「ん？　どうしたのレーレーン？」

　聞き返すのはサキだが、エルフの巫み女こはそれには答えぬまま。

「火山湖クレーターレイクとやらに着く。そこに[image: ]皇ラースイーエがおる。蛮神族ワシらにとっては主君の敵になるが、そう構えていて良いか？」

　[image: ]が皇おうラースイーエを討つ。

　エルフの巫女が幻獣族の英雄を討伐したとすれば、蛮神族と幻獣族の溝は決定的なものになるだろう。

　この五種族大戦は、止まるどころか激化する。

　……レーレーンもわかってる。

　……それはリンネの存在を否定することだって。

　それゆえの逡しゆん巡じゆん。

　このまま五種族大戦を続けるのか、どうか。

「主一人ですべて決めろというのは酷じゃろうが」

「どのみち決めておかなきゃいけないことさ。……そうだな。この車にいる全員、俺から頼みごとがある、聞いてくれ」

　運転席のアシュラン。後部座席のサキ、ハインマリル、レーレーン。それに屋根の上で光の法術を維持しているリンネへ。

「順調にいけば明け方頃に俺たちは死火山の麓ふもとに到着する。ジャンヌと合流する場所で、その山を登ったら[image: ]皇ラースイーエが待ち受けているはずだけど」

　ふり返る。

　おそらくは、もっとも戦意を滾たぎらせている者へ。

「手出しは待ってくれハインマリル。牽けん制せいは構わないけど、俺が合図するまで[image: ]皇ラースイーエへの攻撃は待ってほしい」

「ん？　どういう意味かしら」

「[image: ]皇アイツと話す時間がほしいんだ。ジャンヌにも後で頼むことになるけど」

「……話すって？　何をよ？　だってもうヴァネッサお姉様は戦い始めてるのよ」

「ああそうだ。でも一つだけ確かめたい」

「だから何を──」




「今のまま大戦が続けば、たぶん勝利するのは五種族のどれでもない」




「…………っ」

　ハインマリルが眉まゆ根ねを寄せた。

　──勝利するのは大だい始し祖そ。

　そもそも大戦の引き金を引いたのが大始祖だとすれば、この戦いが続くだけで大始祖に有利な状況に転がっていくのは想像がつく。

「あのねぇ人間。なにを言ってるのかさっぱりわからないんだけど。っていうか、それが悪魔族にどんな利点があるわけ」

「あるよ」

「え？」

「じゃあこうしよう。俺が冥帝ヴアネツサに同じことを話す。それで冥帝ヴアネツサが同意したらお前も従ってくれ。これなら文句ないだろ」

「…………」

　悪魔の少女が、渋々押し黙った。

「……ヴァネッサお姉様の意に背くことはできないわ。背いたら怒られるし」

「じゃあ決まりだ」

　自信にあふれた断言口調を装う、その裏で。

　カイはこっそりと胸をなで下ろした。

　……俺だってどうなるかわからないさ。何よりもラースイーエの反応次第だ。

　……けど冥帝ヴアネツサなら。

　無座標化ゼロコードによって身体からだが砕け落ちる直前に。

　他ならぬヴァネッサがそう言ったのだ。




〝聞け、人間〟

〝お前の知らない過去がある。お前の知る世界に隠された禁断の『記録コード』が〟




　今なら答えられる。

　五種族大戦の裏に隠れていた「大だい始し祖そ」という存在に。

「……でも、なんかムシャクシャするわね。せっかくその気でいたのに『お預け』なんて。ねえサキちゃん」

「はい？」

「八つ当たりしていいかしら」

「やめてやめてやめて!?　アタシが何をしたっていうの!?」

「サキちゃんじゃないわよ。そんな勿もつ体たいないことしないわ」

　艶つややかな溜ため息いきをこぼして夢魔姫ハインマリルが立ち上がった。

　天窓サンルーフから、車の外へ。

「さっきから延々追いかけてきてるアイツらよ」

　砂すな埃ぼこり──

　カイも発見に至らなかった、リンネの放つ光の範囲外。光に当たらぬよう巧妙に距離を保ち、まるで気配なく這はいよってくる獣けものたちがいた。

「いつの間に……!?」

　双頭の大蛇ケツアルコアトルの大群。

　さながらスケートのように大地を滑るこの幻獣族は、接近する気配が一切ない。

「夜明けまで。そうね、人間基準であと四時間……」

　大蛇の群れを見下ろす悪魔。

　その大胆に露出した背中に、コウモリによく似た巨大な翼が顕現する。

「あはっ。これでおしまい？」

　そして嗤わらった。

「足りないわ。もっともっと、地平線を埋めつくすくらい出てきなさい幻獣族おまえたち」





　　　　２






　この世界は──

　夜明け前がもっとも暗い。




　午前四時。夜明けまであと二時間に迫る。

　そう。もっとも暗い時刻であるはずが、このユールン連邦最大の死火山の山さん嶺れいだけは、その例外──

　天地創造を想おもわせる、膨大な輝きに溢あふれかえっていた。

「冥府の花よ」

　何百何千という鬼火に照らされて、妖美なる夢魔サキユバスの肢体が浮かびあがった。

「この獣けものどもを焼きはらえ」

　炎の花が咲きほこる。一つ一つが冥めい帝ていヴァネッサの法力を溜ためこんだ極大の機雷であり、触れれば大爆発を引き起こす。

　その爆風が──

　冥帝ヴアネツサの四方を取り囲む獣たちを、まとめて山の斜面から吹き飛ばした。

　ラースイーエの配下の幻獣族たち。

　いずれも人間をはるかに上回る巨体の怪物が、法術の機雷による大爆発を浴びて斜面を転げ落ちていく。

「はっ。これが貴様の配下か？　ずいぶんとだらしない」

「それは手厳しい。お前の破壊力が桁違いなだけだよ。ただし──」

　噴き上がる火柱の中から。

　炎よりも赤い獣人が夢魔サキユバスめがけて飛びだした。最強の生命力をほこる獣は、悪魔の炎を前にしても臆する気配が一切ない。

「夢魔サキユバスの肌は柔らかそうだねぇ。法力に守られていても脆もろそうだ」

　炎の轟ごう音おんにまぎれて気配を消す。

　冥帝ヴアネツサがふり向いた時には既に、ラースイーエの獰どう猛もうな笑みは眼前にまで迫っていた。艶つややかな柔肌を切り裂かんと爪つめを翳かざして、振り下ろす。

　──ゆらり、と。

　その牙が、冥帝ヴァネッサをすり抜けた。

「っ？」

　勢いあまったラースイーエが冥帝ヴアネツサを走り抜ける。

　ふり返ったそこに悪魔の姿はなかった。

「なるほど幻惑系エンチヤント。臭においがないから怪しいとは思ったよ」

「そういうことだ」

「いいのかい、こんなあっさり夢魔サキユバスの奥の手を披露しちゃって」

「奥の手？　ただの虚こ仮け威おどしだが？」

　ラースイーエの間合い外。

　翼を広げた夢魔サキユバスがゆっくりと地上に降りてくる。それを見上げる獣人が。

「そのお前は本物だろうねぇ」

「なに？」

「炎をまき散らしたのは失策だよ冥帝ヴアネツサ」

　冥帝ヴアネツサの立つ地上が、巨大な影に塗りつぶされた。

　山の斜面を焦がし続ける火柱から、溶岩マグマが凝縮したような赤黒い巨竜が飛びだした。

　ラースイーエと同じく──

　この巨大な竜は、冥帝ヴアネツサが発した炎に紛まぎれて飛ひ翔しようして迫ってきたのだ。

「ドレイクか？」

「そう。幻獣族にだって炎に耐性のある奴やつがいるさ」

　火か焔えん流の息。

　亜竜ドレイクの吐きだす紅ぐ蓮れんの風が、冥帝ヴアネツサめがけて炎の壁となって押し寄せた。

「休憩はしまいだ粘状生物スライム。余よの手を煩わせる気か？」

『うるさい悪魔……まだ十分じゃないのに』

　火山湖クレーターレイクに波紋が生まれる。

　ぽちゃんと可愛かわいらしい音を立てて、湖の中から真まっ青さおな少女が飛びだした。

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『海』。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コが突きだした粘液の拳こぶしが、真っ青な津波と化して。

　氷片のうかぶ極寒の波としぶきが噴き上がり、亜竜ドレイクの火焔流を覆いつくすように打ち消した。

『飛んでけ』

　さらに左腕の拳が、巨大な鉄球じみた球体へ。

　山の斜面をえぐり取る一撃が、空中にいた竜を山の向こうまで吹き飛ばす。

「はは、貴様は実に便利だな六元鏡光。いっそお前、余の配下にならぬか？」

『……馬鹿？』

　真っ青な少女のあきれ顔。

『鏡光は疲れてる。あと一時間ほど何もしないから後は任せる』

　聖霊族の法術は、自身の肉体を消耗する特殊な術式だ。

　かつて六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、ユールン連邦で切除器官ラスタライザに襲われて「自爆」に追いこまれ、細胞の大多数を失った。

　いまだ万全には程遠い。

　この戦いの最中もそうだ。冥めい帝ていがラースイーエを足止めしている間に、六元鏡光は幾度となく眼下の火山湖クレーターレイクへ飛びこんで細胞を増殖させている。

　いわば戦いの合間の休息。

「おっと六元鏡光、今度こそ──」

「はは。遅いぞ獣人」

　六元鏡光がゴムのように身体からだを縮め、その反動で大きく跳躍。

　それを空中で捕らえようとしたラースイーエが、冥帝ヴアネツサの放った鬼火に触れて大爆発に巻き込まれた。

「……やはり六リク元ゲン鏡キヨウ光コが補佐に徹すると厄介だねぇ」

　紅ぐ蓮れんの獣人が珍しくも苦笑い。

　その間にも六元鏡光は斜面の向こう側、すり鉢状の坂を転がって再び火山湖クレーターレイクの湖へ。

　大量の水を補給することで失った組織を回復する──




「それを待っていた」

「戦いに集中しすぎて『シドわたしたち』を忘れた。やはり愚かね」




　銃声がこだました。

　山の斜面から飛来した白銀色の弾丸が、今まさに湖に飛びこむはずだった六元鏡光を撃ちぬいた。

『…………っぁ…………!?』

　六元鏡光が悲鳴を上げる。

　湖に飛びこむ空中の軌道が、弾丸の威力に圧おされて湖畔に墜落。地に落ちた聖霊族は、奇妙な白銀色の光に全身を絡め取られていた。

『……なに……この光、鏡光の法力を……!?』

　六元鏡光の肉体が崩れていく。

　ヒトのかたちを保つことさえままならず、地面に倒れて身動き一つできずにいるではないか。

「なにっ!?」

「……これは」

　冥めい帝ていヴァネッサ、[image: ]が皇おうラースイーエが同時に目をみひらいた。

　自分ではない。目の前の英て雄きでもない。

　ならば誰が？

　すり鉢状の坂の下で。

　白銀色の弾丸に貫かれた六元鏡光はうつ伏せに倒れ、微動だにしない。意識を失ったのか身体からだも粘状生物スライムに戻りかけている。

　それを──

「運命竜ミスカルシェロ、あなたの預言はやっぱり外れよ」

　踏みにじる少女がいた。

　修道女じみた質素なローブを羽織った、儚はかなげな少女が。

「予定通りの予定外ね。こんなバケモノ三体の激突が夜明けまでに終わるわけがないわ」

　地面につぶれかけた粘状生物スライムの背中に、自らの靴を乗せて踏みつける少女。

　さらに──

　新たな白銀色の弾丸が、倒れて動けない六リク元ゲン鏡キヨウ光コの足に突き刺さった。

『──────っ!?』

「預言神の弾丸とて一撃で貴様を仕留められるわけがない。粗末な演技だ。意識を失ったフリで俺に襲いかかる気だったな？」

『……………………』

　完璧に沈黙した聖霊族の英雄を見下す、長身の男。

　精せい悍かんで彫りの深い顔立ちで、声には種族をこえた威圧感が滲にじんでいる。そしてその手には、今しがた発砲したばかりの短機関銃マシンピストル。

「はて。どこの輩やからだ？」

　その人間を見下ろす冥めい帝ていヴァネッサ。

　苛いら立だちまじりの声は、六元鏡光を攻撃されたからではない。まさに熱狂の最中であった宴うたげを妨害された興きよう醒ざめによるものだろう。

「人間？　どこの誰だか知らんが……」

　悪魔の英雄が訝いぶかしげに目を細める。

　聖霊族に銃弾は通じない。

　粘状生物スライムである六元鏡光であればなおさら、何万発の弾丸を受けようと倒れるはずがない。そんな常識を覆くつがえした白銀色の弾丸は、いったい何だ？

　さらにもう一人──

「あなたが冥帝ヴァネッサ？　悪魔族最強の法力をほこる夢魔サキユバスとやらね」

　山の斜面を登り終えた少女が、無造作に近づいてきた。

　その額ひたいに輝く痕からも奇妙な力を感じる。

　法力？　何者だ？

　そんなヴァネッサの疑念は、幻獣族の英雄ラースイーエの一言で見事なまでに解消された。

「初めまして。この世界のシドたち」

　紅ぐ蓮れんの獣人が両手を広げてみせる。

　招かれざる二人の客人へ。

「でも解げせないね。なぜ邪魔に来た？　三英雄われらの潰し合いが終わるまで静観を決めこむ方が利口だろうに」

「夜明けに終える。それが預言なのに、いつまで待っても終わらなさそうだし」

　冥帝ヴアネツサと向かいあう少女──

　預言神から『刻印』の力を授けられたシドの一人。

「時間の無駄だ。貴様らの潰しあい、手伝ってやる」

　[image: ]が皇おうラースイーエに銃を向ける男。

　預言神から『威光』の力を授けられたシドの二人目。

　そう。

　聖霊族の英雄が倒れたことで残りは二種族。

　戦いはこの二種族と、それを刈り取らんとする『シド』の戦いへと移行した。




　悪魔族ヴァネッサに対する、人間兵器テレジア・シド・フェイク。

　幻獣族ラースイーエに対する、傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラル。




　二種族の英雄と二人のシドが、激突を開始した。
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　正史で彼シドと過ごした記憶──




　未解析神造遺跡メガリス。

　大岩をブロック状に切りだして造られた遺跡。

　表面はびっしりと苔こけに覆われて、蔓つると花とが繁茂している。そんな何百年の風月を感じさせる遺跡の奥には、神聖なる空間があった。

　──青の大聖堂サンクチユアリ。

　天井から足下にいたるまで、真まっ青さおなガラス板で構成された礼拝堂。

　訪れる者のない地。

　祈いのり子ごアスラソラカは、そこで永えい劫ごうにも等しい時間を過ごし続けてきた。あまりの静寂と無音に、心が擦りきれそうになるほどの苦痛に耐えながら。

『……また来たのですか』

　そんな礼拝堂に、この男だけは驚くほど頻繁に訪れてくれた。

　シド。

　預言神アスラソラカが世界座標の[image: ]コードホルダーを与えた男。いまは預言者シドとして世界中の人間の解放のために四種族と戦っている。

　誰よりも過酷な戦いに身を投じ、常人では耐えきれぬ重圧と戦い続けている。

　それなのに──

『なぜ、また来たのです。私があなたに与える預言はもう無いといったでしょう』

　人間たちを激励せよ。

　世界座標の[image: ]コードホルダーを手に、四種族の英雄をうち倒せ。

　本来ならこの場にいてはいけない男なのだ。ウルザ連邦の拠点で多くの同志たちと共に準備に専念せねばならないはず。

『四種族の英雄は、神のごとき強さの暴君たちです。世界座標の[image: ]コードホルダーを授けたとはいえ慢心で勝てる相手ではありません』

「存じています」

　巨大な石の女神像であるアスラソラカの足下──

　そこに佇たたずむ、フードをかぶった男が頷うなずいた。

『シド、あなたはここにいてはいけない。戦いの支度を』

「終わっています」

『ではせめて休息を』

「これが終わったら、帰還してそうします」

　これ、とは？

　アスラソラカが尋ねるのを待たずして、彼シドは、手に持っていたバケツを床に置いた。

　外の湖で汲くんできたであろう水。

　そしてもう片方の手に、彼シドは使い古された木の箒ほうきを携えていた。

「この礼拝堂もずいぶんと年季が入っているようなので」

『……え？』

　アスラソラカは目を疑った。

　シドが、礼拝堂の床にたまった埃ほこりを箒で掃きだしたのだ。床だけではない。通路に薄く積もった砂を丁寧に集めて外へと捨てて。

　さらにバケツの水でタオルを絞って、石の女神像アスラソラカの表面を拭き始めたではないか。

『何をしているのです』

「掃除です」

『それはわかっています。私が訊きいているのは、それが何のためということか』

「相応ふさわしい在り方というもの。それに準じただけです」

『？』

「美しい女神像が、埃だらけでは格好がつかないでしょう」

『っ！』

　衝撃で震えかけた。

　石の身体からだでありながら、それは紛まぎれもなく、アスラソラカが過去に体験したことのない心の震えだった。

『何を……そんなバカげたことを……やめなさい。やめるのです……！』

「なぜです？」

『…………私が、耐えられないからです……』

　なぜって。

　そんなの言えるわけがない。




　私は、あなたを欺だましているのですよ……！




　この男はしょせん、五種族大戦の為ためだけに選ばれた人間だ。

　だからこそ耐えられない。

　そんなにも情を向けられてしまっては、無感情で欺し続けることはできない。これ以上は自分アスラソラカの心が耐えられない。

　わかっていたことだ。

　アスラソラカは残酷になりきれない。後々に彼シドを突き放すためにも、互いに冷たい関係でいなければならないのだ。

『……お願いですシド。……あなたの気持ちは嬉うれしいですが、もう十分です……あなたはここにいるべき者ではないのです』

「……わかりました」

　シドが引き下がる。

　箒ほうきとバケツを片付けて、別れの言葉を残して背を向けた。

『シド……ごめんなさい』

　礼拝堂を去って行く足音。

　そのちょうど一年後。再びやってきた彼シドは、傷だらけの身で、五種族大戦の終わりをアスラソラカに報告した。




　世界輪りん廻ねを隔てて──




　今、この別史に預言者シドは存在しない。

　アスラソラカの礼拝堂を掃除する者は一人としていなかった。

『シド、あなたの言う通りだったかもしれませんね。あの時、やはりあなたに掃除を頼んでおくべきだったかもしれません……』

　埃ほこりと、砂と、黴かびの臭におい。

　よどんだ空気を感じながら、アスラソラカは自嘲した。

　預言神を名乗っておきながら、こんな小さなことで後悔してしまう。

『でも、もういいのです。礼拝堂ここももはや用済みだから』

　身を潜める時期はもう過ぎた。

　いよいよだ。五種族大戦を経て、世界輪りん廻ねによる歴史の上書きを経験して。

　アスラソラカの願いはようやく叶かなう。

『……夜明けが訪れる。あと二時間ほど』

　預言神というモノを装い続けてきた。

　その苦難が、「もっとも綺き麗れいなもの」に昇華する。

『歌を、歌いたい心地です』

　聖堂に響きわたるのは慈愛に満ちた女声。

　かつてカイに、ジャンヌに、リンネに教え聞かせたのと何一つ変わらぬ声で。

　──私だけの歓よろこびの歌を、歌いましょう。

　大始祖アスラソラカは、静まりかえる大聖堂で口ずさんだ。

　ローブをかぶった聖母像。

　石でできているはずの身体からだの表面が、ピシッと音を立ててひび割れた。

『シド。カイ。……あなたたちは私を恨むでしょうね』

　歓びであり懺ざん悔げである。

　これから起きる未来は間違いなく自分の望んだこと。けれど、二人の人間を騙だまし続けてきたことへのわずかな心苦しさも嘘うそではない。

『そしてリンネ……あなたは、私を許しはしないでしょうね』

　たった一体の同種族。

　否──

　限りなく同一存在である「彼女」に対しても、何一つ痛みを感じないわけではない。

『でも仕方ないことです。そういう運命だったのだから』

　ピシリッ、と石の表面がひび割れて剥はがれ落ちていく。

　一枚また一枚。

　小さな欠片かけらとなって、石の聖母像の表面が剥がれていく。




『私はあなたたちが妬ましい。だから私は祈いのり子ご。私は祈り続けているの──』

『もっとも綺麗な絶望を』




　石の聖母像から剥はがれ続ける石の偽装。

　背中の部位がすべて剥がれ落ちたその後に、祈いのり子ごアスラソラカの背中には巨大な一対の翼があった。

　黒と白に彩られた天魔の翼が──

『……ごめんなさいカイ。せめてあなただけは安息を得られますように』

　その声が聖堂にこだまして。

　石の聖母像は、青の大聖堂サンクチユアリから消えていた。
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　五時四十分。

　夜明け前──薄墨色に塗りつぶされた草原の端に、ろうそくの火ほどの微かすかな日差しがうっすらと昇り始めた刻。

　シュルツ連邦、旧王都ラクガルシャの北西で。

　カイたちの乗る偵察戦闘車ガントラツクが到着したのは、ウルザ人類反旗軍レジストとユールン人類反旗軍レジストの合同キャンプ地だった。

「ふぅ。なんとか到着できてよかった。さ、みんな。ジャンヌのいる本部はこの奥だろうから……あれ？」

　偵察戦闘車ガントラツクから降りたのは自分一人。

　ほかの返事がないことに気づいて、カイは車のなかを見返した。

「サキ、アシュラン？」

「……もう無理。俺ぁもう絶対、何があっても真夜中のシュルツ連邦なんて走らねぇ。幻獣族の群れとカーチェイスなんて懲こり懲ごりだ」

「────」

「なあサキ？　サキ」

　運転席で突っ伏しているアシュランは疲ひ労ろう困こん憊ぱいで立ち上がれない。

　では後部座席で銃を構えていたサキはというと。

「カイ。サキは気絶しておるぞ」

「……目、開いてるけど」

「うむ。目を開けたまま気絶しておる。よほど怖かったのじゃろう」

　レーレーンにしがみつき、サキは意識を失っていた。

　ハインマリルとリンネが追い払っても幻獣族の群れが次から次へと襲ってくる。その恐怖に一晩苛さいなまれた結果、こうして真っ白に燃えつきてしまったらしい。

「……ふぅ。わたしもさすがに疲れちゃった」

　車の屋根にいるリンネが、ふらりとカイの真上でよろめいた。

　そのまま転がるように落ちてきて。

「カイ、受けとめてー」

「うわっ!?　ちょ、ちょっとそういうのは先に言え！」

　落ちてくるリンネを慌てて抱きとめる。

　驚くほどに華きや奢しやで軽く、それなのにふわりと柔らかい肌の感触が手に伝ってきて思わず赤面しそうになるが。

「で。リンネ、平気か？」

「うん平気…………じゃなかった。カイ、わたし平気じゃないよ！」

　条件反射で返事しかけたリンネが、真顔でじっと見つめてきた。

「カイ、わたしもう動けない」

「はい？」

「このまま抱っこして。頑張ったご褒美」

「……いつそんな悪知恵を覚えたんだよ。まあ、リンネが頑張ってくれたのは間違いないしな。ただ、抱っこしながら歩くのは大変だから背中にしてくれ」

　両手を前に出して「抱っこ」をせがむリンネを背にかつぐ。

「えへへー。カイに背負ってもらうの久しぶりっ」

「……嬉うれしそうで何より」

　ただし、見かけ以上にリンネが疲弊してるのは間違いない。

　偵察戦闘車ガントラツクの上で一晩。あたりを照らす光を維持しつつ、草原の地平から現れる幻獣族を撃退し続けたのだから。

「あら楽しそうなことしてるじゃない。いいわねぇ」

　車の屋根からハインマリルが飛び降りてきた。

　リンネと、リンネを背負う自カ分イを交互に見つめて。

「あなただけずるいわリンネ。交代しなさい」

「だめー」

「じゃあ一時間交代ね」

「だめー」

「……二人に言っておくけど一時間も背負って歩かないからな。本部までだ。あとハインマリル、背中の翼は隠しておいてくれ」

　キャンプ地でも堂々と翼を出しっぱなしにしている夢魔姫サキユバスロード。

　まだ薄暗闇であるのが幸いしたが、このキャンプ地で悪魔の姿を目撃されたら大騒ぎになるところだ。

「レーレーン、サキが意識戻るまで見ていてくれ。アシュランは？」

「……俺ももう無理。ジャンヌ様への報告よろしく頼むわ」

「わかった」

　リンネを背負って歩きだす。

　ハインマリルも一緒だが、相変わらずこの悪魔は好奇心旺盛だ。人類反旗軍レジストのキャンプを物珍しそうに眺めていて。
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「人間って色んな物を作るのが好きねぇ。銃に車にテントに……」

「前に、リンネにも似たようなこと言われた気がするよ」

「理解に苦しむわ」

「ん？」

「だってほら。アレとか」

　夢魔姫サキユバスロードが指さしたのは、通信基地から覗のぞいている古びた通信設備だ。

　この地に人間の機械工場があった時代に造られたものを、何十年と改修を続けて使っているのだろう。

「アレを造った人間ってもう生きてないでしょ」

「……まあ何十年も昔の機械だろうし。人間の寿命を考えたらそういう可能性もあるな」

「悪魔族わたしたちはそういうの無いわ」

「そういうのってのは？」

「だから、自分以外の誰かにモノを用意するって考え方」

　継承。伝授。伝統。

　悪魔族には理解しえぬ概念なのだろう。

「私は、自分に必要な法術はぜんぶ自分で覚えたわよ。ヴァネッサお姉様のを見て真ま似ねしたのもあるけど」

「教わったことがないって？」

「まさか。そんなの自分が弱いって認めるようなものじゃない。必要なものを自分で手に入れられる悪魔が強い悪魔なのよ」

「リンネも？」

「え？　わ、わたしは……んーわたしもそうかな。ずっと一人だったし」

　背中にしがみつく少女が、こくんと首肯。

「この戦いも──」

　横を歩いているハインマリルが、珍しくも複雑そうな表情で。

「私が戦ってるのは私がそうしたいから。私が好きで戦ってるわ。でも人間は、そういうわけでもなさそうだし」

　ヒトは「他者」を動機にする。

　他人のために道具を残し、未来のために戦う。

　それは長生種である夢魔姫サキユバスロードの概念にないものなのだろう。

「なんでかしら？」

「それを俺に言われても……いや、でもそういうことか……」

「なによ？」

「一つ聞いていいか。率直な気分で答えてほしいんだ」

　不審そうに顔を向ける悪魔へ。

「もしもの話。ハインマリルさ、仮にその『好きで戦う』って心境が逆になったらお前はどうするんだ」

「逆って？」

「たとえば大戦が面倒くさい、とか。大戦より楽しいことを見つけたとか。そんな気分になれば、お前はすぐにでも戦いをやめる？」

「やめるわよ。当たり前じゃない」

「……そうか」

　小さく相づちを返す傍かたわらで、カイの脳裏に浮かんだものは昨晩の遣やり取とりだ。

　レーレーンから語られたあの言葉を。




〝条件一。カイ、主ぬしが人間代表であること〟

〝条件二。そのお主が執り行い、蛮神族と悪魔族と聖霊族に呼びかけること〟




「じゃあさ。もし俺が、『ハインマリル、俺たちの間だけでも戦いはやめないか』って、言ったらどうする」

「はぁ？」

　悪魔の少女が足を止めた。

　夜明け前の、吐きだす息が白く濁るほどに冷たい風を浴びながら。

「お前ってホントに不可思議ね」

　夢魔姫サキユバスロードが妖美に唇くちびるをつりあげた。

「ハッキリ言うけど、お前が薄々とそんなことを考えてるんじゃないかって思ってたわ。でもお生あい憎にく様さま。私がそんなつまんないこと認めると思う？」

「条件とその日の気分次第だろ」

「……わかってるじゃない」

　ハインマリルが再び歩きだす。

　まっすぐ、目の前にある巨大なテント──指揮官本部へ。

「悪魔はとっても素直よ。私やヴァネッサお姉様を頷うなずかせたいなら、それに見合うものを用意しなさい。莫ばく大だいな見返りを先払いでね」

「わかった」

「心当たりがあるの？」

「いいや。これから考えてみる」

「……バカねぇ。そんなのあるわけないじゃない」

　はっきりと否定する傍かたわらで。

　こちらに向ける悪魔の口ぶりは弾んでいた。「私を満足させられる見返りを用意できるなら用意してみなさい？」──その駆け引きさえ楽しむように。

　そして指揮官本部へ。

　カイが声をかけるより先、テントの扉にあたる薄幕が勢いよく開かれた。

「まさかカイか!?」

　軽甲かつ冑ちゆうを着たジャンヌ。

　一晩ずっと起きていたのだろう、目元には色濃く隈くまができている。

「あ。ジャンニャ。みてみてカイの背中、いいでしょ？」

「……なぜカイがリンネを背負っているのかは気になるが、とにかく無事でよかった。ちょうどバルムンク殿も目を覚ましたところで──」

「応援部隊あいつらが到着したか！」

　獅し子しの咆ほう哮こうさながらの大声が、ジャンヌの声を吹き飛ばした。

　本部テントの幕の向こうから怒鳴り声が響いて、豪快な足音が近づいてくる。

「待ってい……むっ!?」

「あらぁ？　たしか前にも会ったかしらね人間の指揮官さん？」

「……そういえば貴様もいたな、淫みだらな悪魔めが」

　獅し子し王おうバルムンク。

　ユールン人類反旗軍レジストの傭よう兵へいをまとめあげる指揮官が、夢魔姫サキユバスロードを一目見て大きく溜ため息いきをついてみせる。

「いいか悪魔。これは幻獣族を追いつめる唯一無二の機だ。好き勝手な真ま似ねは許さんぞ」

「強がっちゃって。[image: ]皇ラースイーエを仕留めるのに私の力がいるんでしょ？」

「……それとこれは話が別だ」

「あはは、心配しなくても裏切ったりしないわよ。私だって幻獣族は目め障ざわりだし、排除するまでは大人しくしてあげる」

　冷たい空気に艶笑を響かせて、ハインマリルが視線を上げた。

「ヴァネッサお姉様も、楽しんでるみたいだし」

　キャンプ地の先──

　そびえ立つ死火山の頂いただきは、紅ぐ蓮れんの炎によって赤く染まっていた。

　天からは雷光が降りそそぎ、爆発音のようなものが常に山さん嶺れいから轟とどろいている。まさしく天てん変ぺん地ち異いとしか喩たとえようがない破壊の規模だ。

　……本気で凄すさまじすぎる。

　……だけどあれが一晩中だっていうなら、それは好都合だ。

　三体の英雄がぶつかりあう以上、力の温存はありえない。無尽蔵に近しい力とはいえ、三体はいまも刻一刻と消耗し続けているはず。

「じきに夜も明ける」

　地平線の先を見つめるバルムンク。

「ジャンヌ殿、すぐに向かう手て筈はずにかかりたい。用意はいいな？」

「私の親衛隊も待機済みです。ですがバルムンク殿の体調は……？　つい数時間前まで、ずっと寝込んでいたのでは」

「支障ない。むしろどんな重体であっても行かねばならぬ」

　頷うなずく獅し子し王おうが、テントを支える柱を拳こぶしで叩たたいてみせた。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コのやつ、いきなり俺に毒を盛るとは。いったい何の真ま似ねだ……」

「毒を？」

　独り言じみたバルムンクの呟つぶやきに、カイはジャンヌと目を見合わせた。

　話だけは聞いている。

　傭よう兵へい王おうアーカインを追って山の頂上に向かおうとしたバルムンクを、突然に六元鏡光が妨害したと。

　……そうだ。俺もずっと気になってた。

　……バルムンク本人から話を聞かなきゃいけないって。

　指揮官の一人が負傷。

　それが直接の理由となって、ウルザとユールンの連合部隊はここまで撤退したのだ。




〝死んでない。鈴すず蘭らんの毒で動けなくしただけ〟

〝この人間バルムンクを預けた。頭は悪いが、いま死なせるのは勿もつ体たいない〟




　そして今。

　霊れい元げん首しゆ・六元鏡光は、冥帝ヴアネツサと[image: ]皇ラースイーエとを交えた戦いに身を投じている。では──

　六元鏡光が彼バルムンクを止めていなければ？

　……間違いなく三英雄の激突に巻き込まれてた。

　……バルムンク指揮官とはいえ命はなかったかもしれない。

　考えられるとすれば。

　六元鏡光が、人間の命を案じた？

　そこに聖霊族なりの狙いがあるのは間違いないだろう。しかしその理由がカイにも見当がつかないのだ。

「ふふっ」

　そんな中、一人で何やらニヤニヤとしているのが夢魔姫ハインマリルだった。

　なぜか満足げな腕組みで。

「そっかそっかなるほどねぇ」

「何かわかったのかハインマリル？」

「なんでもないわよ鈍感さん。……ふーん。あの聖霊族の長おさ。そこまで人間コイツを気に入ってたのね。聖霊族の好みって意外だわぁ」

　そしてバルムンクにふり返る。

「人間の指揮官さん、急ぐんでしょ？　早く行かないとお前の大事な粘状生物スライムが幻獣族に潰されてぺちゃんこになっちゃうわよ」

「なにが俺の大事な、だ！」

「違うの？　じゃあほっとく？」

「そうはいかん」

　闘志を滲にじませた眼光で、バルムンクが悪魔の少女を見下ろした。

「聖霊族が戦っているのだぞ。ここで人間オレたちが戦わずして撤退すればユールン人類反旗軍レジストの尊厳が腐るだろうが」

「ふーん？」

「……その憎たらしい笑みが気に食わんが、とにかくすぐに向かう。ジャンヌ殿、今すぐ車両の手配を！」

「お待ちを指揮官。ハインマリル、俺から一つ聞きたいんだけど」

　大股で歩きだそうとする獅し子し王おうを、カイの一声が呼びとめた。

「悪魔なら転移法術はお手の物だろ。できないか？」

「あの山の頂上までってことかしら。そうねぇ……」

　夢魔姫サキユバスロードが腕組みして思案。

「ヴァネッサお姉様がいるし転移のマーキングは用意できてるわ。でも転移法術って特殊だから疲れるのよねぇ。急ぎたいから？」

「いや、むしろ奇襲の意味合いでさ」

　そう応じ、カイは本部の面々を見回した。

　ハインマリルだけではない。これは全員に伝える必要がある作戦だ。

「ラースイーエがあの死火山で戦ってるなら、アイツの配下にあたる幻獣族も山の中腹で待機してるって考えるのが妥当だろ」

「……まあそうね」

「俺たちが山を登ろうとすれば十中八九、妨害される。それを避けたいんだ」

　あの獣人は、恐ろしく勘が冴さえる。

　人間がこの機に乗じてくると読み、逆に罠わなを張っていてもおかしくない。迂う闊かつに進めば、無数の幻獣族に襲われることになる。

「できるだけ山を登る過程を飛ばしたい。それで転移法術があればって俺は考えたんだけど。どうかなジャンヌ」

「……花琳フアリンとも相談したいところだが」

　眉まゆをひそめるジャンヌ。

「至急で検討だな。バルムンク殿は？」

「俺か。いまさら多少の作戦変更が起きても驚く気になれん。どんな突拍子のない作戦でもな。部下への説明には手を焼くだろうが、というよりも……」

　もう一人の指揮官がやれやれといった面持ちで。

「俺としては、そこの悪魔の術を信用しろというのが不安だがな」

「あら臆病者ねぇ」

「誰が臆病だっ！」

「まあいいわ。私としては足手まといはいらないし。ここにいるのと、車にいる蛮神族と、私の玩具おもちやのサキちゃんくらいね。カイ、呼んできてちょうだい」

　夢魔姫サキユバスロードがその場にしゃがみんだ。

　細い指先で、文字を描くように床を撫なでていく。指の軌跡がそのまま暗色の円環となり、カイたちの足下へ広がっていくではないか。

「来たい奴やつだけ来ればいいわ」

「お、おい悪魔!?　まさかこの本部ごとそっくり転移させる気か!?」

「言ったでしょ。他に人間がいたって邪魔なのよ」

　ハインマリルの指は止まらない。

　カイたちの足下にある法術円環が、みるみる本部テントを包みこむ大きさとなり。その拡張が──

「っ」

　ハインマリルの舌打ちと共に、止まった。

「妨害された。何者かしらねぇ。カイ、心当たりあるかしら」

「なんだって？」

「ヴァネッサお姉様の用意したマーキングが消されてるわ。あの山の頂上にいる何者かが、コレを読んで妨害してるわ」

「……六リク元ゲン鏡キヨウ光コじゃないはずだ。俺の心当たりはラースイーエくらいだけど」

「違うわね。あんな獣けものが、ヴァネッサお姉様のマーキングを潰すなんて器用な真ま似ねできるわけないし」

　[image: ]が皇おうラースイーエではない。

　では何者だ。

　冥めい帝ていヴァネッサが残しておいた法力の軌跡を辿たどって、それを潰してまわる。

「あの場に乱入しようとしてるのは俺たちだけじゃない？」

「癪しやくだから急ぎましょうか」

　法術円環が、パンッと乾いた音を立てて破裂した。

　床に触れたままの夢魔姫サキユバスロードの爪つま先さきが、別の文様を描き始める。

「頂上への転移は妨害されてるから、そこから一番近くにあるマーキングにするわ。さあ、向こうに何がいるか楽しみねぇ」





　　　　２






　夜明け──

　一発の銃声が、火山湖クレーターレイクの水面をふるわせた。

「で？　それがどうしたのかなアーカインとかいう人間」

　真正面から放たれた白銀色の弾丸。

　それが己の額ひたいを撃ちぬく前に、[image: ]が皇おうラースイーエは山の斜面すれすれに身を屈かがめていた。獅し子しのごとく四つ足で大地を蹴りつける。

「銃を撃つしか能がない？　そんなわけがないだろう。仮にもシドを名乗るなら」

　真まっ赤かな残像を生みだす速さでもって、銃を構えるシドに迫る。

「……お？」

「しょせん獣けものは獣だ」

　傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラルの呟つぶやきとともに、獣人の爪つめが空を斬った。

　──読みきった。

　人間離れした瞬発力と反応速度もそうだが、この傭兵王は[image: ]皇ラースイーエが動くよりも先に動いていた。

「獲お物れを狙う動きが直線的すぎる。それではウサギ一匹捕らえられん」

「それはそうさ。我がウサギを狩るつもりでいる間に、せいぜい足あ掻がいてみせてごらん。この世界のシドがどんなものなのか」

　獣の嘲ちよう笑しよう。

　それを無言で受け流す、シド。

「ではそうさせてもらおう」

　斜め後方へと跳び下がりながら発砲。

　無類の反応速度をもつ[image: ]皇ラースイーエにとってはアクビが出るほどに鈍い。そんな弾速など、もはや躱かわしてくれと言っているようなもの。

　そんな獣人の視界が、白に染まった。

「っ!?」

　まぶたを灼やくのは強烈な朝あさ陽ひ。

　闇夜でも視力を失わない幻獣族にとって、太陽光の直射は逆に鋭すぎたのだ。

「そういうことか」

　このシドは朝あさ陽ひを背にして撃ってきた。

　ただ後方へ逃げたわけではなく、太陽の強烈な光でラースイーエの目を潰すために方向を変えたのだ。

　山の頂上という地形は、太陽光を直視させるには最適な戦場であるがゆえに。

「このために夜明けを待った。一度きりの、な」

「わかってないねぇ。その程度だから『それがどうした』と言ったんだよ人間」

　目を閉じたまま[image: ]皇ラースイーエが地を蹴った。

　至近距離でもないかぎり視認せずとも回避は間に合う。銃を持つシドとは逆の方向へと跳べばいい。

「繰り返そう。このために夜明けを待った」

「なにっ」

　白銀色の光が、ラースイーエの肩で破裂した。

　──跳弾。

　ラースイーエの躱かわした弾丸がその背後の岩を撃ち、さらに岩壁が跳ね返した弾丸が獣人の左肩を撃ちぬいたのだ。

「貴様の目を潰したのは銃弾を隠すためではない。背後の岩に気づかせないためだ」

「ぐっ!?……」

　灼やかれた目をかろうじて開ける。

　力が抜け落ちていく。

　ラースイーエの左肩から先が白銀色の光に包まれ、どれだけ力を込めても動かない。

「この銃の力は『畏怖』。貴様の片腕は、もはや俺にひれ伏した」

「なるほどねぇ。これが六リク元ゲン鏡キヨウ光コを撃った弾丸か」

「バケモノだなやはり」

　左腕が動かない[image: ]皇ラースイーエに対し、傭よう兵へい王おうアーカインがさらに銃口を向けて。

「腕一本か。他の幻獣族ケモノどもは一撃で倒れ伏したというのに。聖霊族の英雄さえ火山湖クレーターレイクで倒れているのだぞ」

「あいにく生物としての強さが違うからねぇ」

　向けられた銃口を見つめ、炎の獣人が逆に歩を詰めていく。

　だから何だ？

　最強生物ラースイーエの玉座は、腕一本が動かない程度では揺るがない。

「その白銀色の光、気になるねぇ。世界座標の[image: ]コードホルダーによく似てる。そう。さっきから気になって仕方ない」

「…………」

「お前、その光る銃をどうやって手に入れた？」

「…………」

「言い換えよう。『誰から』授かった？」

　獰どう猛もうな牙を覗のぞかせるラースイーエは、嗤わらっていた。

　既に知っている。このシドという人間の陰に隠れている大だい始し祖そという存在を。

「お前に預言を与えているのは────ちっ。邪魔を……」

　[image: ]皇ラースイーエと傭よう兵へい王おう。

　両者がふり返るや、ほぼ同時に地面に身を投げだした。

　その後方に浮かびあがるのは、山の頂上一帯を覆いつくす暗色の法術円環。

　──冥唱グロリア『我が楽園よ、爆はぜ狂え』。

　ボコン、と地面が沸騰した。

　法術円環から噴き上がった爆炎が辺り一面の岩を真まっ赤かに溶かし、無数の火ひの粉こを従えて天へと上っていく。

「意外と短気ね。私を倒すのにそんなにムキになっちゃって」

「ははっ、貴様一人が狙い？　違うな。シドの名を持つ女」

　炎の気流に浮かぶ悪魔。

　法術円環の中心に立つ冥めい帝ていヴァネッサが、胸を反らすように両手を広げて。

「目に映る邪魔者すべてだ」

　傭兵王アーカインも、[image: ]が皇おうラースイーエも。

　そして冥帝ヴアネツサと相まみえる少女も。

　まとめて業ごう火かで焼きつくさんと放った大法術だ。その殺気を察知したために[image: ]皇ラースイーエと傭兵王は間一髪で逃げのびた。

　一方で──

　炎の気流のなかを少シ女ドは裸足はだしで歩いていた。

　岩をも沸騰させる超高熱の炎が、あたかも深紅の絨毯カーペツトでしかないように。

「冥帝ヴァネッサ、あなたはもう少し慎重であるべきだった。そうすれば私の『刻印』を受けることもなかっただろうに」

「刻印とは、この小さな痣あざか？」

　ヴァネッサの手首にできた小さな痣。

　人間兵器テレジア・シド・フェイクに接近した時にできた刻印だが、これがどんな意味を持つのかはわからない。

「余よの力を封じる……いや違うな。貴様に対する一時的な無力化か？」

「外れ」

「ふむ？　ではなぜ貴様はこの爆炎のなか耐えている。世界座標の[image: ]コードホルダーでもなければ人間が耐えられるわけがないだろうに」

　艶あでやかな唇くちびるがきゅっと釣り上がる。

　とっておきの悪戯いたずらでも思いついたような、悪意の冷笑で。

「シドを名乗る女。貴様の力、誰から授かったものだ？」

「…………」

「おっと喋しやべる必要はないぞ。余よは夢魔サキユバスだ。これからゆっくり貴様の心を奪いつくし、自ら望んで喋らせてやる」

『効率が悪い』

　怒りに満ちた声は、冥帝ヴアネツサやテレジアの立つ地のはるか下──

　斜面の下の火山湖クレーターレイクから。

『今すぐ吐かせる。鏡キヨウ光コのお返し』

　火山湖クレーターレイクが消えていた。

　幻獣族の住処すみかであった巨大な湖が跡形もなく干上がって、真まっ青さおな少女が怒りの形ぎよう相そうで二人のシドを睨にらみ上げる。

「まさかこの聖霊族……」

「火山湖クレーターレイクの水をすべて吸収したというのっ？」

　そして細胞を再生させた。

　最強の肉体をもつラースイーエとは別の意味で、不滅に限りなく近い英雄。そんな最古の粘状生物スライムが腕を振り上げた。

『覚悟はいい？　じゃあ潰れろ』

　小さな拳こぶしが、幻獣族さえ圧倒するであろう極大な水球となっていく。

「っ！　待て六リク元ゲン鏡光、ソレを振り下ろせば尋問どころか──」

『知らない』

　賢者の激げつ昂こう──

　怒りのまま振り下ろした水塊の拳が、死火山の頂上一帯を消し飛ばした。

　山が削そげた。

　冥帝ヴアネツサの法術で溶けかかっていた地面が陥没クレーターと化す。その破壊力は、幻獣族最硬の鱗うろこをもつ地竜であっても為なす術すべなく潰れていただろう。

『……擦かすった。無傷じゃない』

　土煙が濛もう々もうと立ちこめるなか、あたりを見回す六元鏡光。

　元の大きさに戻した拳に付着しているのは赤い血。悪魔族のものでも幻獣族のものでもない。

　シドの血。

『………………』

「さすがは聖霊族の英雄だ。今のばかりは肝を冷やした」

　声は、六リク元ゲン鏡キヨウ光コのはるか後方から。

　砂すな埃ぼこりのなかに浮かびあがる傭よう兵へい王おうアーカインは、額ひたいから血を流しながらも凄惨な笑みを浮かべていた。

「やはりバケモノね。法力じゃなく単純な力任せで天てん変ぺん地ち異いを引き起こすなんて」

　膝ひざをついていた少女が立ち上がる。

　こちらも衝撃で唇くちびるを切ったのか、口の端に赤いものを滲にじませている。

「預言神が恐れるわけだわ。ここにいない蛮神族も含め、お前たちは強すぎる」

『……預言神？』

「確信した。やはり四種族きさまらに救いはない。救いなど与えられるべきではないのだ」

「そう。ここで終わらせましょう」

「四種族きさまらにとっての絶望。そして人間にとっての救いの未来を──」

　二人のシド。

　代わる代わるに言葉を綴つづりながら、傭兵王アーカインと人間兵器テレジアは一歩、また一歩と後退していた。

「そして終わった」

「お前たち三種族はもう運命から逃れられない。最後の一つが埋まることで私たちの勝利が確定する」

「──俺の銃の力は『畏怖』。貴様らは抵抗を許されず、従うのみ」

「──私の神秘の力は『刻印』。お前たちは逃れることを許されない」

　何を言っている？

　冥めい帝ていヴァネッサ、[image: ]が皇おうラースイーエが訝いぶかしげに無言を貫くなか。賢者として知られる六元鏡光だけが、何かを小さく呟つぶやき続けていた。

『────』

「六元鏡光？」

『……思い出せない。何か、ずっと昔に同じことがあったような……』

　シドたちが踵きびすを返す。

　三体の英雄が追いかける間もなく土煙に紛まぎれ、そして山の頂上から消えていた。

　──傭兵王シドの『畏怖』は、六元鏡光と[image: ]皇ラースイーエに。

　──人間兵器シドの『刻印』は、冥帝ヴアネツサに。

　それぞれの体表に残った徴しるしは、いまも淡く光り続けて剥はがれない。

「逃げた？　我の腕を縛いましめる徴しるしとて永遠じゃないだろうにねぇ。千せん載ざい一いち遇ぐうの機を逃すなんて勿もつ体たいない」

「そうだな。まったくその通りだ」

「っ、と！」

　瞬まばたきにも満たない虚。

　自分の左腕に意識を裂いたラースイーエの鼻先を、超低温の冷気が掠かすめていった。

「ははっ、さすがは悪魔の首しゆ魁かい。そういう容赦の無さは嫌いじゃないよ」

「容赦ない？　貴様が呆ほうけていただけだろうに」

『そう。一時の邪魔が消えただけ』

　抉えぐれた山の斜面に立つ三体の英雄が、互いの顔を見合わせる。

　邪魔者シドが消えた。

　ならば戦いを続行する。それだけだ。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、そんな強がっちゃっていいのかい？　我の嗅覚はごまかせないよ」

『何が』

「お前、先の弾丸を核めがけて二発も打ちこまれたね。相当苦しいんだろう？」

『予定に支障はない』

　真顔で応じる粘状生物スライムの少女。

『鏡光は、鏡光のペットを回収する義務がある。お前をここで消滅させ、ペットを連れてユールン連邦に戻る。それでおしまい』

「……うん？　ペット？」

　あまりに予想外の単語に、ラースイーエがきょとんと瞬まばたき。

「何のことだい六元鏡光」

『鏡光の見つけた人間。お前にはやらない、アレは鏡光だけの愛玩動物』

「だから何のことだい。言葉遊びは趣味じゃないだろう？」

『教えない』

「……意味がわかんないねぇ」

　ぽかんと呆けるラースイーエ。

　賢者であるはずの六元鏡光とは思えぬ言葉の羅列に、ごくわずか注意が逸それた。

　だからこそ──

　突然の砲撃に、[image: ]が皇おうラースイーエは反応できなかった。

　対幻獣擲弾発射器ロケツトランチヤーの弾丸。

　凄すさまじい気流をともなう火砲が直撃。爆音と衝撃をまき散らしながら黒い炎の花が咲き、紅ぐ蓮れんの獣人を包みこんだ。

「バルムンク指揮官、第一弾、命中しました！」

「よくやった。砲撃部隊おまえたちはここで待機せよ」

　三人がかりで対幻獣擲弾発射器ロケツトランチヤーを構える傭よう兵へいたち。その背後から、獅し子しの鬣たてがみのごとき髪をした指揮官が、鋭い形ぎよう相そうでもって山の斜面を駆け上がってくる。

　濛もう々もうと上がる煙を見ながら。

「油断できん。あの[image: ]皇バケモノのことだ、これしきでは蚊に刺されたようなものだろう……おい見つけたぞ六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、貴様よくも俺を嵌はめてくれたな！」

『……げ？　噂うわさをすれば』

　六元鏡光の、実に間の抜けた声。

　坂道を駆け上がってくる人間を見下ろして。

『鏡光のペットがついてきた。躾しつけが足りなかったか……』

「なぁにが貴様のペットだ!?　いきなり俺を攻撃してくれて、しかも勝手に[image: ]皇ラースイーエと戦い始めおって。貴様のいう共闘とは何だったのだ！」

『鏡光を心配した？』

「……はっ？」

『鏡光のことが心配で駆けつけてきた？　鏡光がいなくて寂しかった？』

　人間バルムンクをじーっと見つめる。

　呆あつ気けにとられたバルムンクの目の前で、やれやれといった口ぶりで。

『それならしょうがない』

「ば、馬鹿！　誰が貴様の心配など────」

「というより高みの見物に飽きてしまったわけですわ。ヴァネッサお姉様。そろそろ私めも混ぜてくださいな」

[image: ]

　バルムンクの頭上から、声。

　正体を隠そうともせず背中の翼を羽ばたかせる夢魔姫ハインマリルが、主君たる冥めい帝ていヴァネッサのもとに着地した。

「転移法術が妨害されており、馳はせ参さんじるのが遅れたことをお詫わびしますわ」

「まったく問題ない。むしろ……」

　悪魔族の英雄が見ろしたのは、夢魔姫ハインマリルが抱きかかえた人間だ。オレンジ色の髪が印象的な少女が、冥帝ヴアネツサを前にして顔から血の気が消えていた。

「ソレは？」

「この人間は私のオモチャですわ。楽しいから連れてきました」

「め……め、冥帝ヴァネッサ……本物……？」

　夢魔姫ハインマリルに後ろから抱きかかえられ、ウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいサキは身動き一つできずに冥帝ヴアネツサを見上げていた。

「そうよサキちゃん。ちゃんとご挨拶して」

「いいやぁぁぁぁぁぁあっっごめんなさいごめんなさいっ！　だから許して食べないで、っていうかなんでアタシだけぇぇぇえっっ!?」

「あはは、やっぱり可愛かわいいわねぇサキちゃん。期待どおりに怖がってくれて嬉うれしいわぁ。……さ。これで私は満足。カイ、お前がヴァネッサお姉様に話があるんでしょ？」

　サキを抱きかかえて夢魔姫ハインマリルが後退。

　──その一部始終をはるか下から見上げながら。

　カイは、山の頂いただきへと駆け上がった。

　隣には険しい顔つきのリンネと、同じく緊張のまなざしのレーレーン。さらに後方ではジャンヌも部下を連れて追ってきている。

「……こやつじゃな。ワシも見るのは初めてじゃが」

　エルフの巫み女こが、冥帝ヴァネッサを凝視して唇くちびるを噛かみしめた。

　悪魔の全身から立ち上る圧倒的な法力を見て、すぐにそれと看破したのだろう。

「法力の渦がまるで嵐のように猛たけ々だけしい。カイ、リンネ。お主ら本当にこんなバケモノに一度勝ったのか？」

「前に言っただろ。勝ったんじゃない。アイツの自滅みたいなもんだ」

　エルフの巫女さえ目を疑う、強大無比の悪魔。

　後方から追ってきたジャンヌと花琳フアリン、そしてウルザ人類反旗軍レジストの傭兵たちにとっても、これが初めての邂かい逅こうだろう。

　……俺だって、まさか一生に二度もコイツと会うなんて思わなかったさ。

　……冥帝ヴアネツサに似せた偽物の可能性も考えてたくらいだ。

　冥めい帝ていヴァネッサはやはり消滅したままで、ここに現れたのは別の悪魔では？

　その可能性も疑ってかかるつもりだったが、いま相まみえて、そんな疑いは吹き飛んだ。間違いない。

　目の前にいるのは、紛まぎれもなく冥帝ヴァネッサだ。

「つれないな。カイ？」

　緊迫した雰囲気を一笑に付すように、冥帝ヴァネッサが口元をゆるめた。

「そんな怯おびえたケモノのような目で見るな。言ったであろう？　次は『もっと楽しみましょう』と」

「……その意味がわからないから、こうしてるんだ」

「お前次第だ」

　歌うように、楽しげに。

「息を切らせて余よのもとに走ってきた。何かあるのだろう？　それが『面白いこと』であるならば貴様への怒りも忘れてやる」

　見透かされている。

　おそらくは、自カ分イが何を言いたいのかも薄々と感じ取っているに違いない。

「……ああ、わかった」

　右手の亜竜爪ドレイクネイル。

　それを、足下の地面に突き刺した。

「この場の全員に話したいことがある」

　武器を手放すことで意思をしめす。「今は」戦う気がないと。異種族であってもそれは伝わることだろう。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、冥帝ヴァネッサ、そしてお前もだラースイーエ」

　対幻獣擲弾発射器ロケツトランチヤーの炎のなか。

　紅ぐ蓮れんの影がゆらりと動いたのを、カイは視界の端で確かに見ていた。

「出てこい」

「なるほど、バレてたんだねぇ」

　紅蓮の獣人が炎から這はい上がってくる。

　その変貌した姿を前に。

　ジャンヌの護衛である親衛隊が一斉に気け圧おされ、後ずさった。

　──背中に生えた異形。

　炎から現れた[image: ]が皇おうラースイーエは変容していた。背中から首にあたる肉が大きく膨れあがり、それが怪物の上半身となっている。

　……切除器官ラスタライザとの融合。

　……間違いなくラースイーエの切り札だ、隠す気はないのか。

　獣人はあえて息を殺していた。

　炎に紛まぎれ、体内の切除器官ラスタライザを外に取りだすための時間稼ぎだったのだろう。

「お前が冥帝ヴアネツサに気を割いてたのなら、後ろから襲ってやろうと思ってたのにね」

「今はどうする気だ？」

「お前次第さ。こればかりは冥帝ヴアネツサに同感だからね」

　[image: ]が皇おうラースイーエが両手を広げた。

　さらに背中の切除器官ラスタライザの上半身も、同調するように同じ仕草を取ってみせる。

「何だかんだでお前は我らにとって特別なんだよ。世界座標の[image: ]コードホルダーを見つけた時点で。だから言ってごらん。内容次第ではもうちょっと生かしてあげる」




「──俺たちは、戦う相手の優先順位を誤っていた」




　地平線から、陽ひが浮かびあがってくる。

　鋭い日差しに照りつけられながら、カイは三体の英雄を順に見やった。

「俺たちってのは人間って意味じゃない。聖霊族も悪魔族も蛮神族も、そして幻獣族もだ。そうなるように扇動されてきた」

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、無言。

　冥めい帝ていヴァネッサは、夢魔姫ハインマリルとともに腕組みして。

　[image: ]皇ラースイーエは片目を針のように細めながらもう片方の目を大きく見開く、左右非対称の表情で。

　そして。

　ジャンヌ、バルムンク両指揮官とその部下たちは、一斉に息を呑のんでいた。

「知ってるよ」

　静寂の頂いただきで、紅ぐ蓮れんの獣人がぼそりと呟つぶやいた。

「それは以前に我が言ったことだろう。正史のシドは、大だい始し祖そなるモノに扇動されていた。姿をみせずに五種族大戦を裏で操ってきた厄介者がいる。そう教えてやったのは我だよね。ただのオウム返しかい？」

「その続きだ」

「っ！」

　幻獣族の英雄が、身を震わせた。

　カイの一言で直感的に察したのだ。それが意味するものを。

「人カ間イ？　つまりお前は──」

「大始祖の正体に心当たりがある。どこで何をしてるのかも」

「──────はっ！　あはははははははははははははっっっっっ！　そういうことか。これは傑作だ！」

　耳を劈つんざくほどの鋭い咆ほう哮こう。

　固唾を呑のんで見守る人類反旗軍レジストがぎょっと青ざめるほど、ラースイーエの発した笑い声には言いようのない狂気があった。

「でかしたよ人カ間イ？　我が血ち眼まなこで探し続けてきた大だい始し祖そを見つけたと？　一体どうやって……いや方法なんざ二の次だ。言ってごらん、お前の見つけたものを」

「預言神」

　たった一言、カイはそう口にした。

「奴やつは正体なんか隠していなかったんだ。この上なく堂々と『預言神』を名乗って正史のシドに接触していたんだよ。そして五種族大戦で勝利するようシドに知恵を与えた。そいつの名は祈子アスラソラカ」

「……なっ!?　ど、どういうことだカイ？」

　夜明けの空に響くジャンヌの叫び声。

「最初から話してくれ。あの女神像はたしかに尋常の存在ではなかったが……私やお前に、人間を救うために戦えと勇気づけてくれたのでは……」

「俺だってそう思ったさ。だけど、それが罠わなだったんだ」

　預言者シドもそう。

　人間の救世主として見いだされ、導かれ、戦った。それがヒトのためではなく大始祖のためという事実だけを知らされないまま──




〝私はリンネを助けようとした。それを妨害したのは大始祖という怪物だった〟

〝預言神は信じるな。あれは偽りの神々だ……〟




『預言神？』

　バルムンクの隣に立つ六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、カイの言葉をそのまま反復。

『鏡光は知らない。何だそれ』

「預言者シドの背後にいた連中だ。俺が知ってるのは一体だけど、まだ他にいることもわかってる。全部で二体、あるいは他にもいるかもしれない」

　カイが目にしたのは祈いのり子ごアスラソラカのみ。

　それに加え、傭よう兵へい王おうアーカインを導く大始祖がいることも予想できている。

「余よの知る『あのシド』が操られていたと？」

　低く押し殺した声の、冥帝ヴアネツサ。

「奴は、我に世界座標の[image: ]コードホルダーを預けてきた。この剣を何者にも渡すなと。それさえも大始祖とやらの思惑の範はん疇ちゆうか？」

「それはシド本人の意思だと思う。大戦を終えた彼は悩んでたんだ」

　罪を告白する『贖しよく罪ざい』という名の儀礼。

　預言者シドにとって、冥めい帝ていヴァネッサを含む四体の英雄たちへの予言こそ、その贖罪に他ならなかったのだろう。

「俺が言いたいのは一つだけだ。いいか、このまま大戦を続けても勝者はいない」

　悪魔族からは冥帝ヴァネッサ、そして夢魔姫ハインマリル。

　聖霊族からは霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　幻獣族からは[image: ]が皇おうラースイーエ。

　蛮神族からもエルフの巫み女こレーレーンがここにいる。

　さらに人間の指揮官も、北ウルザと南ユールンからジャンヌとバルムンクの二人が集っている。

　……今この瞬間しかないんだ。

　……このわずかな時間で俺が考えられた最善があるとすれば。

　原点回帰。

　それは、世界輪りん廻ねが発動するキッカケとなった元凶を叩たたくこと。

「大戦を今すぐやめろなんて大それた話じゃない。だけどこの戦いも大だい始し祖そは悠々と見ているはずだ。なら、先にやることがあると俺は思ってる」

『大始祖を見つけて──』

「そして潰す。大戦の続きはその後にしろと？」

　六元鏡光、そして冥帝ヴァネッサ。

　残る[image: ]皇ラースイーエは沈黙しているが、そこに異論を立てる気配もない。

「信じられないなら俺と一緒に来ればいい。預言神の居場所も一体はわかってる。ソイツを見て判断を──────」




『その必要はない』

『我らは一度としてヒトを欺あざむいたことはない。未来を語る預言神ゆえに』




　天からは、嗄しわがれた老人の言こと霊だまが。

　地底からは、雄お叫たけびじみた獣けものの足音が。

　そんな二つの気配を感じた瞬間、カイの背筋を、息さえ詰まるほどの凍える寒気が滑り落ちていった。

　──来る。

　とてつもない存在が近づいてくる。

　生まれながらに法力を持たず、また法力を感知することのできない人間にも感じられる絶対の存在感をもつ「何か」が。

『──────っ。信じられない。こんなモノが!?』

　真っ先に反応したのは六リク元ゲン鏡キヨウ光コだ。

　天と地と。その両方を交互に睨にらみつけている。

「ヴァネッサお姉様、この気配……！」

「痛快ではないか、ハインマリル」

　臨戦態勢に入る夢魔姫ハインマリルをちらりと流し見て、悪魔を統べる英雄は、忌々しげな舌打ちを隠そうともしなかった。

「これほどの圧を感じさせるモノが、余よに気づかせず世界に潜んでいたか」

「ほう？　やっと本性を現したねぇ大だい始し祖そとやら」

　[image: ]が皇おうラースイーエが見上げた先は、今まさに空へと昇りつつある太陽そのもの。

　眩まぶしげに獣人が見つめる先──

　世界を照らす光にまじって、巨大な気配が死火山の頂いただきへと浮かびあがった。

『私は光こう帝ていイフ。あまねく地上を光で照らそう』

　神々しき白銀色の後光に彩られ──

　厳いかめしい老人の胸像じみたモノが、カイたちの頭上へと現れた。

　そしてもう一体。

『我は運命竜ミスカルシェロ。ヒトの運命を祝福へと導こう』

　光帝イフの光から生まれた地上の影──

　その影が蠢うごめき、盛り上がり、幻獣族に匹敵する巨きよ躯くであろう濃紫色の竜が這はい上がってきたではないか。

　……どっちも祈いのり子ごアスラソラカじゃない。

　……預言神……いや大始祖は全部で三体いたのか！

　額ひたいから頬ほおへ、次から次へと冷たい汗が滴り落ちていくのを止められない。

　指揮官バルムンクは血の気を失って。

　既に預言神の一体を目撃しているジャンヌさえ、口を半開きにしたまま金縛りにあったように動けないでいる。

　その中で、たった一人。

「カイ……」

　自分のすぐ後ろに密着してくる少女がいた。

　服の背中をぎゅっと掴つかんで、預言神を名乗る存在から姿を隠すようにして。

「……怖い……」

　リンネは、ふるえていた。

「胸の奥がざわざわするの……こいつら絶対絶対に、いいやつじゃない！」

　混血種リンネの断言。

　それを嘲あざ笑わらうかのように。

『ヒトよ。恐れることはない。忌まわしき五種族大戦を終わらせようではないか』

『我らが導こう。この大戦たたかいは、今ここで終わるのだ』

　預言神──

　そう自らを称する大だい始し祖そは、宣告した。
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　　　　１






　陽ひが昇っていく。

　漆黒の帳とばりを切り裂いて、地平線の彼方かなたから太陽の光があふれていく。

　だが、今はどうだ。

　もう一つの太陽。地平線にある太陽に取って代わるほどの神々しき白銀色の光が、この死火山をあまねく照らしだしている。

　──光こう帝ていイフ。

　老人の胸像めいた預言神が放つ、この光によって。

「カイよ、主ぬしの言っていたことがようやくワシにも見えてきた。……なぜ主のいた正史とやらでヒトが勝利できたのか」

　光の洪水に瞼まぶたを灼やかれながら、レーレーン。

「こんなバケモノが潜んでいたとは。なるほど、蛮神族ワシらが敗れたというのもあながち嘘うそではないかもしれぬ」

『潜む？　それは理解に程遠い表現だ。卑しき蛮神族よ』

　光に混じる老人の声。

『私は常に存在した。太陽と共に昇り、太陽とともに沈み──』

『無明とともに我は這はい上がった』

　光こう帝ていイフの光の下で。

　そこに溜たまった影だまりのような巨竜が、鎌首をもたげるように首を上げた。濃紫色のまだら模様という毒々しい姿と、そして蛇のように小さい赤眼。

『正史にて、私たちは預言者シドを見いだした』

『シドこそが我らの預言の執行者。我らは常にシドと共にある。それを潜むと表す道理があるだろうか』

　天から降りそそぐ光の声と。

　地から沸きたつ鳴動の声と。

　どちらも等しく強大で、無意識に後ずさりを強いられるような重圧感。

「そ、それが戯ざれ言ごとだと言っておるのじゃ！」

　エルフの巫み女こが吠ほえ、そして七色の衣をひるがえした。

「姿を見せずとも『隠れていない』と主張するなら、なぜ今になって姿を現した！」

『────』

「どうせカイにすべてを語られて、そして大戦の五種族が結託するのを恐れたのじゃろう。ゆえに自ら出張るしかなくなった。主ぬしらは現れたのではない。カイが暴あばいた真実によって引きずり出されたのじゃろう」

『────』

「な、何か答えんか！」

　預言神の沈黙。

　寒気さえ覚える二体の圧力が示すのは、答えに窮したわけではないという無言の意思だ。蛮神族に答える価値などないという拒絶。

「主らは……」

「はっ、そこの蛮神族よ、余よが一つ教授してやろう」

　嬌きよう笑しようがふりそそぐ。

　レーレーンの見上げる空──光帝イフのさらに上へと冥めい帝ていヴァネッサは飛ひ翔しようしていた。強大な法力をその手に宿して。

「こんな無法者に言葉は要いらぬ。焼きつくせばいい」

「気が合うねぇ冥帝ヴアネツサ」

　同時に、[image: ]が皇おうラースイーエも岩盤が割れるほどの脚力で地を蹴っていた。

「お前はどうする六リク元ゲン鏡キヨウ光コ」

『今だけ同感』

　真まっ青さおな少女が拳こぶしを振りあげる。

　先のシドたちを一蹴した最大質量の拳を、まだら模様の竜へと振り下ろす。

　──まさしく同時。

　三体の英雄は、誰一人として言葉を発さぬうちに認識していたのだ。

　この預言神を倒すことがすべてに優先される。

　眩まぶしき頭上では、光こう帝ていイフに法術を叩たたきつけんとする冥めい帝ていヴァネッサ。

　地上では、運命竜ミスカルシェロの喉のど笛ぶえに食らいつかんと加速する[image: ]が皇おうラースイーエと、拳を振り下ろす六元鏡光。




　──『無駄であり』、『無為である』

　──『私は世界の光にして』、『我は運命の保護者である』




　三体の英雄が吹き飛んだ、

　カイを含めたすべての人間たちの目には、そう映った。

　……嘘うそだろ。

　……こんなことがありえるのか。

　破壊の化身のごとき英雄たちが、地に膝ひざをつく光景。

　冥帝ヴァネッサの配下である夢魔姫ハインマリルも、唖あ然ぜんと目をみひらいている。主あるじが地に倒れる姿など初めて見たに違いない。

「ヴァネッサお姉様っっ!?」

「……つまらぬ細工だ」

　片膝をつく悪魔の英雄が、忌々しげに口の端から牙を覗のぞかせた。

　己の手首に浮かびあがった光の痣あざ。

「大だい始し祖そとやら。そんな大仰な登場の割にはずいぶんと小物ではないか。あのシドたち、やはり貴様らの差し金か」

『テレジアは我が力の代行者である』

「素直に吐け。余よと正面きって戦うのを恐れていたと」

　冥帝ヴァネッサが地に落ちたのは、光帝イフの力ではない。

　先の『シドたち』との戦いで付けられた『刻印』によって法力が著しく乱され、それを察した冥帝ヴアネツサが自ら距離を取ったのだ。

「『シド』は大始祖と相互依存。なるほどねえ。さっきの銃弾はこのためか」

　左肩を押さえて立ち上がる[image: ]皇ラースイーエ。

　傭よう兵へい王おうアーカインに撃たれた肩の傷が急激に広がって、血しぶきのかわりに白銀色の光が噴きだしている。

「そこの光こう帝ていイフとかいう胸像。この光は、お前のものだったわけか」

『左さ様よう』

　紅ぐ蓮れんの獣人が見上げる上空──

　太陽にかわって空を支配する、輝かしき預言神が応じた。

『私は光帝。我が力は畏怖である。我が前に立つ者は跪ひざまずくのみ』

『……光を名乗る割には、やり方が姑こ息そく』

　よろめきながら六リク元ゲン鏡キヨウ光コも立ち上がる。

　背中から噴きだす白銀色の光は、やはり傭兵王アーカインの弾丸で狙撃されたものだ。

『これで鏡光の力を押さえこめるとでも？』

「同感だねぇ。たかが我の腕一本。それも一時的なものだろう。この程度で優位になったと思うなら、試してみるかい？」

　[image: ]皇ラースイーエの冷笑。

　それはカイの目にも決して虚勢には思えない。

　……ラースイーエのは強がりじゃない。俺から見ても不利なのは大だい始し祖そだ。

　……大始祖は三体の英雄を敵に回してしまった。

　預言神は二体。

　対して英雄三体には無数の配下たちが残っている。悪魔族、聖霊族、幻獣族のすべてを敵に回した。たとえ預言神といえど──

『運命は変わらない』

『預言は成じよう就じゆする。大戦はここで終わるのである』

　運命竜ミスカルシェロ、そしてその後を継ぐ光帝イフ。

　巨大すぎる預言神二体に気を奪われ、カイを含む誰一人として、密ひそかに接近しつつある気配に気づかなかった。

『アーカインよ。最後の弾丸を撃つがいい』

　光帝イフが命ずる。

　──銃声。

　その弾丸に、誰一人として反応することはできなかった。




　白銀色の弾丸が、蛮神族レーレーンの脇腹を撃ちぬいた。




「…………がっ!?」

　抱きとめることもできない。

　カイが気づいた時にはもう、エルフの巫み女こは鈍い悲鳴を上げて地にくずおれていた。

「レーレーン!?」

　悲鳴を上げたリンネが、エルフのもとに慌てて駆けよる。

「レーレーンしっかりして!?」

「……く…………な、何でもない……この程度……っ」

　荒々しい息ながらにエルフが頷うなずく。

　出血はない。撃たれた脇腹から白銀色の光が噴きだす現象は[image: ]皇ラースイーエや六リク元ゲン鏡キヨウ光コと同じだが、レーレーンも意識はある。

「たかが人間の銃弾……ワシの法力を乱す作用を感じるが、これしきのことでワシを倒せると思うか。エルフを見くびるでない……！」

「倒す？　勘違いも甚だしいわね」

　怒りに満ちたレーレーンの後方から。

　涼やかな声を響かせて、黒ローブの少女が坂道を上ってきた。カイに見覚えはないが、彼女が何者かは容易に推測できる。

　……預言神が二体いる。それぞれにシドがいるはずなんだ。

　……つまり彼女も!?

　この世界のシド。

　奇異のまなざしが集中するなか、少女が、まだら模様の竜に寄り添って。

「これから起きるのはもっと美しいこと。そうねミスカルシェロ」

『──北の指揮官ジャンヌ。南の指揮官バルムンク。そして連なる人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたち。刮かつ目もくせよ。ヒトの時代の幕開けとなる』

　運命竜ミスカルシェロが翼を広げた。

　轟とどろくような竜の咆ほう哮こう。

『我は運命竜ミスカルシェロ。正史にて預言者シドに墓所を授けたものである』

　正史の未解析神造遺跡メガリス。

　その創造主が、ここにいた。

『墓所を召喚する』

　天地逆転。

　空が下になり、乾いた大地が上になる。

　──仰あお向むけにひっくり返された。

　自分に起きた異常をカイが察したのは、仰向けに倒れた痛みによるものだ。意識が吹き飛ぶほどの鳴動に、受け身さえ許されず転倒させられた。

「な、なんだこの揺れは!?」

　死火山を震わせる激震に足をとられ、獅し子し王おうバルムンクが膝ひざをつく。

　レーレーンとリンネも互いに身を支え合い、かろうじて立っていられる状況だ。

「な、何なのよこれ。どうなってるのエルフ！」

「ワシに聞くでない!?」

　山の頂上から大岩が次々と転がりおちて、斜面からは怒ど濤とうの砂が地滑りとなって崖から落ちていく。その鳴動の最中に──

　山の麓ふもとの平地が盛り上がり、その地中から巨大な建造物が浮かびあがってきた。

　大理石のように白い。

　三角かく錐すいの形をした未み曾ぞ有うの未解析神造遺跡メガリス。それは。

「まさか……！」




　白の墓所。




　人間の墓所、と。

　預言者シドはそう言っていた。「大だい始し祖そが隠していた五番目の封印領域」。だが大戦時に使われることはなかった。

　大始祖にとって『人ヒ間ト』は恐れるに足りないものだったからだ、と。

　……この連邦に隠されてた代しろ物ものだ。

　……鉄てつ屑くずの町アギトの地中にあったものを、転移させたのか!?

　底知れない預言神の力。

　だがカイの関心はそこにない。問題は、こんな未使用の墓所を運んできていったい何をしようというのか。

　悪寒がする。

　まだ何一つ起きていないのに、頬ほおを滴り落ちていく汗が止まらない。

『我は運命竜。テレジアの与えた『刻印』を徴しるしとし、封印をほどこす』

『我は光こう帝てい。アーカインの与えた『畏怖』を徴とし、一切の抵抗を禁ずる』

　刻印の徴をつけたものを封印する。

　畏怖の徴がそこに重なることで、刻印をつけられた者は封印に一切抗えない。

　悪魔族ヴアネツサ、幻獣族ラースイーエ、聖霊族リクゲンキヨウコ。

　さらに蛮神族レーレーンにも大始祖の徴が付けられた。

「五種族大戦を終わらせる？　墓所？　………………まさか……嘘うそだろ！」

　なぜ気づかなかったのか。

　考えてみれば当然なのだ。預言神の狙いは正史の再現だったのだから。

「レーレーン逃げろ！　お前はここにいちゃいけない！」

「え？」

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、ヴァネッサ！　ラースイーエお前も…………っ！」

　喉のどを嗄からしてカイは吠ほえた。

　これは違う。

　こんな結末では何も変わらな──




『墓所を起動する』




　英雄三体の姿が、歪ゆがんだ。

　水面に映る影が波紋で歪むようになりながら、

「ヴァネッサお姉様!?」

「な、何が起きているのだ六元鏡光!?」

　歪み曲がっていく。

　そんな冥めい帝ていヴァネッサの変貌に、配下のハインマリルが悲鳴を上げた。

　その奥では、同じく全身がたわんでいく六元鏡光を目まの当たりにして獅し子し王おうバルムンクが吠えた。

「どうしたハインマリル？」

『なに？　いきなり叫んでもわからない。鏡光は寛大だから話を聞いてやらないでもない、言いたいことがあるならハッキリ伝えるべき』

　ヴァネッサも六元鏡光も気づいていない。『刻印』の徴しるしによって、何が起きているのか知覚できず一切の抵抗が許されない。

「……気づいていないのか六元鏡光!?　お前のその異常に！」

『え？　何が？』

　聞き返す粘状生物スライムの身体からだが浮き上がった。

　続いて突風。

　黒い砂状の微粒子が混じった砂嵐が吹き始め、霊れい元げん首しゆ・六元鏡光が空へと浮かびあがり、そして墓所へと吸いこまれていく。

　……この現象。俺は見たことがある。

　……これじゃ……まるで世界輪りん廻ねと同じ現象じゃないか!?

　目に焼きついた恐怖が蘇よみがえる。

　だからこそ。

　抗えぬものと理解しながらもカイは叫んだ。

「バルムンク、ハインマリル！　二人を助けろ、動いてくれ！」

　手を伸ばそうにも距離がありすぎる。

　自カ分イでは届かない。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ！……ぐっ、な、何が起きているか知らんが、貴様とはまだ決着を……」

『？　どうした人間、そんな顔を真まっ赤かにして。鏡光のことがそんなに────』

　砂嵐のなかバルムンクが必死に手を伸ばす。

　その指先が触れる前に、聖霊族の姿は死火山の頂いただきから消滅した。

「ヴァネッサお姉様！」

「だからどうし────────」

　ハインマリルが手を伸ばすも、冥めい帝ていヴァネッサが続いて消滅。

　[image: ]が皇おうラースイーエの姿も既にない。

　そして最後に。

「レーレーン！」

「な、何じゃカイ？　そんな素すっ頓とん狂きような声を上げおって」

　空へと浮かびあがりつつあるエルフの巫み女こ。

「むぅ。そんな急いでワシのもとへ走ってくるとは。なんじゃ、霊薬が足りんなら早めに言えとあれほど注意したではないか。こんな状況下で……」

　エルフが浮かびあがっていく。

　手を伸ばすカイの眼前で、真まっ青さおな顔で言葉を失ったリンネの見上げる前で、ジャンヌや花琳フアリンたちが呆ぼう然ぜんと言葉を失ったなかで。

「レーレーン……っ」

　エルフの巫女は墓所へと消えていった。

　静寂──

　ひゅぅと吹きこむ夜明けの風が、死火山の頂を駆け抜けて頬ほおを撫なでていく。




　悪魔族ヴアネツサ、幻獣族ラースイーエ、聖霊族リクゲンキヨウコ、蛮神族レーレーンが封印された。




　誰も、何一つ言葉を発しない。

　何が起きたのかわからなかったからだ。

「────────え？」

　やがて。

　ようやく我に返った指揮官ジャンヌが、目を瞬しばたたかせた。

「……花琳、私の手を握ってくれ」

　ジャンヌの擦かすれた声が山さん嶺れいに沁しみていく。

「私には……四体が、あの白いピラミッドに吸いこまれていったと、そう見えた。これは夢だろうか……」

「……夢ではありません」

　指揮官の手を握る花琳フアリンも、その衝撃に声の震えが止められないでいる。

「私はジャンヌ様の手を握っています。この感触が夢であるはずがない」

「では本当に……」

　三種族の英雄たちが消えて。

　蛮神族も、エルフの巫み女こがこの地上から消滅した。

　……一切の抵抗を許さない？

　……これが、こんなにも皮肉に聞こえる言葉があるか。

　一切の抵抗を許さない──

　光こう帝ていイフの発した言葉の意味は「封印に抗あらがえない」ではなかった。封印に反対する者がいたとしても無駄である。

　この場に残された者に対する預言だったのだ。

『忌まわしき四種族。その長おさと代理者であるエルフの巫女の封印完了』

『すべて正史のとおり』

　預言神二体の口ぶりは、冬の凍土のごとく冷たい。

　ただただ正史の再現に過ぎないと。

「──────とんだ勘違いね？」

　爆炎が、二体の預言神を呑のみこんだ。

　運命竜ミスカルシェロの頭上へ、夢魔姫ハインマリルは飛んでいた。深き葡萄酒色ワインカラーの瞳ひとみに見下した嘲ちよう笑しようを滲にじませて。

「預言神だか大だい始し祖そだか知らないけど浅薄ね。ヴァネッサお姉様が消えたとしても、あと何十万体の悪魔がウルザ連邦に残っているかしらねぇ？」

　そう。その通りだ。

　預言神はたかが二体。シド二人を入れても戦力は四。

　対して四種族が数を合わせれば何百万に届くだろう。夢魔姫ハインマリルのように英雄級の個体も残っている。

「まあいいわ。私がこの場を片付けて、お姉様を引きずり出せば終わりでしょ」

　続けざまの法術。

　全身に黒き雷光をまとったハインマリルが、二体の預言神めがけて雷光を撃ちはなつ。

「さあ、私の目から消えて」




　──戯たわむれの時間はお終しまいです。




　ハインマリルが、空中で凍りついたように動きを止めた。

　撃ちだした法術が消えたのだ。

　ロウソクの炎が一瞬の隙間風でかき消えるように、音も光も残さず、強大な法力が跡形もなく消滅してしまった。

「お前っ!?」

　ハインマリルが弾はじかれたようにふり返る。

　宙を漂う自分のさらに頭上。そこに転移してきた巨大な『力』の存在を見上げ、そして悪魔の少女は息を呑のんだ。

　──石の女神像。

　石のローブによって目元を覆い隠した女神像が、ハインマリルの上空に忽こつ然ぜんとして転移してきたからだ。

「何よ、お前もこの大だい始し祖そたちの仲間!?」

『────カイ』

　悪魔の声に耳を傾けることもなく。

　祈いのり子ごアスラソラカは、地上のカイ一人に向けて言葉を授けた。

『かつて私は、大切な秘密をあなたに告げました。私がリンネと同じであると。本当は、最後まで教える必要のなかった秘密ではありますが』




〝リンネ、あなたと同じですよ。私の方がずっと古代に生まれた個体ですが〟

〝今あなたは、世界で唯一の同種族なかまを目まの当たりにしている〟




『私の体な内かには、世界全種族の因子があります』

　地上に降りそそぐ女神の言の葉。

　そこに満ちる愛いとしさと憐あわれみに魅入られ、誰もが状況を忘れて聞き入っていた。法術の発動を妨害されたハインマリルさえも。

『ゆえに私は世界種なのです。全種族の運命を内包する私だからこそ、運命に干渉する世界座標の[image: ]コードホルダーを創造できた」

　無限の羽が、舞い散った。

　黒と白。

　死火山の空を覆いつくす鮮やかな対比色コントラストは、女神像の背中に生まれた『天魔の翼』から飛び散ったものだった。

　リンネと同じ翼──

『私に、生命にかかわる運命を上書きする力はない。ですが「刻印を与えられた」という運命を、冥帝ヴァネッサから悪魔族そのものに書き換える程度はできるでしょう。もちろん残りの三種族も』

　そして陽光色の輝きが満ちていく。

　祈いのり子ごアスラソラカの放った数えきれない天魔の羽根が、薄暗い空を切り裂いて全方位へと拡散していく。

　全世界の空を埋めつくす結界とするために。




　Solitis Clar　"ferias-l-lehitis Phenoria"　──禁呪『運命の「上書き」を実行する』




　預言神の『畏怖』と『刻印』。

　その二つの徴しるしを与えられたのは、冥めい帝ていヴァネッサではなく悪魔族そのものだったという運命の改変。

　ギチッ、と空間が軋きしみを上げた。

　死火山の空に亀裂が広がり、耳みみ障ざわりな音を紡いでいく。あたかも本来ありえない運命を強いられる世界の悲鳴であるかのように。

「……な、何だこれは!?　いったい何が起きている！」

　傭よう兵へいたちが呆ぼう然ぜんと立ち尽くすなか。

　ただ一人、気力を振りしぼって吠ほえたのは獅し子し王おうバルムンクだった。宙に浮かぶ預言神アスラソラカを指さして。

「貴様いったい何者だ！　突然現れたかと思えば、六リク元ゲン鏡キヨウ光コをどこへやった!?　封印？　墓所、なんだそれは。俺たちはこんな決着を望んでいない！」

『カイ』

　預言神アスラソラカは答えない。

　運命の女神像が見下ろす先は、常に自カ分イ一人だけだった。

『もう察しがついたでしょう？　預言者シドがいかにして五種族大戦を終わらせたのか。何百万体という四種族、どうやって一匹残らず墓所に封印したと思います？』

「……なんだって！」

『答えは、種族の象徴である英雄に「徴」を刻印すること。そうすれば世界種たる私の力で、その運命を種族全体に上書きできる。こういう風に──』

　白銀色の輝きが、ちらついた。

　冥帝ヴァネッサの手首にあった預言神の『徴』が、空にいる夢魔姫ハインマリルの手首にまったく同じように浮かびあがっていく。

『これが祈子アスラソラカの奇き蹟せきである。悪魔だけではない。地上を闊かつ歩ぽする四種族すべてにおいて』

『我らの『畏怖』と『刻印』が付くよう運命が上書きされた』

　預言神は三位一体。

　光こう帝ていイフは、『畏怖』を授けたものへの強制権を得る。

　運命竜ミスカルシェロは、『刻印』を授けたものを墓所へ封じる。

　祈いのり子ごアスラソラカは、そうして「封印される運命」を全個体に上書きできる。

　……これが正史の真実だっていうのか。

　……預言者シドが、五種族大戦ですべての種族を一体残らず封印できたことが!?

　シドは世界座標の[image: ]コードホルダーを与えられ、命じられるがままに四種族の英雄に挑んだ。

　標的はその四体だけ。

　あとは預言神の力で、四種族の全個体を墓所に封じこめることができる。

　……そうかシド。だからアンタは……！

　……あんなにも葛藤してたのか。歴史を「作らされた」って！

　これが真実ならば。

　ヒトの功績など無きに等しいではないか。

　今また正史の彼シドが目撃したことと同じ現象が起きようとしている。正史と同じ歴史が生まれようとしているのだ。

　自カ分イはすべてを理解した。正史に残されていない禁断の記録のすべてを。

　そして、それは遅すぎた。

「ハインマリルっ!?」

　叫んだのは──




　カイでは、なかった。

「……サキちゃん？」

　何十人とならぶウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちのなか、恐怖と困惑に跪ひざまずいていたサキが、上空の悪魔に向かって叫んだのだ。

「そ、その手首の痣あざ……」

「え？　な、何よサキちゃん？」

　ハインマリルは気づかない。サキに言われるまま自分の手首を慌てて見つめても、そこに光る痣は見つけられない。

　悪魔族は既に、『刻印』に抗あらがうことが許されないからだ。

「ハインマリルだめ、逃げて！」

　サキの絶叫は。

　本来ならば決して許されるものではなかっただろう。ウルザ連邦で虐げられてきた人間が、虐げてきた側の悪魔の救いを望む。

　なぜそう発したのか、サキ自身もわかっていなかったに違いない。

　ただ本能のままにそう叫び──

「ハインマリルっ！」
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「サキちゃ────────」

　空に浮かぶ悪魔は、白銀色の光に包まれて消滅した。




　その日、全人類が目撃した。

　何十万何百万という封印の光が、暗き地平線を照らして飛んでいく光景を──




　白のピラミッドの頂点へ。

　白銀色の光たちが吸い込まれていく。

　北と東と南と西から。すべての四種族が一体残らず封印されていくその光景は、もはや人ヒ間トさえ背筋の凍る超常現象でしかなかった。

『ご苦労さまでした指揮官ジャンヌ。そして全ての人間たちよ』

　すべての光が墓所へと消えて。

　再び静寂を取り戻した死火山で。祈いのり子ごアスラソラカは、リンネの何十倍という大きさの天魔の翼を羽ばたかせていた。

『いま、五種族大戦は終わりました』

　そして地上へと降りてくる。

　運命竜ミスカルシェロの隣へ、地響きとともに石の女神像は降り立った。

『喜ばしきことだ。人間よ、これで世界はお前たちのものとなる』

　さらにその隣。

　祈いのり子ごアスラソラカを中心として、傍かたわらに降りたつ光こう帝ていイフ。白銀色に輝く老人の胸像の眼前には、見覚えのある人間二人がいた。

『私たちが新たな道を提示しよう。アーカイン、テレジア。この二人のシドたちと』

　傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラル。

　テレジアと呼ばれた少女のシド。

　だが二人は無反応。それどころか気け怠だるげなまなざしで踵きびすを返し、互いに別の坂道を下って立ち去ろうとしている。

「……手を貸したのは今回だけよ。次は無いわアーカイン」

「誰にモノを言っているテレジア。せいぜい醜態を晒さらす覚悟をしておけ」

　振り返りもせず去っていく。

　それに従うように、二人を導く光帝イフと運命竜ミスカルシェロも、夜明けのなかへと溶けていくように姿を消した。

　残ったのは──

　死火山の麓ふもと、四種族のすべてを封印しきった白の墓所。

　それを困惑のまなざしで見下ろす人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちと、そんな人間たちを観察するように残っている祈いのり子ごアスラソラカ。
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「……五種族大戦が……終わった……？」

『そうですよジャンヌ。あなたたち人間の勝利です』

　最後まで残った預言神の穏やかな応え。

『繰り返しますが五種族大戦は終わったのです。四種族の封印をもって』

「…………」

　傭よう兵へいたちの誰一人、頷うなずけないでいる。

　人間の勝利？

　五種族大戦が終わった？

　そもそも指揮官バルムンクが言ったとおり。突然に現れたこの巨大な女神像の正体は、いったい何だというのだ？

　何もかもが人じん智ちを超えすぎている。理解が追いつかない。

『すぐに受け入れるのは難しいでしょう。でも数日も経たてば心が慣れる。このすばらしき安寧を甘受することの歓よろこびを。もちろんジャンヌ、あなたもね』

「……っ、で、ですがこれは……」

『これが人間あなたたちの望んだ世界です』

「っ！」

　預言神の言の葉に刺し貫かれ、ジャンヌが奥歯を噛かみしめた。

　反論できる者などいない。

　ヒトの勝利のために戦ってきたのでしょう？　そう問われて頷くほかないのだから。

『人間以外のすべてを放逐して理想郷を創る。どんな手段で成されてもいい。ジャンヌ、あなたがやったように王都ウルザークへの奇襲であってもいい』

「…………」

『手段など選ぶ余裕はなかったでしょう？　世界のすべてで人間は窮していた。だから、これが人間あなたたちの望んだもっとも綺麗な未来エンデイングなのです』

　すべての傭兵たちが言葉を失った。

　その通りだと認めるしかない。

　祈子アスラソラカの発した棘とげはあまりに鋭く心に突き刺さり、引き抜くことを許さない。この結果が最善と受け入れるしかないのだ。

　だが。

　それが何を意味するか──

『だから見届けなさい』

　石の女神像の鋭い言葉。

『人間あなたたちの選んだ未来が、一つの未来を消しさった瞬間を』

　……すとん。

　小さな音。

　わずかな土つち埃ぼこり。小石が一つ二つ転がる程度の微かすかな振動。そして何かが地に転がる音。

　それはカイのすぐ隣からだった。

　自分の足に誰かがしがみついている。

　その気配を感じてふり向いた。否、見下ろした先に──




　両りよう膝ひざから下が消滅したリンネが、倒れていた。




「…………っ…………」

　地に伏せた金髪の少女が、両手で必死に自分の足にしがみついてくる。

　何かを訴えようとするように。

「リンネっ!?」

　リンネは封印されていなかった。

　四種族の封印に祈いのり子ごアスラソラカ自身が含まれていないのだから、リンネが墓所に封印されていないのは納得がいく。

　……だけど、だけど何なんだこの現象は!?

　……墓所の封印じゃない。明らかにもっと違う症状じゃないか!?

　四種族に起きた封印ではない。

　そんな生やさしいものではない。さらに根源的な次元からリンネという少女は世界から消えかかっていた。

「リンネしっかりしろ……！　どうなってるんだ!?」

「────────」

　リンネが必死に口を開けて何かを叫んでいても、その言葉が聞こえない。

　声が消滅している？

　その間にも、淡く透明になっていくリンネの肉体の消滅は止まらない。

『カイ。これが人間あなたたちの選んだ未来です』

「……アスラソラカ……？」

　羽根のように軽い。

　下半身が泡のように虚空へと溶けてしまい、ぞっとするほどに軽くなったリンネを胸に抱き寄せて。

「いや、大だい始し祖そ！」

『どうしたのです？　そんなに声を荒らげて。こうなることはわかりきっていたでしょう。人間以外の全種族を排斥したのです。五種族の共存という未来が消えたいま、その象徴であるリンネはもはや存在できない』

「……知ってたのか…………この結末までお前は知ってたっていうのか！」

『もちろん』

「アスラソラカッッッッ！」

　もしも──

　もしもリンネを抱きかかえていなければ。

　自カ分イは我を忘れ、激げつ昂こうに突き動かされるまま亜竜爪ドレイクネイルで斬りかかっていただろう。

「リンネ……っ、何か、何か方法はないのか！」

　苦しげにあえぐ金髪の少女。

　それでも宝石のような双そう眸ぼうを大きく開けて、じっと自分を見つめてくる。思いつかない。この場で時間が永遠に止まってほしい。それくらい時間がない。

　……考えろ、考えろ考えろ考えろ！

　……どうやったらリンネをここから助けられるっていうんだ!?

　腹部から胸元へ。

　肩が消えかけて、もはや少女の手を掴つかむことさえままならない。これがヒトの勝利？　これが……自分が必死に戦ってきた結果だというのか？

　違う。

　理解や思考や常識や判断の話じゃない。

　この未来は「違う」のだと、心がそう叫んでいる。

「リンネ、頼む教えてくれ！　何かないのか。お前が助かる方法はっ!?」

「──────」

　金髪の少女が、ふるえる指をそっと伸ばしてきた。

　その手を掴もうとして。

　リンネ自身の指先に、カイの手が押しのけられた。

　…………

　……………………え？

　消えた五種族の未来。

　その象徴であった混血の少女が、最後に触れたのはカイの手ではなかった。カイの肩に見えている亜竜爪ドレイクネイル──

　その刃先にわずかに触れて。

「…………カ……イ、……わたし……」

　少女は、屈託のない笑顔でにこりと微笑ほほえんだ。

　無邪気な。昨日や一昨日と何一つ変わらない笑顔で。まるで「わたし怖くないよ？」とでも言いたげな。そんな温かいまなざしで。














　そして、少女リンネは消えた。





「…………」

「……リンネ？」

　指揮官ジャンヌ、指揮官バルムンク。

　サキやアシュラン。花琳フアリンのような傭よう兵へいたちには何が起きたのかもわかるまい。

　いや。

　何も起きていないのだ。

　人間たちの未来が開かれて、その代償に一つの未来が閉じただけ。人間という種族には何一つ影響のない────

　本当に取るに足りない些細な出来事で──────

「そんな訳があるか！」

　立ち上がる。

　喉のどが嗄かれて痛みを覚えるほどにカイは叫んだ。

　……人間に関係がないだって？

　……あるに決まってるだろう。リンネの因子には人間だって含まれてるんだぞ！

　リンネの消える未来が。

　人間にとってもっとも綺き麗れいな未来のわけがない。

「それだけじゃない。レーレーンも六リク元ゲン鏡キヨウ光コも、ハインマリルだって！」

『五種族大戦が終わったのです』

「…………」

『それともカイ。あなたは莫ばく大だいな犠牲を出し続けてもなお、人間と他種族たちの戦が続くことを望むのですか？』

　正論だ。

　リンネ一人の犠牲か、この後何十年という大戦における莫大な犠牲か。

　その二択を迫ってくることは承知の上だ。

「わかってるよ」

『わかって下さいましたか』

「ああ……」

　そう問いかけてくるとわかっていたからこそ、答えは最初から決まっている。

　だから応えよう。

「そうやって預言者シドを騙だまし続けたんだよ、お前は！」

　石の女神像へ、怒りにふるえる指を突きつけた。

　人間の勝利した世界？

　人間にとっての安寧？

　──それは嘘うそだ。

　自カ分イは知っている。

　なぜなら死火山の麓ふもとにある『五番目の墓所』は、本来ならば正史で人間に使われるはずだったものではないか。

　人間には使う必要がないという理由で放置されていた。

　その未使用品を、たまたまこの別史で再利用したに過ぎない。

「お前の言葉にはもう騙されたくない」

　背の亜竜爪ドレイクネイルを引きぬいて。

「俺は、お前たちの指図は受けない。……世界座標の[image: ]コードホルダー！」

　全身全霊の力をこめて大地を蹴る。

　同時に、両手で握る鋼の銃剣に、輝かしき陽光色の光が灯ともった。

　シドの剣。

　だが。

　激げつ昂こうが、カイの思考をわずかに鈍らせた。

　隣にリンネがいれば、これが祈子アスラソラカにだけは向けてはいけない刃やいばだったとカイは確実に気づいていただろう。

『それが私の剣であることを忘れましたか？』

　世界座標の[image: ]コードホルダーから光が消えていく。

　その陽光色の輝きが、石の女神像へと回帰していくのをカイは見た。

『これは私の力が結晶化したものでした。もはや人間には必要のないものでしょう。返してもらいます』

「──っ、しまっ……！」

　世界座標の[image: ]コードホルダーが主あるじの元へと戻っていく。

　気づくのが一手遅かった。

　なぜ預言者シドが、冥めい帝ていヴァネッサにこの剣を預けていたのか。悪魔の墓所の奥深くに隠していたのか。

　……回収されないために冥帝ヴアネツサに託してたのか！

　……大だい始し祖そアスラソラカの力が完全にならないために！

　石の女神像が動きだす。

　天魔の翼が大きく羽ばたいて、カイの目の前で大始祖の身体からだがわずかに浮いた。

『さようならカイ。あなたは最後まで私のために尽くしてくれました』

「まだだ！　俺には亜竜爪ドレイクネイルが──」

『だからもう諦めて』

　天からの雷撃。

　リンネの放つ法術の何十倍であろう、もはや法術という次元を越えた力の奔流がカイの頭上から降りそそぎ──




『……私は、せめてあなたの身は傷つけたくなかったのに』




　カイは、意識を失った。
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　　　　１






　五日後。

　カイが目を覚ました時──

　世界は怖いほどに「静か」になっていた。




　シュルツ連邦、南部。

　人類反旗軍レジストの拠点『クーレンマデル電波塔』で。

「…………」

　目が覚めた時。

　カイは、宿舎の一室に寝かされていた。医者の話では丸五日間、意識を失って昏こん睡すい状態が続いていたという。

　全身にはわずかな火傷やけどの痕。

　逆をいえば「その程度」。祈いのり子ごアスラソラカの発した膨大な雷は、その実、ほとんどが光と音だけの威嚇であったという。

　では、なぜ五日間も昏睡が続いていたのか？

　医者にもわからない。

　誰一人にも理解されはしないだろう。あの日、自カ分イが目まの当たりにした衝撃がどれほど大きかったことか。




　──気づけば。この世界は人ヒ類トの理想郷となっていた。




「あの……その、なんだ？　ジャンヌ様がとにかくお前は一人部屋でゆっくり休んだ方がいいってさ。……なんにせよさ、目を覚ましてよかったよ……」

　宿舎の一室。

　本来なら三人部屋であるはずのところを、重症人とはいえ個室を与えられたのは指揮官ジャンヌの計らいがあったからだという。

　目が覚めて──

　ベッドで横になる自カ分イのもとを訪れたのは、サキとアシュランだった。

「いや……んと……その、お前がレーレーンちゃんとか仲良かったのは俺らも知ってるさ。つぅか俺だって、一緒にいて悪い気はしなかったよ……」

　ぼそりぼそりと呟つぶやいて、アシュランが気まずそうに後ろ頭をかきむしる。

「だけど俺たちは人間で、あの子は蛮神族だ。しょうがないことだろ……別の種族なんだ、いつかはこうなるってわかってただろ」

「────」

「あ、あのカイ？」

　サキが身を屈かがめる。

　目線の高さを合わせて、オレンジ色の髪の少女が覗のぞきこんできた。

「……アタシだって……その、リンネのことは驚いたわよ……夢魔姫ハインマリルだって。アタシ、機き鋼こう種しゆに襲われた時に守ってもらったのは事実だし……このことだって、苦い部分がないわけじゃないわ」

「────」

「他の傭よう兵へいたちもよ。こんなに簡単に大戦が終わったなんて信じられない。でも、これで平和になったのよ……」

　森のなかで蛮神族の罠わなを踏むことはない。

　草原を歩いて幻獣族に襲われることも、悪魔の襲撃に怯おびえることも、聖霊族に追いかけられることもなくなった。

　この世界は平和になったのだ。

　大だい始し祖そたちの言葉は正しかった。この五日間で少しずつ、ヒトはその歓よろこびを実感しつつある。

「サキ、アシュラン」

　ベッドの上で、上体を起こす。

　ずっと寝ていたせいで身体からだが石のように固い。背骨が軋きしむような痛みに耐えながら。

「……俺のこと気遣ってくれるのはありがたいよ。ただ……もう少し一人にしてくれないか。まだ自分でも何が何だかわかってないんだ……」

　吐きだしたのは、心の底からの本音だった。

　いまは誰と会っても辛つらい。「自分のことを気遣ってもらっている」とわかってしまう、そんな他人の気遣いに胸が圧おされて仕方ない。

　──二人が部屋を去る。

　ベッドの上で、カイがふり向いた先は窓だった。

　わずかに開いた窓ガラスから風が吹きこんで、よどんだ部屋の空気に清涼さを与えてくれている。

　赤みを帯びた空は、夕焼けに差し掛かった頃だろう。

　その紅くれないが──

　死火山の頂いただきで見た、あの夜明けの陽ひと重なった。




〝これが人間あなたたちの望んだもっとも綺き麗れいな未来エンデイングなのです〟

〝だから見届けなさい。人間あなたたちの選んだ未来が、一つの未来を消しさった瞬間を〟




　リンネのいない未来？

　否ちがう。

　レーレーンも六リク元ゲン鏡キヨウ光コも夢魔姫ハインマリルもいない未来だ。人間だけが勝利した未来が、それ以外のすべてを消し去った。

　それが正史だった。

　今この別史の世界も、それとまったく同じ未来に向かっているのだろう。

「だけど……」

　吐き気を感じる唇くちびるが発したのは、消え入りそうなほど微かすかな擦かすれ声。

「それじゃあ俺は、何のために戦ってたんだよ……」

　リンネと正史に戻ろうと約束した。

　だが彼女は消えてしまった。

　さらに正史と思っていた歴史も、預言者シドが大だい始し祖そに扇動されて作ったものだった。

「俺は、何のために……」

　正史に戻れたとしても『大始祖の導いた歴史』で、このまま別史から戻れなかったとしても『大始祖の導いた歴史』でしかない。

　そのどちらにもリンネはいない。

　レーレーンも六元鏡光も夢魔姫ハインマリルも、さらにいえば冥帝ヴアネツサや[image: ]皇ラースイーエも。

「……………………」

　薄地の寝間着を脱いで、人類庇ひ護ご庁の戦闘衣へ。

　ドアを開ける。

　そこからの記憶はカイにもない。街を歩いて行く途中で誰かと出会ったかもしれないし、誰かに呼びとめられたかもしれない。

　だが返事をする気力もないままに、人類特区ヒユーマンシテイを彷徨さまよって。




　気づけばカイは、電波塔の外に広がる草原に立っていた。




　以前なら止められていただろう。

　ここは幻獣族の闊かつ歩ぽする草原だ。シュルツ人類反旗軍レジストの拠点から一歩でも出れば、いつ幻獣族に襲われるかわからないから。

　だが。

　今のカイの目に映るのはどこまでも広がる緑の大地だけだ。名も知らぬ草と花、そして乾いた風に運ばれる土の臭におい。

　何一つ危険はない。

　人間を脅かす種族はすべて墓所に封印されたのだから。

「ははっ……」

　乾いた自嘲。

「なのに俺は、なんで今さら亜竜爪ドレイクネイルなんて持ち歩いてるんだろうな……」

　自分の手にある銃剣。

　大戦は終わった。手放したっていいはずなのに、長年の習慣がそれを許さない。

　──手放してない。

　そう、何もかも残ったままなのだ。

「……エルフ弾だって」

　腰のポーチに格納された光る弾丸は、人類庇ひ護ご庁のものではない。

　エルフの巫み女こレーレーンに頼んで造ってもらったものだ。

　別のポーチに入った霊薬もそう。[image: ]が皇おうラースイーエとの戦いに備えてレーレーンに用意してもらった。




〝ワシが同行してるのは主しゆ天てんアルフレイヤ様の仇かたきである[image: ]皇ラースイーエを倒すため。それが終わればエルフの森に帰る。主ぬしとワシの関係もそれで終わりじゃが……〟

〝それで終わりたくはない〟




　そう話していたエルフの横顔は、美しかった。

　あの瞬間──

　自分は、蛮神族と心の底から打ち解けることができていたのではないか？




〝六リク元ゲン鏡キヨウ光コをどこへやった!?〟

〝封印？　墓所、なんだそれは。俺たちはこんな決着を望んでいない！〟




　指揮官バルムンク。

　彼は、二日前にユールン連邦に帰還した。

　幻獣族も聖霊族もいないことで、一切の事故もなくわずか一日でユールン人類反旗軍レジストの拠点に戻ることができたと聞く。

　そんな彼も、最大の怨敵であった六元鏡光が封じられたことで衝撃を受けていた。

　人生をかけて戦ってきた宿敵が──

　こんな終わり方であっていいのか、と。




〝ハインマリルっ!?　そ、その手首の痣あざ……〟

〝え？　な、何よサキちゃん？〟

〝ハインマリルだめ、逃げてっ────〟




　サキの絶叫は、何を恐れたものだったのだろう。

　あの瞬間に何がそうさせたのかサキ自身もわかっていないという。だがそれは、一つの推測を立てるには十分すぎた。

「……アンタの言う通りだったのかもしれないな。シド」

　人間と蛮神族。

　人間と聖霊族。

　人間と悪魔族。

　五種族のうち少なくとも四種族の間で、不戦の誓いを結ぶことはできたのかもしれない。あるいは幻獣族とも。

「五種族が戦わずにすんだ未来があった。リンネはその象徴の種族だった……………………………………だけど…………」

　衝動がこみ上げる。

　喉のどから噴き上がった激情に押されるままに。

「なのに俺は！　それに気づくのが遅すぎた……！」

　叫んでいた。

　朱に染まりつつある空を見上げ、奥歯を噛かみしめるしかなかった。

　……変えられなかった。何一つさえも。

　……シドがあんなにも警告してくれてたのに！

　五種族大戦が終わった後にしか、本当の未来に気づくことができなかった。

　リンネを見殺しにしてしまった。

　シドは自らを大罪人と呼んだ。今ならわかる。彼がどれだけの悲ひ愴そうに打うち拉ひしがれていたことか。

「ああそうさ……俺は、それが悔しいんだ……何もできなかったことが！」

　人間にとってもっとも綺き麗れいな未来エンデイング？

　だったら答えてみせろ。

　その人間が、リンネにどれだけの数の命を助けられてきたというのだ！

「リンネがいなかったら新ネオヴィシャールは救えなかった。王都ウルザークだって取り戻せなかった。俺もみんなもリンネに命を助けられたのに、そのリンネを生いけ贄にえにする未来を享受しろっていうのか！」

　都合が良すぎる。

　それを受け入れることはできない。少なくとも自分には。

「何か、何かないのか本当に……！　五種族の共存って未来が消えることでリンネが消えた……やり直せる可能性は本当にゼロなのか!?」

　リンネを復活させる方法は？

　潰ついえた未来は本当に二度と戻らないのか？

　考えろ。

　考えろ、たとえば────

「…………」

　一つある。

　思いついた訳ではない。ずっと最初から、リンネが消える瞬間から頭にあった。

「墓所から四種族を解放できれば……どうなるんだ？」

　再び五種族の世界に戻る。

　そのうえで大戦を止めることができるなら、リンネは復活するかもしれない。

　ただし──

　四種族の封印を解いても、五種族大戦を止められなかったら世界の破滅だ。

　……リンネを解放できても。

　……そうなったら人間側の被害は半端じゃない。

　莫ばく大だいな犠牲が出るだろう。

　さらに四種族を墓所から解放しても、都合良くリンネが復活するとは限らない。

「四種族を解放してもリンネは戻らなくて、大戦も止められなくて今度こそ人間が滅亡する可能性……それはあり得ることなんだ……」

　この案は無理だ。

　天てん秤びんの片方にはリンネが助かる「かもしれない」という希望──

　もう片方には人間すべての滅亡という絶望。

　できない。

　どんなに望んだとしても、それは選ぶことが許されない。

「だったら何だ？　考えろ……今が人間にとって一番いい世界なのはその通りさ。だけどこれで全部終わったなんて……だって正史は現に世界輪りん廻ねが────っ……？」

　おかしい。

　底知れぬ違和感に突き動かされ、カイは反射的に後方にふり返っていた。

　草原の彼方かなた。

　点のように小さく見える電波塔を凝視する。

　……待て。そうだ。

　……俺はとんでもないことを見逃してたんじゃないか!?

　大だい始し祖その目もく論ろ見みどおり。

　この別史が、正史と同じ道を進んでいる。

「だったらこの別史でも世界輪廻が起きるんじゃないか……!?」

　ラースイーエの言葉を思いだせ。

　大始祖を敵視していたあの獣人は、こう言っていたのだ。




〝大始祖は失ヘ態マをやらかした〟

〝世界輪りん廻ねは、奴やつらの制御をも上回っていた。誰にも止められない〟




　大始祖はシドを利用して運命を改ざんした。

　その結果が正史で、しかし正史は世界輪廻によって上書きされた。

　……俺は目の前の事実に動転してた。

　……四種族の封印とリンネが消えたことで、それだけにしか意識がいってなかった。

　よく考えろ。

　自分がこの別史に彷徨さまよいこんだ時の、最初の疑問がまるで解決していないのだ。

「世界輪廻は『誰が』引き起こした？」

　大始祖の行動が引き金になったのは間違いない。

　だが大始祖ではない。むしろ大始祖による運命の改かい竄ざんに対して、「誰か」が世界輪廻で反撃したような結果ではないか。

　喩たとえるなら、大始祖がやったのは放火なのだ。

　その火を消すために「誰か」が洪水を巻き起こした。その洪水こそが世界輪廻であったなら、洪水を巻き起こしたものは別にいる。

「それに切除器官ラスタライザはどうなった？」

　墓所に封印されたのは四種族のみ。

　あの不気味な怪物たちはまだ残っている。どこで何をしている？

「もしかして────」




　──大草原に『ノイズ』が走った。














〝世界種■■■が消滅。世界輪りん廻ねへの干渉危険性『ゼロ』と判断〟




〝世界の『上書き』を継続する──〟





　ジッ、ジジッ……と。

　草原の至るところで生まれる奇怪な音。

　鮮やかな深緑色だったはずの草原が、みるみるうちに赤や紫の斑点模様に染まっていくではないか。

　奇妙なカビに冒されるように変色していく。

「これ……まさか!?」

　カイが見上げる空からは雷のような黒い筋が無数に降ってきて、大気がドクンドクンと脈打つように伸縮を繰り返し始める。

　気づけば。

　草原に蔓延はびこるカビが、カイの指先にも同じように繁殖していた。

「人お間れにまで浸食を……!?」

　ラースイーエの言う世界輪廻の第二階位レベル。




〝世界輪廻によって世界は既に壊れているんだよ〟




　大だい始し祖そが無理やりに運命を改変した結果、この世界の景観も種族も何もかもが崩壊し、変わり果てていくと予測していた。

　……ラースイーエはそれを加速させようとしてた。大だい始し祖そへの復ふく讐しゆうだって。

　……あの時、それを止めたのはリンネだった！

　世界輪りん廻ねに抗あらがえるのは二体だけ。

　世界座標の[image: ]コードホルダーを生みだした祈いのり子ごアスラソラカ。

　そしてアスラソラカと同一種であるというリンネ。そのリンネが消えたことで世界輪廻の改かい竄ざんが再び動きだしたとすれば。

「……くそ、やっぱりそうじゃないか！」

　世界中の誰一人、この世界輪廻の再発動に気づかない。

　世界座標の[image: ]コードホルダーを所持していたカイだけが「視みる」ことができている。

「何が理想の未来だ。大始祖、お前たちは次こそ世界輪廻を制御できると思ってるのかもしれないけどな、そんな都合のいいわけがないんだ！」

　その結果がこれだ。

　世界の改竄が進み、世界のあらゆる種族が不気味なものに変えられようとしている。

　……リンネの犠牲一人で人間すべてが幸せになれる？

　……そんなわけあるか。リンネ以外に誰がこの世界輪廻を止めるんだ！

　世界種アスラソラカなら？

　いや、それなら正史の世界輪廻の時点で止めていたはず。

　止められる者がいない。

　リンネのいない世界では、結局は世界輪廻によってこの別史も消えてしまうのだ。

「おかげではっきりしたよ」

　唇くちびるを噛かみしめる。

　自分の右腕にこびりつくカビのようなものが世界輪廻の「上書き」だろう。

　第一段階で、正史が上書きされた。

　第二段階で、この別史に生きるあらゆる生命が上書きされていく。痛みも違和感もないままに別の生き物に改変されていくのだ。

　……世界座標の[image: ]コードホルダーがなければ俺も世界輪廻に耐えられない。

　……世界中の人間に同じ現象が起きてるはず。

　なんという皮肉だ。

　世界輪廻の再発動が、暗示している。

　もはや「人間の平和のためにリンネ一人の犠牲は仕方ない」は通用しない。彼女リンネがいなければ世界輪廻を止められる者がいないのだから。

「よかった」

　心の底からそう思う。

　自分自身、少しずつ肉体が変異していくというのに、それでも心は昂たかぶっている。

「何が何でもリンネを再生させる。その理由ができたんだからな！」

　まずは墓所だ。

　あの死火山の麓ふもとにある白の墓所から、封じられてる四種族を解き放つ。

　世界輪りん廻ねの改変が終わってしまう前に。

「あとは時間との戦いか。間に合え……」




　──成り損ねたねぇ、旧種族ニンゲン。




　ずっ……。

　変色しつつある草原の土が破裂し、カイの眼前で土砂が噴き上がった。

　何が起きたかわからない。

　だが理解より先にカイの全身を粟あわ立だたせたものは、足下から浮かびあがってくる異様な気配だ。

「……っ!?」

　がむしゃらに土を蹴って後ろへ跳ぶ。

　彼女リンネの再生を──

　そう決した緊張感こそが、カイの命運を分けたといって過言ではないだろう。

　鉄の臭におい。

　たちこめる土煙の奥から響く、爆発音。その直後に飛んできた超高速の「破片」がカイの頬ほおを切り裂いた。

「痛つっ!?」

　人間の銃弾のように思えるが。

　カイの脳裏を過よぎっていったのは、より危険な可能性。

　……こんな時に!?

　……だとしたら最悪だ。四種族がいなくなれば誰がこいつらを止めるんだ!?

「機き鋼こう種しゆかっ!?」

　墓所に封印されたのは四種族。

　だがこの世界には、世界輪廻の改変によって生まれた六番目の新種族がいる。

　……英雄級の個体であろうマザー・Ｂは倒した。

　……俺を追ってきたのはその配下か。

　考えうる最悪の敵だ。

　いま手元にあるのは亜竜爪ドレイクネイル一本。だがこの銃剣にとって、全身が鋼である機鋼種はまさしく天敵と言えるだろう。

　今すぐ応援を呼ばなくては──

　電波塔まで一直線に撤退する。そのつもりだったカイの足が、止まった。

「……嘘うそ……だろ……？」

　信じられないものを見た。

　衝撃に声が震え、カイはふり返ることを禁じえなかった。

「マザー・Ｂ、なのか!?」

『ようやく見つけたよ』

　幻獣族の地響きにも迫る鳴動が轟とどろいて。

　真っ白に変色しつつある地中から、血の色をした鋼の怪物が這はい上がってくる。

　集約生命体マザー・Ｂ。

　ぶ厚い鋼の装甲には、ハインマリルの大鎌でカイがつけた傷がそっくり残っている。

　修復されていない。

　完全な機能停止にいたる破壊であるはずなのに、なぜ動けるのか。

「……お前……その身体からだ……」

『なぁに。じき人間おまえもこうなるさ』

　血ち色いろの巨人は、変貌していた。

　丸太のように太い鋼の四本腕だったものが、鋼の羽毛をもつ翼に取って代わり──

　その頭部にも獅し子しの鬣たてがみのような動物性の繊維が生えているのだ。

　……鋼の身体がより生々しくなってる。

　……こんな複数の生物が入り交じった姿、まるで切除器官ラスタライザじゃないか。

　世界輪りん廻ねによる改変は、ここまで禍まが々まがしいものなのか。

　さながら生ける屍ゾンビ。一度は機能停止したマザー・Ｂが、世界輪廻の改変によって肉体が造りかえられて蘇よみがえった。

『運命は我を選んだんだよ。新たな世界種族の王にねぇ』

　世界種族の王──

　それは一度目の決着でもマザー・Ｂが口にした言葉だ。

『もう一度言おう。成り損ねたねぇ旧種族ニンゲン』

　完全に地面から這い出てくる。

　文字どおり生まれ変わった機き鋼こう種しゆが、翼の一つでこちらを指ししめした。

『蛮神族エルフから霊薬を与えられ、悪魔族サキユバスとあの雑種まざりものを従えていたお前には可能性があった。世界種族の王になるという可能性がねぇ』

「…………」

『足りなかったのは何だと思う？』

　鋼の巨体が、嗤わらうかのように全身を微動させながら。

『お前自身の野心だよ。お前には欲望が足りなかった』

「……なんだって？」

『我が分身が一部始終を見ていたよ。あの死火山の頂いただきで「俺に従え」と命じれば、幻獣族以外のすべてがお前に従っていたはずさぁ。大だい始し祖そがつけいる隙は無かった』

「…………」

『あの場にいた五種族はすべてバラバラだった。それぞれが欲望を達成することしか頭になかった。それが旧種族おまえたちが滅びる理由だ』

　カタカタ、と。

　鋼の巨体の部位パーツが音を立てて嘲り嗤わらう。

『ゆえに機鋼種われらの時代がくる。世界が壊れた後の世界の王にねぇ！』

　ズッ、と鈍重な地響きが草原をふるわせる。

　カイが退く間もない。完全なる異形の怪物と化したマザー・Ｂが、異様な速度でもって迫ってきていた。

『お前に、この後の世界を見届ける資格はないよ。それは機鋼種われらのものだ』

「ぐっ!?」

『退場しな！』

　踏み潰される。

　幻獣族に迫る破壊力の突進に、全身の血が凍りつくほどの悪寒を感じながら。

　間に合ってくれ──

　祈るような内心で、カイは巨体の脇へと跳んでいた。身を屈かがめ、変色しつつある大地を転がることで突進の直撃を紙一重ですり抜ける。

『滑稽だねぇ人間』

　加速の勢いが止まらずに地を駆けぬけたマザー・Ｂ。

　背を向けたまま語りかけてくる。

『その反応も所詮まがい物だろう？』

　マザー・Ｂがふり向いた。

　二度目の遭遇。この怪物は、既にこちらの手の内を見透かしている。

『今さら蛮神族の力に頼るのかい？　もはや地上にいない種族の力を？』

　エルフの霊薬『神血の一いつ魂こん』。

　蛮神族の自己強化薬剤ドーピングだ。掌てのひらに隠しておいた極小の注射針から血流内に投与することで、反応速度向上と心拍数増大をもたらす。

　カイが所持しているのは、レーレーンに頼んで人間用に調合し直したものだ。

『もうすぐ世界が変わり果てる。新たな混こん沌とんの時代に、消えさった種族の遺産にいつまで縋すがるつもりだい？』

「……消えたわけじゃない。すぐに解放する」

『ほう？』

「俺はお前と問答したいわけじゃない」

　時間は限られている。

　こうしている間も刻一刻と、草原が不気味な色に変わり、大地はグツグツと煮えたぎるように腐敗していっている。

　……マザー・Ｂに至ってはもう完全に浸食されきってる。

　……それは俺もだ。

　亜竜爪ドレイクネイルを握る右手の感覚が無くなりつつある。

　手の甲にこびりつくカビ状の「何か」が増殖し、肘にまで到達している。これが全身に回ったら……と考えたくもない。

「時間がないんだ、そこをどけ！」

『そう。お前だけはそう言うだろうねぇ』

　マザー・Ｂの四翼が羽ばたいた。

　鋼鉄の腕であったものが鋼色の翼へと生まれ変わり、その翼から、鋼色の羽毛がぱらぱらと抜け落ちていく。

『お前だけは「可能性がある」のさぁ。邪魔な四種族は消え去って、人間は仮初めの平穏に浸つかりきっている。取るに足らない……だが』

　ガラスが擦りきれるような音。

　エルフの霊薬によって鋭敏化されたカイの聴覚は、宙を舞う羽毛が放つ異様な音を逃さず聞きとっていた。

『お前だけは、まだ何かするかもしれない』

「……羽根の刃やいばか!?」

　ぽたっ、とカイの頬ほおから赤い滴がしたたり落ちていく。

　弾丸ではない。マザー・Ｂが投じたのは己の羽根。カミソリのごとく薄く鋭い鋼鉄の刃だったのだ。

　──より鋭く。

　──より疾はやく。

　空気抵抗を限りなくゼロにする。

　世界輪りん廻ねの生まれ変わりを経て、機き鋼こう種しゆの露天鉱弾マイン・バレツトも「弾丸」から「羽根」へと昇華したのだ。

　可視困難とらえられない。厚さ一ミリにも満たない鋼の刃が、弾丸以上の速さでもって射出される。それも一度に何十枚と。

　……だめだ、目で見ようとするな。走れ！

　……止まった瞬間に斬り刻まれる！

　血ち色いろの機き鋼こう種しゆの正面を避けて、右へ跳ぶ。

　太ももに鋭い痛み。それがどの程度の傷か確かめる余裕もないままに、さらに右へ跳ぶためにふり向いて──

　目の前にマザー・Ｂがいた。

「なっ!?」

　羽根の刃やいばは囮おとり。

　自カ分イを右へ右へと誘導し、マザー・Ｂはそこへ先んじて回りこんでいた。

『退場するがいい旧種族』

　打ち下ろしの翼。

　無数の刃でできた翼の威力は、戦車をも切断する大型裁断機の刃に迫るだろう。人間が耐えられる道理はない。

　その刃めがけ、カイは全力で亜竜爪ドレイクネイルを振り上げた。

「……略式ドレイク弾！」

　火花が弾はじける。

　亜竜爪ドレイクネイルの切っ先で炸さく裂れつした炎が、マザー・Ｂの腕にあたる翼を真まっ赤かに染め上げた。

　機鋼種の剛力でもって振り下ろされた翼と、亜竜爪ドレイクネイルの爆発力の拮抗せめぎあい。

　その反動に──

　耐えきれず、地に叩たたきつけられたのはカイの方だった。

「……ぐっ……！」

　亜竜爪ドレイクネイルを手放して地を転がる。

　地面で身体からだが何回転したことだろう。背中と頭を何度も何度も打ちつけて、口の中を切ったことで唾つばに血の味が混じりだす。

『それが最後の抵抗だったようだねぇ』

　機鋼種には傷一つない。

「…………っ……、……これでも当然に無傷か……」

　激痛の走る右肩を押さえ、カイはうつぶせのまま奥歯を噛かみしめた。

　略式ドレイク弾の発破が効かない。

　機鋼種の外装である鋼鉄は、こんな爆発では罅ひび一つ入らない。わかっていたことだ。それでも奇き蹟せきを信じ、万に一、億に一つに賭かけた結果がこれだ。

『安心したよぉ。どれだけ他種族を率いていようとお前はただの人間だった』

「…………」

『蛮神族の霊薬に頼ってもその様ざまだ。法術一つ使えない』

　機鋼種が不ふ揃ぞろいの翼を広げてみせる。

　一つ一つが無数の刃でできた、歪いびつな鋼色の翼を見せびらかすように。

『お前が人間でよかった。そのちっぽけな存在でよかった。そこに力さえ備わっていれば、お前は脅威となっていただろうからねぇ』

「……随分な……大口じゃないか……！」

　霞かすむ視界のなか、目の間にある亜竜爪ドレイクネイルを凝視する。

　地に倒れたままで銃剣に手を伸ばして。

「まだ俺は────────っ……!?」

　右手が動かない。

　肩の激痛もあるが、それ以前に腕の感覚そのものが無くなっていたからだ。

　……何だ。右手が動かない。

　……まるで俺の手じゃなくなったみたいに言うことを聞かない!?

　力を失って動かない己の右手。

『言っただろう。それが最後の抵抗だったと』

　真っ白く変色しきっていた。

　冬の木の幹のように、皮膚の表面から水分が失われてひび割れていたのだ。そこから、生気の全てが抜け落ちてしまったかのように。

　……世界輪りん廻ねの改変。俺の腕が、俺のものでなくなってる。

　……浸食がこんなにも早いのか！

　間に合わない。

　死火山の麓ふもとにある墓所までここから数百キロ。どんなに全力で駆けつけても、その前にすべての人間が改変されていることだろう。

　ここまでなのか？

　大だい始し祖その支配は止められず、世界輪廻の改変が終わりに向かう。

「…………」

『お終しまいだよ旧種族。命運は断たれた』

　マザー・Ｂが歩みを止める。

　力ずくで終止符を打つまでもない。世界輪廻によってこの人間が朽ちるのをただ待てばいいのだから。

『あとは枯れ木のように朽ち──────っ!?』

　その一言が止まった。

「……勝手に……終わらせるな、よ……」

　亜竜爪ドレイクネイルの刃やいばが、地に突き刺さる。

　左腕一本で握り掴つかんだ銃剣を杖つえとして、カイはその場に立ち上がっていた。

「利き腕に……頼らない。訓練は、してきたさ……左手だけで……も、何とでもなる」

『────』

「どうした機き鋼こう種しゆ。そんな突っ立って」

『……動けるわけがない』

　怪物が漏らした、それは初めての困惑だった。

『お前は人間だ。我が翼を受けて地を這はいつくばり、世界輪りん廻ねに浸食され……起き上がれるわけがない。貴様がどんなに虚勢を張ろうとも肉体の限界が…………っ、まさかお前、エルフの霊薬を!?』

「そうだ。原液を注射した」

　エルフの霊薬──

　カイが与えられた『神血の一いつ魂こん』は、蛮神族の薬を四十倍に薄めたもの。その希釈前の原液を、カイは自らの肉体に投与したのだ。

　ドクンと激しく脈打つ鼓動。

　大動脈から毛細血管にいたるまで、すべての血管が膨れあがる。

　心臓が今すぐ破裂してもおかしくない。人間の常態をはるかに上回る血圧と心拍数が、動けぬ身体からだをなかば強制的に立ち上がらせたのだ。

　……心臓が……千切れるくらい痛い……。

　……量はギリギリに抑えたつもりでも、ここまで強力なのか……！

「お前の言う通りだ機鋼種」

　意識が遠く薄らいでいく。

　ぼやける視界。霊薬の副作用であろう猛烈な吐き気とともに、喉のどの奥から胃液とも唾つばともつかぬものが逆流してくる。

「この霊薬が無かったら俺はとっくに動けなくなってる。そもそもリンネがいなかったら冥帝ヴアネツサには絶対勝てなかった……今も大差ないけどな」

『何が言いたい』

「何がだって？　お前が言ったことだぞ機鋼種」




「この世界には俺しか残ってないんだよ……！」




　預言者シドの知りえた真実も。

　リンネという五種族共存の可能性も。覚えているのは自分だけ。

「だからやるしかないんだよ、今ここで、お前を倒して全部を解放できるのは！」

『無駄だよ』

「それを決めるのはお前じゃない」

　杖つえとして握る亜竜爪ドレイクネイルを、左手一本で地から引きぬいて。

　カイは大地を蹴った。

　命を燃やすことで生まれた脚力か──

　決死の思いゆえか──

　あるいはエルフの霊薬がもたらす劇的な興奮作用によるものか──

『お前ッッ!?』

　その跳躍から疾走にいたる加速は、その瞬間、確かに人間の限界を超えていただろう。マザー・Ｂが全力の構えで応じるより速く、カイは懐へと到達していた。

　人間を舐なめた。

　それが機き鋼こう種しゆの反応を鈍らせた。

　──亜竜爪ドレイクネイルの刃やいばは届く。

　左腕一本で繰りだした横薙なぎの一撃は、マザー・Ｂの迎撃も間に合わない。

『だが──』

「だけど──」

　まだ足りない。

　人カ間イの嘆きと、機鋼種の嘲ちよう笑しようの呟つぶやきはまさしく同時だった。

　……亜竜爪ドレイクネイルで一撃見舞って終わり。それじゃあコイツは絶対に倒れない。

　……欠けてるんだ。絶対的な要素が。

　エルフの霊薬の力を借りながら、なかば強制的に立ち上がれた時点で驚異。

　朧おぼろ気げな視界のなか、走り続けられたことは奇き蹟せき。

　それでもまだ足りない。

　亜竜爪ドレイクネイルという人間の叡えい智ちだけでは勝てない敵がここにいる。その一方で、それでも自カ分イが絶望に抗あらがい続けることにも理由がある。

　閃ひらめきかけているからだ。

　……ずっと最初からだ。機鋼種コイツがやってくる前から。

　……大事なことを忘れてる気がする。思いだしそうなんだ。本当にあと少しで。

　未来は閉じていない。

　この絶望の運命に抗うための条件は何だ？

　墓所に封印された四種族を大だい始し祖そから解放して、リンネを救出して、世界輪りん廻ねの改変を止めるために必要なもの？

　そのすべてに至る最後の鍵は、何だ。

　……預言者シド？　違う。シドからは十分すぎるくらい託された。

　……なら何だ。俺が知っていて、そして見落としてるもの。

　人間の叡智はここにある。

　異種族の叡智も、エルフの霊薬は使った後だ。

「あるはずなんだ、俺がまだ見つけてないものが……！」

『？　何を────』

　機き鋼こう種しゆの言葉も聞こえない。

　カイが耳を傾けるのは自分自身との対話のみ。

　記憶を辿たどれ。

　思いつくかぎりを思い起こせ。

　永遠にまで引き延ばされた時間感覚のなか、そうしてたどり着いた記憶の原風景──

　すべての始まりへ。




〝運命の憎悪に巻きこまれた者よ。この剣を手放すな〟

〝世界座標の[image: ]コードホルダーを──〟




　悪魔の墓所で聴いた声。

　それが預言者シドの声であったことはもう知っている。

　……世界座標の[image: ]コードホルダーは運命を斬る。運命の憎悪に抗あらがうことができる。そう思ってた。

　……だけどこの剣？　この剣って何だ。

　世界座標の[image: ]コードホルダーこそ憎悪を生みだす剣だったではないか。預言者シドに与えられ、正史の五種族大戦を過あやまちに向かわせた大だい始し祖その罠わなだった。

　だが。

　記憶にはまだ続きがある。




〝…………だれ……か……お願い…………たすけ…………〟

〝……助けて。この鎖を外して……〟




　囚とらわれたリンネと出会った。

　祈いのり子ごアスラソラカと唯一の同種族。世界輪りん廻ねに抗う力をもつ少女を解放した。

　…………いや、待て。祈子アスラソラカと同種族？

　……世界座標の[image: ]コードホルダーを生みだしたアスラソラカと同じ力？

　最先いやさきから最後いやはてへ。

　リンネと出会った最先いやさきの記憶から、彼女が消えた最後いやはての光景へと駆けめぐる。

　あの瞬間。

　彼女リンネは笑ってた。消えることなんて微み塵じんも恐れてなかった。

　なぜならば──




〝混血の少女が、最後に触れたのはカイの手ではなかった〟

〝カイの肩に見えている亜竜爪ドレイクネイル──〟




　消える刹那に。

　彼女リンネは既に、自分にできるすべてを尽くしていたからだ。

「……そういうことか！」

　血の塊を吐きすてて、カイは肩をふるわせた。

　……バカだ。俺ってやつは。

　……最初からだ。最初から答えは二つあったんじゃないか。

「心配するなリンネ」

　唇くちびるを噛かみしめて。

　最後の一歩を踏みこみ、亜竜爪ドレイクネイルを振り上げる。

「もう大丈夫だ。待っててくれ」

　この世に世界の意思というものがあるならば。

　きっと「彼女」との出会いこそが──

「だから応えろ、もう一つの世界座標の[image: ]コードホルダー！」

　刹那、亜竜爪ドレイクネイルが輝きだした。

　黒塗りの刃やいばが半透明の刃へと変化を遂げて。銃身であった部分や柄にあたる部分も何もかもが、新たなる剣に変わっていく。

　──淡い陽光色の剣へ。

　剣でありながらも巨大な一本の「鍵」にも見える。

　その神々しき刀身。

　世界種アスラソラカの剣よりも一回り大きく、一際強い輝きで照らすその剣は。




　──世界種リンネの世界座標の[image: ]コードホルダー。




　同種族であるならば。

　世界輪りん廻ねに抗あらがう力をもった種族であるからこそ、世界種の少女は、自らが消える寸前に、自身の力を具現化していたのだ。

　そして託していた。

『──────ッッ!?』

　横薙なぎの一閃。

　陽光色に煌きらめく剣が、機き鋼こう種しゆマザー・Ｂの鋼をすり抜けるように切断した。

「……そう。最初から答えは二つあったんだ」

　世界種アスラソラカの剣。

　世界種リンネの剣。

　前者は、運命を思いのままに改かい竄ざんする世界座標の[image: ]コードホルダー。

　後者は、そんな運命の改竄そのものを切り裂く世界座標の[image: ]コードホルダー。

　さあ───

　どちらの剣を取る？

　人間種族にとっての理想の未来エンデイングか。

　そのさらに先か。

　いま、少年は選択した。

『……滑稽だねぇ…………人間……あんなに迷いに迷ったくせに……』

　ピシッ、ミシリッと。

　交こう叉さし、背後に立つ機き鋼こう種しゆから生まれる崩壊の音。

　翼を構成していた羽根が抜け落ちて本来の機械の腕が露あらわになり、首まわりの鬣たてがみも抜け落ちていく。

　──本来の機鋼種へ。

　世界輪りん廻ねの改変が切り裂かれたことで、機鋼種本来の姿へと戻っていく。

　鉱山で再起不能に陥った姿へと。

『なんだ……やっぱりお前……そっちを選ぶのかい』

「────」

『構わないさ。ならばそこに機鋼種われらも混ざるだけだ……我としては報復したかったけど、種族としては悪くない……』

　その全身が鋼の破片となって崩壊していくなかで。

　マザー・Ｂは笑い続けていた。




　緑の大地。

　乾いた土の臭においの風が、足下の草を巻き上げては空へと攫さらっていく。

「…………」

　再び動くようになった右手。

　空も大地も本来の色に戻っている。自カ分イの手元に世界座標の[image: ]コードホルダーが具現化した瞬間、世界輪廻の改変が一瞬にして消し飛んだからだ。

　……でも一時停止しただけだ。

　……世界輪廻は必ずまた動きはじめる。

「大だい始し祖そ、これがお前たちの望んだ世界か？　四種族を封印して自分たちが世界の頂点に立ったところで、それは何度でも崩壊するしかないのに」

　北へ。

　ユールン連邦の南端から、北の死火山の方角をまっすぐ見つめる。

「俺は、それを受け入れることはできないよ」

　世界座標の[image: ]コードホルダーは運命を分岐させる。

　まだ未来は閉じていない。運命の改かい竄ざんに抗あらがう力は自カ分イの手のなかに残っている。彼女が残してくれたから。

　……だから、ありがとうリンネ。

　……俺を信じてくれて。

　あとは選択するだけだ。

　この「運命の剣」を手にして、どんな未来を辿たどるのか。

「待っててくれリンネ。それにレーレーンもハインマリルも、六リク元ゲン鏡キヨウ光コもさ」

　カイはそう呼びかけた。

　墓所に封じられたものと、運命から消え去ったものへ。

「俺が未来を作るだなんて、そんな大げさなこと言う気はない。俺はただお前たちを解放したいだけなんだ。そこから先の未来は──」

　俺もわからないけど。

　反射的にそう言いかけた言葉を呑のみこんで、カイは目を閉じた。

「そこから先は、俺と一緒に未来を歩いてくれ」





　　　　２






　クーレンマデル電波塔──

　北ウルザと西シユルツの傭よう兵へいたちが談笑しているその横を、無言で足早に進んでいく。

　ぴちゃ……

　一歩ごとに、微かすかな衝撃で床に落ちていく黒い水滴。

　すれ違う傭兵たちがぎょっと後ずさりした理由は、自分の全身そこかしこに異臭の漂う液体がまとわりついているからだろう。

　──機き鋼こう種しゆマザー・Ｂの体液。

　──カイ自身の血。

　血液と燃料油フユエルとが混じりあい、異様な濁りとなって滴り落ちていく。

　そして指揮官室へ。

　ノックと共に開いた先には、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官がいた。

「カイ!?」

　こちらの姿を見るなり、ジャンヌが目をみひらいた。

「その傷は……いや、体中にかぶったその液体も……意識が戻ったと報告は聞いていたが、いったいどうした!?」

「話がある」

「……なに？」

　ぎょっとジャンヌが息を呑のむのは、当然だろう。

　数日間ずっと昏こん睡すいが続いていた人間が起きたと思ったら、傷だらけで燃料油フユエルをかぶって、傷の手当もしないままに部屋を訪れたのだ。

　そのあげくに「話がある」だなんて。

　どんな話か想像もつかない上に、まず行動自体が奇怪に見えてしまうに違いない。

「も、もちろん話は聞く！　けれどカイ、まずはその傷の手当を──」

「これが証拠だ」

「え？」

　まだ動揺を抑えきれないジャンヌが、呆あつ気けにとられた様子で息を呑む。

　そんな彼女へ──

「見てのとおりだ。預言神は嘘うそをついていたんだよ」

　カイは自分の掌てのひらをまっすぐ突きだした。

　指にこびりつく赤黒い欠片かけらは、カイ自身の血が乾いたもの。太ももの傷の応急処置時に付着したものだ。

「この世界は、人間おれたちにとっての理想の未来エンデイングなんかじゃない」

　そして唇くちびるを噛かみしめる。

　エルフの霊薬の後遺症のせいで、いまだ心臓の痛みは治まらない。だが、たとえそうだとしても。ここで一秒でも無駄にはできない。

　……託されたから生きてこれたんだ。

　……本当にたくさん、俺は大事なものを預かってここにいる。

　人間代表として託された。

　ならば今ここで応えるのが自分の使命。いや、宿命というものだろう。

　……信じて。そして待っててくれ。

　……リンネもレーレーンも、ハインマリルもだ。

　必ず迎えにいく。

　必ず解放してみせる。

「白の墓所を破壊する。もう二度と直せないように粉々に」

「っ!?　い、いきなり何を……それは封印された四種族を解き放つと!?」

「────」

　声を荒らげるジャンヌの問いには答えず。

「ジャンヌさ」

　ただまっすぐ、カイはそこにいる彼女の目を見つめ返した。














「ウルザ連邦で悪魔から王都を取り戻した数日後。一緒に世界中の人間を解放しようって誓っただろ。あの時、ジャンヌは何て言ったか覚えてるか？」

「…………え？」

「俺は、今がその時だって思ってる」




〝五種族の大戦を終わらせましょう〟




「五種族の大戦を終わらせよう。ただし、この未来エンデイング以外のやり方で──」





[image: ]




　時同じくして。

　世界大陸の南に位置するユールン連邦。

　聖霊族の支配する地から聖霊族が消滅した現い在ま、広大な草原にある黒の墓所は、一切の生物らしき気配が消えていた。

　空っぽの墓所。

　聖霊族がすべて白の墓所へと封印されたことで、この未解析神造遺跡メガリスはもはや用済み。大だい始し祖そからも忘れられたことだろう。

　その内部で──

　ガランと強い音がこだました、

　開きっぱなしの墓所の入り口から吹きこむ強風に煽あおられ、一体の像がなぎ倒されたのだ。わずかな傾斜になった床を転がっていく。

　──六枚翼の天使像。

　筋骨逞たくましい肉体に、精せい悍かんなまなざしを湛たたえた天使。

　それが墓所内の床を転がっていく。

　風に倒された衝撃に過ぎないとわかっていても──

　地を進むその様は、動けぬ石の身体からだとなった今でも必死に存在を示すために抗あらがっているように映る。




　蛮神族の英雄「主しゆ天てん」アルフレイヤ。




　切除器官ラスタライザによる『無座標化ゼロコード』を受け、この大天使は存在を消去された。その後リンネと同じく封印されていた。

　そして無座標界ゼロから外に運びだされ、この時に至る。

　だからこそ──

　この世界から消去されたはずの存在であったがために、墓所の対象外となった。

　むろんこの結果は偶然だ。

　だが墓所に封印されずに残ったこの天使は、今この時となっては、大だい始し祖そに蹂じゆう躙りんされた四種族の最後の意地といって過言でないだろう。

　──まだ終わっていない、と。

　石化して、なお留とどまり続ける。

　存在を消去されたことで墓所の封印をくぐり抜け、今なお地上に留まり続けているのだ。

　この執念を「英雄」と呼ばずして何と呼ぶ。

　蛮神族の最後の一体？

　否。

　四種族最後の一体は、風雨に晒さらされながらも確かに存在している。




　四種族の運命を背負った英雄は、ここにいる。





あとがき







　理想の未来エンデイングの、その先へ──




　もしも、の話。

　もしもこの物語が「ヒトにとっての理想の未来」だけを目指すものであれば、本作は、この６巻の第５章で終わっていたと思います。

　人間にとって、シドと大だい始し祖そのもたらす安寧こそが完全完璧なる結末で…………

　けれど。

　この物語には、『Continuedつづき』があります。

　より正しく語るなら、たった一人の少年が「その未来エンデイング」を望まなかったから。だから、この物語はまだ先に続きます。

　世界から忘れられた少年の決意が、どんな結末へと至るのか。

　少なくとも「ヒトの安寧の未来エンデイングではない」ことは確かですが、それでもこの世界が進んでいく道行きを、もう少しだけ見守って頂ければ嬉うれしいです。




　というわけで。

　遅ればせながら、『なぜ僕』第６巻、手にとって下さってありがとうございます！

　ようやく、というか。

　この物語の一巻から名前だけが登場してきた彼シドが冒頭に出てきたり、物語の大きな謎も解けてきたかなと思います。

　あと何よりも──

　第１巻のタイトル「運命の剣」が、ようやく意味を為なすことができました。

　第１巻刊行時には「カイが見つけた英雄シドの剣」を暗示するようなタイトルですが、この第６巻では少し意味が変わって……このタイトルが真に意味するのは「シドの剣」ではなく、「カイに運命を拓く剣コードホルダーを授ける少女」という、リンネとの出会いこそを意味したタイトルであったことも、感じてもらえたらいいなあと。




　ところで。

　話題を変えて（滅多にやらないことですが）この巻だけは、細さざ音ねの歴代作について少しだけご紹介させてください。

『世界の終わりの世界録アンコール』（全10巻）──

　この『なぜ僕』の一つ前。ＭＦ文庫Ｊレーベルでの細音のデビュー作です。

　実はこの『世界録アンコール』と『なぜ僕』の二作は、世界観を寄せつつもあえて正反対のテーマの物語になっています。

　二作に共通するのは主人公と、その憧れになる英雄。

　ただ、英雄二人はまったく逆で。

　前作『世界録』に登場する英雄は、主人公レンにとってまさしく絶対の正しい導きで、完璧な羅針盤です。他種族の争いを一人で調停して、精霊の剣ヴィエルジュを後世に託し、主人公はその「後」を正しく引き継ぎます。

　今作『なぜ僕』は、違います。

　この物語の英雄シドは大だい始し祖そによって騙だまされ、後悔と自責の念に苦悩する一人の人間で、主人公カイはその「後」を引き継げない。

　さらに言えば、英シ雄ドの剣コードホルダーさえ（大始祖の）罠わなだった。

　──そんな時に。

　──主人公とは、何を以て物語の主人公と呼べるのだろう。

　これがこの物語の、前作の『世界録』と対になるところかなと思います。


　※



　もちろん『世界録』の物語もまったく楽ではなく、そんな偉大すぎる英雄がいたことで主人公はその英雄と比べられ、自分の力の無さに悩みあがき続けて──というお話です。

『世界録』は小説全10巻。（コミックは現在も連載中です！）

　もしよければ、興味をもって頂けたらご覧くださいね。そして既に『世界録』を読んでくれている方も、この機にまた読み返してもらえると嬉うれしいなあと。




　さて、本編のお話はこれくらいにしつつ。

　コミカライズのお話へ。

　月刊コミックアライブで『なぜ僕』コミックが連載中です。

　ありかん先生の怒ど濤とうの作画とストーリー構築で、細さざ音ねも毎月の連載が本当に楽しみです。ウェブ連載でも無料掲載されているので、よければ今からでもぜひご覧くださいね。

　そしてちょっとだけ、同時展開中の別シリーズをご紹介させてください。


●ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（以下、『キミ戦』）

　戦場でぶつかりあう剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　こちら最新６巻が刊行したばかりで、そして同時刊行のコミック１巻が刊行早々に緊急大重版が決定しました！

『なぜ僕』を気に入って下さる方に、きっと楽しんでもらえる物語だと思います。

　まだ知らないという方も、ぜひぜひよければ。




　そして最後に──。

　大迫力の冥めい帝ていヴァネッサの表紙カバーをはじめ、最高に可愛かわいい口絵を描いてくださったｎｅｃｏ先生。さらには原稿を丁寧に読みこんでくださる担当Ｎ様、今回も本当にお世話になりました。

　なによりも、本作を読んで下さった方に心から御礼を。

　次は、春頃に刊行の『キミ戦』７巻で。

　そして初夏頃の『なぜ僕』７巻でお会いできますように！


新しい年の始まりに　　細さざ音ね　啓けい　　










●追記



　細音啓個人アカウント　https://twitter.com/sazanek

　細音啓プロジェクトアカウント　https://twitter.com/sazaneKproject

　細音の個人アカウントとは別に、レーベルを超えた情報発信アカウントができました。よければチェックしてみてくださいませっ！





[image: ]





電子書籍特典　書き下ろし短編





「のうカイ、どうじゃこれ？」

「ん？……わ、レーレーン？　誰だか一瞬わからなかったよ」

　シュルツ人類反旗軍レジスト・本部。

　巨大な電波塔を囲む拠点の一室で。装備の点検中だったカイは作業の手を止めて、部屋にやってきたエルフにふり向いた。

　エルフの巫女レーレーン。東のイオ大陸から蛮神族の代表として同行してきた彼女だが、いつもと雰囲気が別人だったのだ。

「サキの服を借りたのじゃ。少し大きいがな」

　レーレーンは、ウルザ人類反旗軍の服を着ていたのだ。床につきそうな長髪も綺麗に結わえて、ぐっと大人びて見える。

「……驚いた。俺の知らない女の子の傭兵が来たのかなって」

「主を驚かしてやろうと思ってな」

　満足げに頷くレーレーンが、その姿を見せびらかすようにクルッと一回転。

「人間はこれを来て悪魔どもと戦っていたのじゃろ。どんなものか興味もあった」

「感想は？」

「着心地どうこうよりも染料の臭いが強すぎるのが難点じゃな。それに人間の臭いも染みついてるから落ち着かん」

　服の袖に鼻を近づけるレーレーン。

「まあどんなものか分かっただけでも収穫じゃ。……ところでカイ、どうじゃ。せっかく着替えたのだから『驚いた』以外の反応も欲しいの」

「っていうと」

「ズバリ聞こう。ワシに惚れたであろう？」

「……はい!?」

「ふふん、美しいじゃろう。見とれても構わんぞ」

　人類反旗軍の服を着こなして、普段より大人っぽいレーレーンが見上げてきた。

「じゃが勘違いはいかんぞ。主とワシは異種族じゃ。とはいえワシも意地悪ではないし、手を繋いで散歩するくらいは許してやろうかの」

「いや、その俺まだ何も……」

「しかし！　しかしじゃ、もしも主が本気でその気なら……ワ、ワシも考えてやらんではないぞ？　あのその……く、口づけというのも……」

　エルフの頬がみるみる真っ赤になっていく。

　そして。

「って何を言わせるか！　その先はワシに言わせるでない！」

「なんで俺が怒られるの!?」

　頬を膨らませるレーレーンに、カイは頭を抱えたのだった。
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